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（朝、か……）

　ぼんやり覚醒する結ゆう城き鋼はがねの耳に、小鳥の鳴き声が飛び込んでくる。

（あれ、僕、は……）

　ラーバドラゴンというモンスターが復活し、必殺スキル〈天てん魔ま滅めつ殺さつ黒こく龍りゆう灰かい燼じん紅ぐ蓮れん撃げき〉を使ったのは覚えている。

　最後の辺りは悪夢を見ているような状態で記憶がほとんどなかったが、無事に巨竜をスキルの即死効果で倒したと思うのだが……。

（あの後……誰かが宿屋に運んでくれたのか？）

　体に感じるこの柔らかさはベッドだろう。そこからここが宿屋であろうと鋼は当たりをつけた。

（ここで考えてても仕方ない。とにかく、まずは起きて情報を集めないと）

　そう決心し、完全に目を覚ました鋼の視界に飛び込んできたのは、異世界転移物ではお決まりの見知らぬ天井、ではなく、

《お、おはようなのじゃ》

　頭の中いっぱいに広がる、雪のように白い肌を恥ずかしげに晒さらす、十二、三歳くらいの少女の水着姿だった。




「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」




　その日、宿屋に響き渡った悲鳴。それは、鋼がこの世界にやってきてから上げた絶叫の中でも最大のものだったという。




《あ、あまりにも、あまりにも失礼なのじゃ……。人が勇気を振り絞って見せた人生、いや神生初のセクシーショットを……》

「いや、目を開けた瞬間知り合いの水着姿が見えたら普通びっくりするだろ」

　シロニャの抗議に対して、鋼も一応抗議で返しておく。

　しかも生意気にもビキニだったし、なんてシロニャが聞いたらまた激怒しそうなことを思う。

《と、とにかくじゃな！　これで約束は果たしたのじゃ！》

「約束？」

《あ、アレじゃよ。あの、し、しり、しりと……》

「ああ。『サドンデス脱衣しりとり』？」

　そういえば、あの時にセクシーショットがどうとかいう話をしたようなしてないような……。

　適当に流していたのではっきりとは思い出せなかったが、鋼も大体の事情は把握した。

《い、言うんじゃないのじゃ！　ううぅ……。いったいワシは、どうしてあんなことを……。孔明の罠わなじゃよ！　鋼というエロ猿にまんまと騙だまされた結果じゃよ！》

「人聞きの悪いこと言うなよ！」

《黙れ今孔明め！　ワシが、ワシがどれだけ……うにゃぁあああ!!》

　悪口なんだかよく分からないことを言っているが、どうやら言葉にできないくらいに後悔しているらしい。

　そこで、鋼はまた余計なことを思い出した。

「あれ？　うろ覚えだけど、シロニャって最後はまたしりとりで負けて、はだ……」

《セ、セクハラじゃ！　今はちゃんと服を着ておるのじゃ！》

「あー。だよね」

　正直鋼には見えないし興味もないのでどっちでもいいのだが、適当に相あい槌づちを打っておく。

「そういえば、さっきのもオラクルなのか？」

《う、うむ？　ああ、もちろんじゃ。正確には〈オラクル（添付ファイル付き）〉の効果じゃな。通常のオラクルに加えて、映像イメージも見たり送ったりできるのじゃ。……まあ、静止画限定じゃがな》

「ああ、そういや、あの水着シロニャ、動いてなかったような気がするな」

　いきなり頭の中に画像が送られてきてパニックになったせいで気付かなかったが、本物のシロニャであれば鋼の視線を受けて何かしらの動きを見せただろう。

《も、もうその話はおしまいなのじゃ！　それよりいつまでものんびりしてちゃダメなんじゃよ！　じゃってもう今は朝の、朝の……うにゃぁあ！　時計がどこかに行ったのじゃよー！》

「大体、七時二十八分くらいじゃないかな？」

　時計を捜して暴れ出したシロニャに、鋼はさらっと現在時刻を告げた。

《せ、正解なんじゃよ！　でも何で分かったのじゃ!?》

　シロニャが驚くのも無理はない。この部屋には時計も置いておらず、普通であればずっと寝ていた鋼が分単位で時刻を把握することなど出来るはずがない。ただし……。

「んー。何か、こっちに来てから妙に時間の感覚が鋭くなった気がするんだよな。今なら時計を見ずに三十分を正確に計れそうな感じで……」

《ああ、きっと〈完全体内時計〉のタレントじゃな。ならコンマ一秒以下の誤差で正確じゃよ！》

「もうそんな台詞せりふを聞いても全く驚かない自分が怖いよ」

　鋼はもはや普通の人間ではなかった。シロニャを助けて死んだ代わりにこのファンタジー世界に転生し、その際に数百万ポイント分の無駄なタレントを手に入れたびっくり人間なのだ。

　今はもう、他のチート的なタレントに比べれば、〈完全体内時計〉程度は許容範囲だろうと思ってしまう。

「まあいいや。それじゃ、出かける支度するから、その間にシロニャの知ってることを教えてよ」

《うむ！　偉大なる転生神、シロニャ様にかかればそんなの朝飯前なのじゃ！　……あ、そういえばまだ朝ご飯食べてなかったのじゃよ》

「あ、そういえば僕もここ十日くらい何も食べてなかったなー」

《む、むぅ！　ワ、ワシだってここ十一時間くらい何も食べてなかったんじゃよ！》

「別に食べてない自慢してるんじゃないんだけど……」

　変なところで負けず嫌いなシロニャをなだめながら、鋼は自分が寝ている間に何が起こったかを聞いた。

《と、言っても、あのアス何とかという騎士がおぬしを宿まで運んでたことくらいしかワシにも分からないのじゃ》

「へぇ。アスティエールが、ねえ。こりゃ、後でお礼を言わなきゃダメかなぁ」

　鋼がそんなことをつぶやくと、シロニャは深刻そうな声で待ったをかけた。

《いや、待つのじゃ。あまり軽々しいことはしない方がいいのじゃ。あの似え非せ騎士は危険な存在になっている可能性があるのじゃ》

「危険な存在？　そんなの今さらじゃないか？」

　何しろ鋼は転生時に設定をミスって弱体化し、蚊に殺されかかったこともあるのだ。この世に存在する遍あまねく全てが危険な存在とも言える。

《と、とにかく、あんまりあやつを甘やかしてはダメなのじゃ！　用法用量を守って節度のあるお付き合いを心がけるのじゃよ！》

「何のアドバイスだよ……」

　訳が分からなかったが、シロニャがおかしなことを言うのはいつものことだ。あまり気にしてもしょうがない。

　それよりも、巨竜が無事に倒せたのは間違いないようだ。今は素直にそれを喜ぶべきだろう。

（なら、ちょっとくらいのんびりしても大丈夫か）

　鋼が運ばれてきた宿屋は、初日に泊まったところと同じだった。とりあえず鋼は、体の汗を流してからギルドに向かうことにする。

　ちなみに、宿にはお風呂どころかシャワーまで完備されていた。ガスも電気もないだろうにどうするのかと聞いたら、やはり魔法で完全に代用できるらしい。しかも、一度設備を作ってしまえば、後は少量の霊子、つまりマナを注ぐだけで使えるとか。

　宿泊している人は無料で使えるらしいので、少なくとも五十マナ以下で動くのだろう。鋼もシャワーを使ってみたが、何の違和感もなかった。

　他にも照明器具、洗濯機などを覗のぞいてみたが、動力が霊子だということをのぞけば、日本の電化製品と大差ない出来栄えだった。

（こりゃあ本当に現代にあるものはほとんど魔法で再現されている気がするなぁ）

　もちろん「再現されている」だけであり、原理は全く異なる。

　というか、地球の技術者たちが歴史の中で工夫、研鑽し、数十年、数百年かけて作ったはずの装置を「魔法だから」の一言で完全再現してしまっているこちらの人たちはある意味チート極まりない。

　なんて考えていると、シロニャが割って入ってきた。

《ふっふふん！　すごいじゃろ？　すごいじゃろ？　何せこの世界の魔法は神様の力と同じじゃからな。なんだってできるのじゃ！》

「神の力と一緒、って？」

《よいか。世界には火の神や水の神、芸能の神や学問の神、いろんな神様がおるじゃろ。それぞれの神はそれぞれの分野についての力を持つ。火の神だったら火を出せるし、芸能の神なら歌をうまくさせられたりする。とにかく神様が振るう力は色々あるんじゃが、その本質は一つなんじゃ》

「本質？」

《願いを叶かなえる力、ということじゃよ》

「んん？」

　鋼が首をかしげると、頭の中に横長のフレームの眼鏡を装着し、ダッボダボの白衣を着て指示棒を持ったシロニャがウインクしている静止画が送られてきた。

　どうやら「シロニャ先生が教えてあげるのじゃ！」という意思表示らしい。いちいち形から入りたがる神様である。

《つまりじゃ、神が火を出したいと願えば火が出るし、歌がうまくなりたいと願えば歌がうまくなる。そこに理屈はなく、どうしてそうなるかは誰にも、神様にも分からん、ということなのじゃ》

「自分たちでも分からないのかよ！　むちゃくちゃな存在だな、神様！」

《それはそういうものだ、と受け入れるしかないの。もちろん、神の振るう力には世界のバランスも関係してくるし、それはこの世界の成り立ちとも関わってくるのじゃが、それはおいおい、じゃな》

「ええっと、それとこの世界の魔法が同じってことは、この世界では例えば火の元素を集めると火が出る、なんて理屈は全くなくて、とにかく火を出したいと思うだけで火の魔法が使えるってこと？」

《もちろん、この世界での全ての源である霊子、マナは相応に必要じゃがの。強いて理屈を言うと、霊子という小さな神様をうまく使うと、願いが叶うのじゃ》

「はぁー」

　身支度を整えている間の雑談としては話が壮大かつ荒唐無稽すぎて、鋼としてはそんなリアクションを取るしかない。

　もはや、鋼に言えることは一つだけだった。

「まあ、今さらなんだけどさ。……シロニャってほんと、眼鏡似合わないよな」

《ふ、ふざけるのじゃないのじゃ！　お母様も『一生懸命背伸びしてる感が出ててとってもキュート』じゃと大絶賛だったのじゃぞ！》

「いやそれ、似合ってないってことだと思うぞ」

《にゃっ?!》




　　　２




　なんだかんだとシロニャとおしゃべりをしながらも身支度を終えた鋼は、ようやくギルドへと向かう。

　だが、その道中、

「お、棒切れ勇者じゃないか！　おはよう！」

「あー！　ぼーきれゆーしゃだ！　あはははははは！」

「勇者様、ありがたやありがたや」

　見知らぬ人たちがあいさつしてきたり笑ってきたり拝んだりするのには閉口した。

「い、一体、『棒切れ勇者』ってなんだよ」

《おぬしのことじゃろ？　文脈的に》

「そりゃ分かってるけど！」

　顔を隠すようにして道を走り抜けるのだが、なぜか行く先々で追い回される。

「な、何でだ！　顔は完全に隠してるはずなのに……！」

《そりゃ、全身金ピカの人間なんておぬし以外におらんのじゃよ！》

「あ……」

　鋼は〈黄金聖闘士化〉というタレントの効果で、身につけたもの全てが金色になっている。金色の衣装を着ている人間が顔を隠しても全く意味はない。

　お金が入ったら絶対普通の服を買って〈黄金聖闘士化〉を解こう、と固い決意をしながら、飛び込むように冒険者ギルドに逃げ込んだ。

　それでようやく一息つける、と思ったのだが……。

「なんか、あわただしいなぁ」

　巨竜を倒した直後だからだろうか。いつもは閑散としているはずのギルドに人があふれ、その誰もが忙せわしなく動き回っている。

　こりゃあ出直した方がよさそうかな、と鋼が思った時、人ごみの中から声がした。

「ハガネさん?!　もう、大丈夫なんですか？」

　この冒険者ギルドで唯一の鋼の知り合い、職員のキルリスだ。

「はい。おかげさまでもうすっかり……」

　そして、キルリスに全快の報告をしようと口を開いたところで、そこにいるもう一人の女性に気付く。

「ハガネ！」

　咲き誇るような美貌を白銀の鎧よろいに押し込めた、元騎士の少女、アスティエール。

　彼女は鋼の姿を認めると、輝かんばかりの笑顔を見せ、鋼に向かって勢いよく駆け寄って、そのままその胸に飛び込むように跳躍して……。

「うぉああぁあああああ!!」













　飛び込むように、どころか本当に飛び込んできたアスティエールの身体を、鋼は必死に横に跳んで避けた。

「な、なぜ避けるのだ……」

　勢いあまって壁に鼻をぶつけたアスティエールが涙目で尋ねるが、文句を言いたいのは鋼も同じだった。

「バ、バカ！　そんなスピードでぶつかったら僕が死んじゃうだろ！」

　鋼は転生時のステータス調整を間違えたせいで、防御力が低い。低いというか、ゼロだ。

　巨竜を倒したことで少しは改善されているかもしれないが、アスティエールの暴走トラックみたいな突進を受けてただで済むとは思えない。

「そ、そうだったな、すまない。ハガネが無事だったのが嬉しくて、つい……」

「い、いや、分かってくれたなら、いいんだけど……」

　心の底から反省しているみたいに、しゅんとなって謝ってくるアスティエール。初対面の時のツンケンとした態度との落差に、鋼は戸惑った。

「い、一刻も早くお礼を言いたくて、焦ってしまった。そ、その……巨竜から私をかばってくれて、ありがとう。凄く、嬉しかった」

「え？　あ、ああ。そっちこそ。宿屋まで運んでくれたんだってな。ありがとう」

「そ、そんな！　ハガネが私にしてくれたことを思えば、そのくらい……」

　頰を赤くして謙遜する彼女の態度は、やはり以前とはまるで違う。一時は決闘騒ぎまでいったというのに、と考えて、鋼は大事なことを思い出した。

「そうだ、勝負！　この場合、勝ったのは一体……」

　アスティエールとの勝負のルールは、「レベル三十以上のモンスターを先に倒した方の勝ち。ただし四日の間に該当するモンスターが出なければ、他のモンスターを多く倒した方の勝ち」というものだったはずだ。

　巨竜を倒したのは鋼だが、その時にはすでに勝負の期間は終わっていた。この場合はどちらの勝利になるのか、鋼が頭をひねっていると……。

「あの勝負は、私の負けだ」

「え？　いや、でも……」

「倒したのは十日後でも、あの巨竜が勝負の期間内に現れたものなのは間違いない。それに何より、私の心が言っている。私は、お前に負けた、とな」

「アスティエール……」

　ルール上、自分の勝利を主張してもおかしくない場面。しかし、アスティエールの実直で生真面目な性格は、そんな姑息な真似を許しはしなかったようだ。

「私も元騎士。一度決めた約束を破るつもりはない。確か……勝った方が負けた方を嫁にするんだったな。私も潔く覚悟を決めてハガネの妻に……」

「いやいやいや!!　勝った方に負けた方が謝罪する、だっただろ！」

　あれー、そうだったかなーととぼけるアスティエール。生真面目な性格どこ行ったよ、と鋼は頭を抱えた。

《コウ！　やはり思った通りなのじゃ！》

（シロニャ？）

　その時、ただでさえ混迷している状況にロリ神様が舞い降りる。オラクルで割り込んできたシロニャは、早口に告げる。

《道理で危険な匂いがすると思ったのじゃ！　やはり奴やつにはチョロインの素質があるのじゃよ!!》

（チョロイン？）

《マンガとかでよくある、主人公がなんかちょっと助けたり会話したりするだけでちょろっとほれてくれるお手軽ヒロインのことじゃよ！》

（うん。……うん？）

　いきなりそんなこと言われても、ちょっと変な本とか読みすぎなんじゃない、としか鋼には言えない。

《チョロインは本当に恐ろしいのじゃよ。この似え非せ騎士女みたいにほんの二週間前は顔も知らなかったような相手に一方的にほれた挙句、そいつに違う女が近づこうとすると嫉妬心全開で妨害したりするのじゃ！》

（へぇー。そうなんだぁー）

　どこかで聞いた話だなぁ、とシロニャ（二週間前はお互い顔も知らなかった相手）の話を聞き流す鋼。

《他ひ人と事ごとじゃないのじゃよ！　おぬしはもっと自分の行動には気を付けなきゃダメなのじゃ！　この世界にはどこにチョロインが転がってるか分からんのじゃぞ！　たとえそこの色ボケ騎士を倒しても、第二第三のチョロインが……》

（何でアスティエールを倒す前提で話が進んでるんだよ！　というか、心配しなくてもそう簡単に女の子を助けるような機会はないって！）

《甘い！　甘すぎるのじゃ！　チョロインが相手にほれるのは助けられた時だけじゃないのじゃよ！　決闘イベントで力を見せる、あるいは主人公が笑ったり頭をなでただけでほれてしまうこともあるのじゃ！》

「いやいや、いくらなんでも笑ったり頭なでたりするだけじゃ……」

《ウソじゃないのじゃよ！　そのような事例が多すぎるため、主人公が笑っただけでポッと顔を赤らめてほれるのはニコポ、なでただけでほれるのはナデポ、とそれぞれ専門用語まで作られているのじゃ！》

　いや、だからそれ全部漫画か小説の話だろ、と鋼は思ったが、シロニャの勢いは止まらない。

《さらに！　ニコポの中でも特に、はにかんだような笑顔に魂が飛んでいったような状態になってしまうことを、うちの業界では特別にテレポ、と……》

（どこの業界だよ！　というか、テレポって言いたかっただけだろお前！）

　前門のアスティエール。後門のシロニャ。鋼が困った二人に挟まれて困りに困っていると、

「――失礼。少し、よろしいでしょうか」

　そこに眼鏡をかけた、やけに目つきの鋭い女性が割って入ってきた。

「貴方あなたが、ハガネ・ユーキ様ですね」

　彼女のその猛もう禽きんのように鋭い目は鋼に向けられていた。完全にロックオンされている。

《い、言った傍そばからまた女の新キャラじゃと?!》

　頭の中でシロニャが何かしら騒いでいるようだが、鋼には気にしている余裕はない。

　目の前の女性からは、抗あらがいがたい何かというか、命の危険とかとは異なる、妙な威圧感がにじんでいた。

「はい。あなたは？」

「申し遅れました。私は当冒険者ギルド職員のラトリスと申します」

「……リス縛り？」

「何か？」

「な、何でもありません！」

　思わずくだらないことを言ってにらまれた鋼は、あわてて首を振った。

　鋼がなんとなく職員室に呼び出された生徒のような気持ちでいると、

「まず、貴方にはお礼を言わせて頂きます」

「は？」

「貴方のお蔭かげで街は守られ、ギルドにも活気が戻りました。ありがとうございます」

　いきなり、頭を下げられた。

　あまり頭を下げられ慣れていない鋼は狼ろう狽ばいしたが、それ以上に事情がつかめない。

「え？　あ、いえ……。でも、街を救ったのはともかく、ギルドに活気を戻したっていうのはどういうことですか？」

「ご存じかと思われますが、このギルド、冒険者ギルドトーキョ支部は、率直に申し上げて賑にぎわっているとはとても言い難がたい状況でした」

　キルリスさん暇そうだったしなー、と鋼はうなずく。あと、さりげにこの街の名前初めて聞いた気がする。

「しかし、巨竜との十日間にもおよぶ死闘が話題を呼び、巨竜を打倒した勇者がいるという事で関心が集まり、当ギルドの注目度は一気に跳ね上がりました。もちろん、その噂うわさの拡散にはこちらも積極的に関わらせて頂きましたが」

「じゃ、じゃあ、棒切れ勇者がこんなに有名になってたのは……」

「私達の広報活動の成果でもあります」

　恥じる様子もなく堂々と言い切るラトリス。

「それに、その過程で思わぬ副産物もありましたし」

「副産物？」

「その、わたしたち冒険者ギルドは、ハガネさんと巨竜の戦いで少し商売をさせて頂いたんです」

　ラトリスの代わりに、隣からキルリスが説明してくれる。

　そういえば、見物客がたくさん来ていた気がする。その関係で何かもうけたのだろう、と納得する。

「これからも貴方にはトーキョの街の勇者、我がギルドの客寄せパン……いえ、優秀な冒険者として、存分に活躍して頂きたいと思います」

「今、客寄せパンダって言いかけましたよね!?」

　どうでもいいが、この世界にもパンダはいるのだろうか、と鋼はちょっと思ったが、どうでもいいのでどうでもよかった。

　鋼の追及にも動じることなく、ラトリスは冷静に続ける。

「そういう事情ですので、我らトーキョギルド一同はハガネ様の活躍をこれから全力で応援させて頂きます。もちろん、これからのハガネ様の活躍は針小棒大に……いえ、真摯に伝えていくつもりなので、期待していて下さい」

「思いっきり大げさに話す気満々じゃないですか！　というか、さっきからその言い間違えわざとですよね！」

「ハガネ様にはギルドの方針を正確に理解して頂いた方が良いかと思いまして」

　悪びれた様子もなくしれっと答えるラトリス。言葉の端々からよこしまなオーラが見える。

「あの、せっかくの提案ですけど……」

　ギルドの支援はありがたいが、今でさえ棒切れ勇者棒切れ勇者と呼ばれて迷惑しているのだ。これ以上目立つのは避けたかった。

　鋼はラトリスの申し出を辞退しようと思ったのだが……。

「まず、ささやかな額ですが巨竜討伐の特別報奨をお渡ししたいと思います。ギルドカードを提示して頂けますか？」

　断り文句を口にしようとした鋼の口が、報奨、の言葉に止まる。

　不思議そうな顔をする鋼に、キルリスが横から口を挟んだ。

「昔のことなのでほとんどの人が忘れてたんですが、封印前の巨竜にギルドが懸けていた懸賞金がまだ生きてたんです。それをラトリスさんが見つけて引っ張ってきてくれたんですよ！」

「ああ、なるほど。……あれ、でもいいんですか？　せっかく稼いだと言ってたのに、そんな支払いをして」

「ハガネ様のためならこのくらいの先行投資は何でもありません。……と言いたい所ですが、実の所、このような大型魔物の討伐報酬は支部ではなく本部が負担してくれるシステムとなっていますので」

　それなら安心、なのだろうか。これを受け取るとなし崩しにギルドの支援を承認するような形になってしまう気がするが、これからのことを考えるとお金はいくらあっても足りない。

　ちょっとだけ迷ったが、とりあえず受け取るだけ受け取っておくことにした。

「じゃあ、お願いします。いくらですか？」

「懸賞金が懸けられた当時とは貨幣価値が変わっているので若干額は落ちますが、マナ換算で約六十五万ですね」

「えええぇ!!」

　その額には、自分が金儲もうけの道具にされてたことよりもシャワーの存在よりも驚いた。何しろ五十マナで宿屋に泊まれるのに、その一万倍以上だ。驚かないはずがない。

　もっと具体的に言えばビキニのシロニャを見た時の四分の一くらい驚きである。水着シロニャさんパねえ。

「下手をすれば街が二つ三つ壊滅するような大物を倒したのです。むしろ少ない方だと思いますが」

　ただ、ラトリスはあくまでも冷静だった。いまだ茫ぼう然ぜん自失という状態の鋼からギルドカードを受け取り、さっさと手続きを始めてしまう。

「確認します。ユーキ・ハガネさん。レベルは二十四、職業は学生、ですか」

「え？　レベル、二十四？」

　鋼の記憶が正しければ、鋼のレベルは二だったはずだ。巨竜を倒したことでレベルアップしたのかもしれないが、レベル二から二十四なんて、一足飛びにもほどがある。

　しかし、ラトリスは不満そうに眉を上げた。

「思ったより上がりませんでしたね。巨竜と言っても所詮雑魚モンスター上がりですね」

「そういうものですか……」

　まだ理解しきれていないと判断したのか、ラトリスが言葉を重ねる。

「ラーバドラゴン自体は、火山に多数生息するレベル五十五相当のモンスターです。巨竜は魔物を倒して成長する事で推定でもレベル百以上の強さを持っていたと推測されますが、経験値はせいぜい通常種の数倍止まりだったのでしょうね」

「はぁ……」

　レベル百とか、つい先日まで赤子より弱いと言われ、蚊相手に死闘を演じていた鋼の想像の埒らち外がいだ。あらためて大それたことをしてしまったんだなぁと実感が湧いてくる。

《あ、言い忘れておったが、天魔滅殺、暗黒、か、怪人隠れの劇？　の技は……》

（『天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃』？）

《それじゃ！　その技の即死効果は耐性にかかわらず百％発動じゃが、例外的にボス属性のある敵には効かないのじゃ。ボスの即死無効はシステム的に最上位じゃからな》

　チョロイン騒動でショックを受けていたはずのシロニャが戻ってきて口を挟んでくる。

　どうやら、どんな強敵も『天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃』なら一撃、というワケにはいかないようだ。というか、もしラーバドラゴンがボスだったら危なかったのではないだろうか。

　今さらながらに危ない橋を渡ったもんだなぁと感慨にふけってしまう。

「それに……職業は学生のままですか。英雄に変化しているかとも思ったのですが、どうやら貴方の学生属性は存外に強いようですね。貴方は今も、どこかの学園に所属しているのですか？」

「え？　そう……かもしれません」

　鋼はあいまいにうなずいた。

　日本の高校でどんな扱いになっているか分からないが、もしかすると鋼が学校への未練を捨てきれない限り、鋼の学生という職業は塗り替えられないのかもしれない。

「そして、年齢は十五、ですか。……私の一つ下、ですね」

「え？　……ひと、つ？」

　ぽつり、と漏らしたラトリスの言葉に、鋼は目を見張った。

　さりげなく転生前より鋼も年齢が下がっているが、それよりも、十五で一つ下ということは、ラトリスはまだ……。

「何ですか、その目は。まさかとは思いますが、私の年齢を疑っている、などという事はありませんよね？」

「い、いえ、まさか、そんな……」

　実際、ラトリスはとっくに二十歳をすぎていると考えていた鋼は冷や汗をかく。

　しかし慣れた反応なのか、ラトリスは表情も変えずに、

「自己紹介が不十分だったようですね。これを」

　すっとカードを差し出してくる。
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（うわ！　これ……！）

　年齢が本当に十六だったり、二つ名がついていることにも驚いたが、そのレベルにも驚いた。

　三十八というのは、もしかすると冒険者で言えばベテランクラスのレベルではないだろうか。

（職業だけは予想通り、ギルド職い……いや違う！　ギルド職員じゃなくてギルド職人だ！　一体何だギルド職人って！）

　ちら、とラトリスの顔をうかがうと、鋼の顔色がよっぽど読みやすいのか、

「言っておきますが、職業とはカードを司つかさどる審判の神がその人の生き様から勝手に付ける物です。私の関知する所ではありません」

　何も言う前からしっかりと釘くぎを刺された。怖い。

　そんな怖いラトリスは、眼鏡の位置をスチャッと直すと、気を取り直したように話し始めた。

「それで、次のハガネ様の仕事ですが、もしかするとこちらからダンジョンの攻略をお願いする事になるかもしれません」

「ダンジョン？　それって、罠がてんこもりだったりモンスターのハウスがあったりする、あのダンジョンですか？」

「モンスターの家があるかどうかは分かりませんが、そのダンジョンです」

　そこで、ラトリスの横でアスティエールと話をしていたキルリスがひょいっと顔を出した。

「実はまだ調査中の案件なんですが、ラーバドラゴンが倒れた場所に新しいダンジョンが出来たらしいんです！」

「え？　ダンジョンって、そんなあっさり出来たりするものなんですか？」

　いくらここがシロニャみたいな神様が適当に作った世界だとしても、ダンジョンなんてものがほいほいと出てくることがあるのだろうか。

「ええ。正確に言えば、ダンジョンゲートですが」

　だが、あっさりとラトリスは肯定した。同時に、慣れた雰囲気で横からキルリスが補足をする。

「そういえばハガネさんはそういうの全然知らないんでしたよね。それはもちろん、天然物のダンジョンはすぐに出来たりはしません。ただ『ダンジョンゲート』と呼ばれる転移門から行けるダンジョンもたくさんあって、そのゲートは今回みたいに一日で出来てしまうこともあるんです」

「あー、つまり、出来たのはダンジョンそのものじゃなくて、ダンジョンに続くワープゲートみたいなものだってことですか？」

　洞窟や塔がにょきにょき生えてくるよりは、ダンジョンに続くワープ装置が生えてきたと言われた方が納得は出来る……かもしれない。

「なるほど、不思議世界ですね」

「……はぁ」

　知ったかぶりな感じで適当な相槌を打つ鋼をラトリスは微妙な表情で見たが、結局は説明を優先した。

「ダンジョンゲートは魔力の濃度が異常に高まった場所に発生します。通常であれば長年魔物が放置されていたり、大きな戦いで多くの戦死者が出た時などに極ごく稀まれに起こる事なのですが……」

　巨竜の貯ため込んでいた魔力が大きすぎ、たった一体の魔物が死んだだけで発生してしまったということだった。

「一定周期でモンスターやアイテムが自然発生するので、手頃なレベルのダンジョンは冒険者の良い稼ぎ場になります。ただ、あのダンジョンは些いささか街に近すぎます。事によればダンジョンを消す必要が出てくるかもしれません」

「ダンジョンを、消す？」

　またまた首をかしげる鋼に、キルリスが解説をする。

「ゲートから行けるダンジョンの奥には必ずそのダンジョンのボスがいて、そいつを倒すとダンジョンが制覇されて、ゲートが消滅するんです！　ダンジョンの制覇は非常に名誉なことで、冒険者の憧れなんですよ！」

「その場合は、是非ハガネ様にダンジョンの覇者になって頂きたいと思っておりますが」

　眼鏡をキラリンとさせて付け加えるラトリス。どうしても鋼を勇者に仕立て上げたいらしい。

　これ以上「棒切れ勇者」の名前が売れるなんて冗談じゃない。絶対ダンジョン制覇はするまい、と密ひそかに決意する鋼。

「も、もしハガネがダンジョンに行くというのなら、私が護衛をしてやってもいいぞ」

「え？」

　だがそこで空気を読まない元騎士様が鼻息も荒く名乗り出てきた。

「いや、いいって。ダンジョンに行くかもまだ決めてないんだし」

「そ、そうか？　ただ、ハガネは防御力に難があるからな。守る者は必要だろう」

「そんな大げさな……」

　鋼は笑い飛ばそうとするが、そこで横から援護が入った。

「いいえ。護衛の必要性は私も感じていました」

「ラトリスさんまで？」

「先程、貴方のピーキーなステータスは拝見させて頂きました。ただでさえ貴方は有名人なのです。護衛を雇う事は考えておくべきでしょう」

「う、それは確かに、突発的に蚊の集団に襲われることを考えると、護衛がいると心強いけど……」

　なぜか強敵の基準が蚊になっている鋼。その場の全員が微妙な顔をしたが、鋼としては色々な話を聞かされていい加減パンクしそうだった。

　それに、鋼にはお金が入ったらどうしてもやらなくてはいけないことがあるのだ。

「と、とにかく、その辺のことは後で考えるよ！　今は何よりも先に、やらなきゃいけないことがある」

　ラトリスやアスティエールの無言の追及を振り切るように、鋼は大声を出した。

「やらなくてはならない事、とは何ですか？」

　表情一つ変えずに尋ねるラトリスに、鋼は自分の真っ金々の服をつまんで、叫んだ。

「まずは普通の服を買って金ピカを卒業するんだよ！」
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　これからが僕の異世界生活の本番だ、とばかりに勢い込み、ラトリスやアスティエールを振り切って外に飛び出した鋼だったが……。

「道に迷った……」

　当初の意気込みはどこへやら。にぎわう街の雑踏から少し外れた裏路地をさまよっていた。

「ああもう、全く、防具屋までは順調だったのに……」

　行き当たりばったりに進んでいた鋼だが、幸運にも防具屋はすぐに発見することが出来た。

「今着ている服の、色違いとかってありませんか？」

　と聞いたらなんと、帽子と上着とズボンについてはデザインもサイズも全く同じものが見つかった。当然だが、聖王の法ほう衣いについては同じものはないらしい。

　これ、本当に防具ってくくりでいいのかなー、とか思いつつ、上着とズボンを似たようなデザインのものを合わせて三着ずつ買い、その場で着替えさせてもらった。

　首輪をもらう時、すごく重かった覚えがあるので警戒していたが、特に重さを感じることなく、普通に服は受け取れたし着れた。で、着替えたところで久しぶりに〈黄金聖闘士化〉を解除。普通人に戻る。

「あ、そうだ！　これもお願いします」

　ついでに漫画に出てくる陰の黒幕的存在が着ていそうな、全身が隠れるフード付きのマントを見つけたので買っておく。もし顔を覚えられていたとしても、これを着れば解決だ。

《いや、棒切れ勇者とバレるバレない以前に金ピカ並みに怪しいんじゃよ?!》

　と、シロニャからめずらしく正論のツッコミをもらったので着ていくのはあきらめたが、肝心な時にはきっと役に立つと自分を慰めた。

「いや、待った。じゃあこっちならどうだ？」

　ふと思いついて、黄金聖闘士化を解いて完全に透明になった聖王の法衣を羽織る。透明なため見た目には全く変化がないし、何かを着ているという感覚もない。

「ふふ！　これぞインビジブルコート！」

　テンションが上がってつい叫んでしまうと、

《いや、そのセンスもないんじゃよー》

　という脳内からの二回目のダメ出し。

「そういえば、首輪はあんなに重かったのに服は重さを感じないのはどうしてだ？　防具は特別なのか？」

《んにゃ？　そんなことないはずじゃよ？　この世界でも重い鎧を装備してミンチになっちゃった冒険者とかいたそうじゃし》

「さらっと怖いこと言うなよ！　でも、だったらどうして……」

　思い起こしてみると、宿屋で目覚めてから首輪の重さを感じなくなっている気がした。

　あわててカードを取り出して、能力値が見たい、と念じる。

　すると、
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「……うん？」

　今、ずいぶんとバランス悪く魔改造されたステータスが見えたような？

　鋼は思わず目をこすって見間違いではないかと期待したのだが、

《うは。チート乙、なのじゃ》

　その前に性悪猫神様が、それが事実だと態度で教えてくれた。

《ま、成長系のタレントは多いからそんなものじゃろ。特にＨＰＭＰの上がりは、レベルの数値と関連するものもあったしの》

「マジか……」

　うろ覚えだが、最初のキルリスの説明に、能力値は五十を超えたら一流で、百を超えたら超一流、という話があった気がする。

　たった十日で九十近くも能力値が上がったと聞けば、いくら何でもみんな不審に思うだろう。

　まあ赤ん坊以下の能力で十五まで生きてきたという時点で不自然なことこの上ないのだが。

「っと、待てよ？　これで今の服を普通に着られる理由は分かったけど……」

　それだけでは説明がつかないことがある。

「どうして初期装備は重いと感じなかったんだ？」

　アスティエールいわく、赤子より弱い鋼が初期装備の重さを感じなかったのはどうしてなのか。

　その答えはシロニャがあっさり出してくれた。

《それはきっと、〈初期装備超軽量化〉の効果じゃな。〈初期装備軽量化〉の上位タレントじゃ》

「効果は……大体想像つくけど」

《うむ。超便利なタレントじゃぞ。初期装備がどんなに重い装備でも、最低値まで軽量化される》

「おー。久しぶりに役立ちそうなタレント」

《うむうむ。そうじゃろうそうじゃろう。ただし、軽すぎて手を放すと空中に浮いたままになるので注意が必要じゃ。あと洗濯物として干す時、洗濯ばさみを使わないと絶対風で飛んでいくのでこれも要注意じゃな》

「お前は何でほどほどということができないのか……」

　そういえば、この透明聖王の法衣の着心地が全くないのは、重さがほとんどないからか。

　そりゃあ重量１グラムとかの服だったら、抵抗も何もないから着ていても邪魔にはならないはずだった。

　シロニャの作った特殊能力ならそのくらいはありえるだろう。鋼は半分呆あきれながらも納得した。

《そういえば思い出したのじゃ！　おぬしのタレント、もう一つ判明したのじゃよ！》

「ん？　どういうこと？」

《正確に言えば、候補が見つかっただけじゃがな。おぬし、この世界に来てから女性にやたらと縁があるとは思わんか》

「あー。考えてみればそうかも。ミスレイさんにキルリスさん、一応アスティエールにラトリスさんまで……って、まさか?!」

《うむ。まず間違いなくタレントが関わっておるのじゃ！　ワシの知る限り、異性に関するタレントは三種類じゃな》

　そう言って、シロニャはその三つのタレントについて説明を始めた。




〈ハーレム系主人公体質〉

《まず、これは単純に女性、特にキャラが立っている女性と出会いやすくなるタレントじゃな。特に出会い以上のイベントを起こすタレントではないから、マンガの主人公みたいにやつぎばやに厄介事に巻き込まれる効果はないので安心するのじゃ。ただ、街角で何気なくぶつかった相手が亡国の姫君じゃったりするから、結果的にそこから難題が発生することはある。注意するのじゃぞ？」

「そんなんどう注意してれば避けられるんだよ！」




〈ヤンデレの誘引〉

《二つ目はこれじゃが、残念ながらこれは徹夜明けに作ったタレントでよく覚えてないのじゃ。その時、学校での日々を赤裸々に描いたゲームをやっておったことは覚えてるんじゃが。まあたぶんヤンデレがわんさか出てくるか、周りの人がヤンデレになるタレントじゃろ。女性から頻繁に刺されるようになるので要注意じゃな》

「さらっと言うな！　こんなの持ってた時点でゲームオーバー確定じゃないか！」




〈ニコポの手管〉

《これはアレじゃな。笑顔を媒介とすることで、会った女性を一瞬でほれさせるタレントじゃ。異性に限れば全方位、全年齢に使用可能じゃから、ロリでも熟女でもお婆ばあさんでもリ〇レイアでも赤ん坊でもゾンビレディでもどんとこいじゃ！　ただ一度ほれられちゃったらクーリングオフ不可なので、既婚者とかヤンデレとかを引き当てた場合、やっぱり高確率で刺されるので注意するのじゃ！》

「どうして刺殺以外のエンディングがないんだよ！」




《まあ、今までの感じからすると、おぬしが持っておるのは十中八九〈ハーレム系主人公体質〉じゃろ。〈ヤンデレの誘引〉はまだ分からんが、〈ニコポの手管〉を持っていることはまずなさそうじゃしな》

　そう言ってシロニャは話を打ち切った。

「ということは、これからも会う人みんな、変わり者の可能性大、か。なんか、胃が痛くなってきた」

　鋼は前途の多難さを思って、ちょっとため息をついた。

《ふむ。まあそれはいいんじゃが、コウ》

「ん？」

《おぬし、いったいどこに向かっておるのじゃ？》

「え？　あれ？　ここ、どこだ!?」

　シロニャとの会話に夢中になって、何も考えずに歩いていた。

　知らない間に周りの景色は鋼の見知ったものではなくなっていて、元の道に戻る方向さえも分からない。

　鋼が途方に暮れていると、シロニャがやれやれ、とばかりに申し出た。

《まったく、コウは世話が焼けるのじゃよ。ここはワシが指示を出してやるのじゃ！》

「え？　お前道分かるの？」

《道は分からんのじゃ！　じゃが……世界樹とか出てくる迷宮ゲームを二百時間以上やり込んだこのシロニャに解けない迷路などないのじゃよ！》

　いつものことながらゲーム知識でやたら自慢げにする神様だった。

「なんかすでに失敗のフラグとしか思えないが……。まあこのままじゃ戻れる気配もないしな。ダメ元で頼むよ」

《任せておくのじゃよー！　まず、あの角をそこはかとなく右に曲がるのじゃ！》

「何そのアバウトな指示!?」

　不安しか感じられないスタートでシロニャの先導が始まった。




　そして、その五分後。

「ほんとにダメだったじゃないか！」

　意外性も何もなく、普通に道に迷い、完全に方向感覚を失った鋼がいた。

「お前、迷宮ゲームは得意なんじゃなかったのかよ！」

《……そういえばあのゲーム、二百時間やり込んだけどクリアはできなかったのじゃよ》

「お・ま・え・は!!　結局お前も方向音痴なんじゃないか！」

《ち、ちがうのじゃよ!?　気付いたんじゃが、この世界には大きな不具合があるんじゃ！》

「不具合？」

《道を歩いてもなぜか上の画面にオートマッピングされないんじゃ！》

「こんのゲーム脳がぁあああ!!」

　それからも、知らないうちに回転する床を踏んでいたにちがいない、とか、ここら一帯に方向感覚を乱す魔法がかけられておったのかも、などと言い訳を続けるシロニャに呆れ、鋼は思わず近くの壁によりかかった。

「はぁ。やっぱりシロニャを信じた僕がバカだったよ」

　体力には余裕があるが、精神的に疲れた。鋼は脱力し、背中の壁に体重を預けて小休止しようとする。

　しかし、それが次なる間違いのもとだった。

「ありゃっ？」

　よりかかった壁が、何の前触れもなく消え失うせたのだ。

　背中が壁のあったはずの場所をすり抜ける。

《コウ!?》

　シロニャの焦った声を聞きながら、鋼はどことも知れぬ建物の中に転がり込んでいったのだった。
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　鋼が入り込んだ先は、

「ここ、武器屋？」

　広々とした空間の壁一面に値札の書かれた武器が陳列された、どう見ても武器屋の中としか思えない空間だった。

「テメェ！　一体どうやって入ってきやがった！」

　突然の罵ば声せいに鋼が顔を上げると、奥にはひげと筋肉の化け物みたいなおっさんがいた。

「え、と？　ここは、どこなんですか？」

「そんなことも知らずに入って来たのかよ！　ここは天下一の武器屋、『ファルザスの工房』よ！」

「はぁ……」

　威勢よく話すおっさんだが、対する鋼のリアクションは薄い。そして、そんな鋼の無感動ぶりは当然ながら店主にも伝わる。

「あのなぁ。自分で言うのもなんだが、ここは超一流の冒険者しか入れない名店なんだぜ。悪いがオレは気に入った相手以外には武器を売らねえことにしてるんだ。だから……ってお前！　なんてもん装備してやがんだ!?」

　最初鋼のことを追い出そうとしていたファルザスだが、鋼が身にまとっている「見えない服」を見て目を見開いた。

「え？　どれのことですか？」

「その服だよ！　それ、聖王の法衣じゃねえか！　しかも、最上級の透明化の魔法と軽量化の魔法がかかってる！　ああ、いや、違うか。魔法じゃねえな？　神の祝福？」

「あー」

　初期装備強化系タレントの効果って、祝福に分類されるのか、と変なところに納得する鋼。

　だが当然店主のおっさんは、納得するどころかそれを知るとますます詰め寄ってくる。

「どこで手に入れたんだ、それ。いや、ちょっと待て。それだけじゃねえな。その腕輪！　もしかして複製の腕輪じゃねえか!?」

「え？　アイテムボックスじゃないんですか？」

「ば!?　おめぇ何言ってんだ!?　それはランクで言えばＳＳ級のレアアイテム『複製の腕輪』だろ!?」

「ＳＳ級?!」

　アイテムにもランクがあったのか、と思うと同時に、何でそんなものが、と驚く。

　……まあ実際には、入手元なんて一つしかないのだが。

「うん。残念だがそいつにはもうアイテム入れちまってるらしいな。しかしさすがのオレも、現物は初めて見たぜ」

「あの、複製の腕輪ってどんな効果なんですか？」

「あ？　やっぱり知らずにつけてたのかよ、もったいねぇ。まあ、ある意味使い捨ての便利アイテムだな。簡単に言えば最初に入れたアイテムをひたすら複製するアイテムボックスだ」

「ど、どういうことですか？」

「例えば最初に薬草入れると、次に何を入れても入れたものがひたすら全部薬草に変わるんだよ。だから最初に金塊でも入れて、それから大量に石でもつっこめば簡単に金持ちになれるし、レアなアイテムもいくらでも量産出来る。ま、装備品は最初のアイテムに出来ないって縛りがあるが、それでも相当なもんだろ？」

「なん、て、こった……」

　鋼は全てを悟って呆然とした。

《あー。そういえば初期装備のアイテムボックスを複製の腕輪に変えるタレントを作ったような作らなかったような……》

　能天気な神様の声が鋼の疑惑を確信に変えてくれる。

　たくさんのタレントを取ったはずなのに、ボーナスアイテムが『わくせいはかいばくだん』しかないなんて、鋼だっておかしいと思っていたのだ。

　本来なら、おそらく『わくせいはかいばくだん』一個と他のアイテムがたくさん手に入るはずだった。しかし、初期アイテムを入れるべきアイテムボックスが複製の腕輪に変わっていたため、『わくせいはかいばくだん』以降の九百九十八個のアイテムは全て複製の腕輪の効果で『わくせいはかいばくだん』に変わってしまったのだろう。

「は、はは……」

　かわいた笑いが漏れる。いつもならシロニャの考えなしっぷりをなじっているところだが、今はそんな気力も湧かなかった。

　あまりのショックに鋼は正しくorzのポーズを取り、しばらく動けないでいた。と思いきや、

「ま、いっか」

　鋼は自分でも驚くほど早く立ち直ってしまった。

　どうせ中に入っていたのは、どれも『わくせいはかいばくだん』級の身の毛もよだつチートアイテムたちだろう。振り回されるよりは、いっそ全部なくなってくれた方が気持ちとしては楽だ。

　一人百面相をする鋼を店主のおっさんは不気味そうに見ていたが、やがてその手に持った木の枝を見つけて目をむいた。

「お、おめえ、もしかしてその木の枝、お前の武器か？」

「え？　あ、はい。まあ、そうですね」

　一応共に巨竜を倒した相棒であり、別に持ってくるつもりはなかったのだがなんとなく手に持ってしまっている。

　現状、武器らしい武器が何もない以上、これが武器だと言えるだろう。

「な、なんだと！」

　しかし鋼がそう答えると、店主のおっさんは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「え？　何か、まずいですか？　も、もしかしてこの木の枝、ものすごいレアアイテムとか？」

　この枝は巨竜のブレスから燃え残ったのを取ってきただけだが、この一本がブレスを耐え抜いたのも実はこの木の枝が特別だったから、と考えれば合点がいく。

　その鋼の態度をいらだたしげに見ると、店主のおっさんは鋼に真実を告げた。

　すなわち、

「な!?　テメェ、そんなことも分からねえのか！　おめえ、それは、それは正真正銘……」




「ただの木の枝だよ!!」

「ですよねー!!」




　やっぱりただの木の枝だった。

　うん。だってまあそこら辺から拾ってきたし、見た目からして木の枝だし。

　鋼はちょっとがっかりする気持ちを抑えて自分を納得させた。

「つかおめえ、ホントなんなんだよ。駄目だろそりゃ！　複製の腕輪とか聖王の法衣とか持ってるくせに、武器が木の枝ってどういうことだよ」

「いやぁ。ははは」

　笑ってごまかす鋼。笑ってごまかすのは得意だ。

「仕方ねえ。本当は一見さんお断りなんだが、特別サービスだ！　ちょっと見ていきな、坊主！」

「はぁ。ありがとうございます、店主のおっさんさん」

「おい何だそれオレのこと言ってんのか!?　オレはファルザスだよファルザス！　ていうか店名から察してくれよ！」

　ちょっとした冗談であったのだが、どうやら通じなかったらしい。

　シロニャとのやり取りに慣れすぎてキラーパスが多くなってしまっているのかもしれない。

　鋼は反省しつつ、店内を見渡す。剣、槍やり、斧おの、弓矢、鎖鎌に十字手裏剣なんてものまである。

「えっと、じゃあ、ちょっと好きなものを見ても？」

「おう！　自由にしてくれ！　ただ、中には呪のろいの品とかうっかり触るとやばいもんもあるから気をつけるんだぜ？」

　意地の悪い視線を向けてくるおっさんあらためファルザス。

　その様子では、どれが危険なのかは教えてくれなさそうだった。

《ま、その辺りは大丈夫じゃろ。聖王の法衣には呪い無効化がついとるんじゃから》

「あ、いたんだ」

《うむ。ずっと》

　若干ストーカーじみても聞こえるシロニャと話しながら、鋼は店を見て回る。

「目移りするけど……。どうするかな」

　今まで自分の戦闘スタイルなんてものを考えていなかったことに気付いた。

　接近戦専門になるのか、それとも遠距離からの攻撃を修めるのか、はたまた魔法使いになるのか。戦士としての展望が、鋼にはまったくなかった。

　とりあえず初心者でも扱いやすそうな短剣にしようかとも思ったが、むしろ腕力が上がったのだからでかい武器を振り回して間合いを伸ばした方が素人でもケガをしにくいのではないか、なんて考え方もできる。

（うん。さっぱり分からん……）

　それが正直な結論だった。

《別に武器の種類にこだわる必要はないじゃろ》

（え？　そうなの？）

《まあワシも門外漢じゃが、とりあえず武器習熟系のタレントもあるはずじゃから、何を使おうとすぐ慣れるじゃろ》

（あー……）

《行き当たりばったりじゃが、まずは一番自分がビビッと来たもの。見た目とかで選んでしまってもよいのではないか？》

「うん。まああんまり考え込んでてもしょうがないか！」

　シロニャの言う通り、まずは使ってみてから色々と変えていくことにして、鋼はとりあえず目についた剣を手に取った。

「これ、ちょっと試させてください」

　そう言って鋼がファルザスを振り返ると、ファルザスは驚愕のまなざしでこちらを見ていた。

「なっ！　ぼ、坊主、どうしてそれを！」

　声がうわずるほど動揺するファルガスに、鋼は首をかしげた。

「いえ、別に。とりあえず剣にしようかと思った時、一番前の方にあっただけですけど」

「ぐ、偶然かよ。……ま、使えるものなら使ってみな。ただ、物に当てないように注意してな」

　ファルザスの言葉に疑問を持ちながら、剣を片手に持って振ってみる。

「わ、お、っとと？」

　思わぬ重量に体がかしぐ。重心の変化に体がついていけなかった。

　手に取ったのは、柄に緑色の宝石がついている以外はどちらかというと無骨な片手剣だ。手に持った時の重量はそれほどでもなかったし、見た目からしてもこんなに重いはずがない。

　鋼は目を白黒とさせたが、その様子を見てファルザスはくっくと笑った。

「言い忘れてたが、上位の武器を扱うには相応の筋力と剣の腕が必要だぜ？　そいつは高レベルな武器だからな。ま、坊主には使えねえんじゃねえかな？」

「……まだ、慣らしているだけですから」

　ファルザスの言い方に反抗心が刺激され、鋼は意地になってもう一度剣を振る。

　やっぱり体は泳いでしまったが、さっきよりはマシになってきた気がした。

「もう一度！　こ、の！　この！　この！」

　自分は剣など今まで一度も振ったことがないと思っていたが、実は経験があった。

　天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃だ。あの技を使っていた時の斬撃のフォームを再現するつもりで必死で剣を振ることに慣れていこうとする。

「こん、な、感じか？」

　あまりに感覚の違う得物だったので、正直それが役に立ったのか分からないが、最初と比べると段々と滑らかに振るえるようになってきた。

　だが、

「だっ、しまった！」

　すっかり意識の外に追い出していた左手の木の枝に右手がぶつかって、つい右手から剣を放してしまった。

　カランと乾いた音を立てて剣が地面に落ちる。あわてて剣を拾ってファルザスに頭を下げた。

「す、すみません。ちょっと夢中になっちゃって……」

　しかし、怒っているかと思われたファルザスは、筋肉に覆われた体を考え込むように縮めていた。

「驚いたな。剣の振り方はまだ素人としか言えねえが、その剣を振り回すとは……。そいつは筋力が最低九十はないと扱えないはずなんだが、まさかおめえみたいな坊主が、なぁ……」

「あはは」

　実は筋力八十八です、とは口に出しにくい雰囲気だった。

　ファルザスは、最初の侮るような態度でも、さっきまでの気安い態度でもなく、真摯に鋼に向かい合った。

「そいつはな、坊主。風の魔剣『グラン・ウィンド』。この店にある武器の中で一番の業物。いや……」

　そこでファルザスは言いよどみ、口に出そうか出すまいか迷うようなそぶりを見せて、しかし、結局、

「おそらくこの大陸にある全ての武器の中でも、最強だと呼べる武器だ」

　その言葉を、口にした。
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「最強の、武器……」

　さすがの鋼も、その言葉にはごくりとつばを呑のみ込んだ。

　ゲーム好き、ＲＰＧ好きとしては、最強の剣という響きには惹ひかれずにはいられない。

「そうだな。ちょっとこいつを見てみろ」

「これは？」

「『鑑定』の効果のあるモノクルだ。これを使えば、この剣のすさまじさが分かる」

　言われた通り、モノクルを使って剣を見てみる。

　すると、




『暴風を制する』『選ばれし者の』風の魔剣『グラン・ウィンド』＋１４６




　という文字が浮かび上がって見えた。

「これは？」

「最初に出てきた二つが『武器称号』、真ん中にある風の魔剣ってのが『アイテム名』、その下の名前が『固有銘』、＋プラスなんとかってのが『強化値』だ」

「それって……」

　戸惑う鋼に、ファルザスはため息をついた。

「なんでぇ坊主。武器のこと、全然知らねえのか？　いいか。武器も人と同じ、レベルってもんがあるんだ」

「レベル？　アイテム界にでも潜ると上がるんですか？」

「あ？　アイテム界？」

「いえ、何でもないです」

　不機嫌そうな声に、鋼は急いで口をつぐんだ。

「武器のレベルってのは、使われると上がる。もちろん、素振り程度でも少しずつ上がっていく。だがな。すげえ強敵を倒したり、すごい使い手に巡り会ってすんごい技を使ってもらうとすんげえたくさん上がるんだ」

「はぁー。なるほどー」

　適当な相槌を打ちながら、この人すごいって言葉すごい好きだなー、と鋼は思っていた。

「真面目に聞け！　まあ中でも人間のレベルと違うのは、格上の相手とやり合った時のレベルアップが大きいってことだ。人間は経験値でレベルが上がるから、雑魚を大量に倒した方が効率よくレベルを上げられることが多い。だけど武器はそうじゃねぇ。まさに命を、刀身を削って手に入れた経験が、本当に強い武器を作るんだよ」

「じゃあ、弱い武器が強い武器を超える、なんてことも？」

「当然よ。この『グラン・ウィンド』だって、元は中級レベルの武器だ。さっきも言ったが、『風の魔剣』ってのが元のアイテム名でな。こいつも作られた当時は、ただの『風の魔剣』だった。それが、後のＳＳランク剣士、ザックフォードの手に渡った時からこの剣の伝説は始まったのさ」

　その言葉を聞いて、鋼は本能的に、

（あ、この話は長くなるな）

　と感じていた。

　真面目に聞く気ゼロである。

「優れた資質を持ちながら孤児という境遇から誰にも相手にされず、また誰も信用しなかったザックフォードには敵も多かった。そりゃあ直接命を狙う奴らが多いってことでもあれば、冒険は基本ソロだったってことでもある。分かるだろ？　たった一人で戦うんだ。その戦いは必然的に一対多の厳しい戦いになりやすい。だがそれは剣を成長させるにはもってこいの環境だった。ザックフォードは特別なタレントによる自分の驚異的な回復能力と自らの剣技だけを頼りにして全く魔法を使おうとはしなかったし、そんな彼にとっては魔法が使えなくても遠距離攻撃が可能なこの『風の魔剣』ってのは都合がよかったんだな。愛着が湧いたってことも、使い続けてこの剣自体が強くなっていたってことももちろんあったんだろう。とにかくザックフォードは通常の人間に倍する機会と年月、この剣を使い続け、彼自身がＳランクの冒険者になる頃には、上等な造りとはいえ量産品に過ぎなかったこの剣は、どんなユニーク武器にも負けないほどの力を……。って聞いてんのか坊主!?」

　ファルザスは途中から上の空な鋼の様子に気付き、顔を真っ赤にして怒鳴りつけた。

「へっ?!　あ、はい大丈夫ですよ!?　まだ最後の二枚は脱がせてませんから！」

《お、おぬしは鬼じゃあ！　しりとりの鬼なのじゃあ！》

　怒鳴られて言わなくてもいいことを答える鋼と、泣き叫ぶシロニャ。

「てめえは一体オレの店で何してんだよ！」

　何をしたかはまさに神のみぞ知る、である。ちなみにヒントは『サドンデス』。

　しばらくファルザスは鋼をにらみつけていたが、やがて根負けして話を戻す。

「まあ、来歴についてはこれくらいにしとくか。とにかく、だ。武器にはレベルがあって、それは外から見えないが、強くなればそれが色んなところに表れる。まず分かりやすいのは強化値だ」

「せいぎのそろばん＋１、みたいな奴ですね」

「そ、そうだな。なんで算そろ盤ばんをわざわざ武器にするのかは分からんが、間違ってはいない。お前も冒険者なら、強化値をつけるのがどれだけ大変か分かるだろ？　＋10がついた武器だって破格なのに、＋１００以上がついた武器なんて、オレはこれ以外に見たことがない」

「なるほど」

　強化値をつける苦労は全く分からなかったが、とりあえずうなずいておく。

　少なくとも『せいぎのそろばん＋１』と『こんぼう＋９９』のどちらが強いかくらいは鋼にも分かるつもりだった。

「それだけじゃない。武器はレベルが上がると、アイテム名の前に武器称号がつき、特殊能力やボーナスがつく」

「それが、『暴風を制する』と『選ばれし者の』みたいな奴ですか？」

「そうだ。これは少なくとも、＋20以上に鍛えた武器でしか見たことがない。これが二つもついているとなると、その強さは分かるだろ？」

「はい」

　ここでも、鋼はとりあえずうなずいておく。

　ごまかし笑いととりあえずうなずきは既にマスターしつつある。

「『暴風を制する』は風属性攻撃の威力や種類を大幅に増強するもので、『選ばれし者の』は使い手を選ぶ代わりに全体的な能力が飛躍的に向上するもの。どちらもかなりレアで強力な武器称号だ」

「最後の『グラン・ウィンド』というのは、武器称号とは違うんですか？」

「それは『固有銘』。特別な武器につけられた名前……お前ら冒険者の二つ名みたいなものだな。その武器の性質に合ったような名前がつけられるし、固有銘のある武器は例外なく強い。特殊能力やボーナスがつくのは同じだが、必ず一つの武器に一つずつしかつかない」

　まあ一つの武器に色々な名前がつけられたら混乱してしまうだろう。

　鋼はめずらしく納得してうなずいた。

「説明はまあ、こんなとこだな。で、だ。……よければ坊主、お前がこの剣、試してみるか？」

「え？」

　最初鋼には、ファルザスの言っていることの意味が分からなかった。

「だってさっき素振りはしましたよ？」

「そういうことじゃねえんだ。まあ、見せた方が早いか。ちょっとそれ、貸してみな」

　ファルザスは鋼から魔剣『グラン・ウィンド』を受け取ると、「ふんっ！」という掛け声と共に振り上げた。

　ただでさえ筋骨隆々の腕には筋肉の筋が浮かび上がり、尋常ではない力が込められているのが分かる。

「よく、見とけよ」

　彼はそう言うと、自らの店のカウンターに向け、あろうことか全力の斬撃を放つ。

　筋肉が軋きしみ、空気が悲鳴を上げる。

　轟ごう音おんを立てて振り下ろされた魔剣は、とてつもない勢いでカウンターに激突し、

「……へ？」

　音一つ立てずにそこで止まった。

「まあ、こういうことだ」

　言いながら持ち上げた魔剣の下。とんでもない速度で剣がぶつかったはずのカウンターには傷一つなかった。

「この剣の武器称号については話しただろ。手にして、振るところまでなら誰にでも、まあ相応の筋力さえあれば、出来る。だが、こいつで実際にものを斬れるのは、この剣に認められた者だけなんだよ」

　ファルザスの視線が、手の中の魔剣『グラン・ウィンド』に向けられる。

　そして、真実を告げる者だけが持つことのできる真摯さで、こう言った。

「もし、お前が『選ばれし者』なら、この剣はこの世に存在する森羅万象を思うまま切断するだろう。だが、もしお前が『選ばれし者』でないなら、この剣はどんなものも切ることが出来ない。本当に、何もな。扱える者以外の手に渡れば、なまくら以下。そういう風に、こいつは出来ている」

　厳かにそう言い切ったファルザスに、鋼もまた静かに問いかけた。

「何も、ということは、たとえ切るものがキャベツでも切れませんか？」

「ああ。もちろん、キャベツも切れないだろうな」

「千切りにしたくてもですか？」

「千切りにしたくても、だ」

「豆腐でも？」

「ああ、豆腐も切れないだろうな」

「寒天でも？」

「かっ……。まあ、寒天も切れないだろうな」

「水だったら？」

「水も切れないだろうな！」

「それじゃ濡ぬれたらどうするんですか？」

「水を切るってそういう意味じゃねえよ！　拭けよ！　布で！　つうか遊ぶな！　真面目に聞けよ！」

　ファルザスのツッコミに概おおむね満足し、鋼は話を進める。

「それで、もし僕がこの剣で何かを切ることができたら？」

「坊主にその剣をやる。もちろん無料でな」

　その提案には、さすがに鋼も驚いた。

「いいんですか？」

「ハッ！　オレを舐なめるなよ。武器ってのは使ってなんぼだ。ここで腐らせてるよりは、使える人間に使ってもらった方がいいんだよ」

　それでもまだためらう鋼に、ファルザスは重ねて言った。

「なぁ、考えてもみろよ。どうしてオレが、そんな貴重な武器をあんな安売りの武器の束の中に紛れ込ませてたと思う？」

「え？　在庫管理がなってないから？」

「ちげえよ！　あの中から、その魔剣を見み出いだす奴を、その剣の本当の使い手が現れるのを待ってたからに決まってんだろうが！」

「この剣の、本当の、使い手……」

　そこまで言われたら、鋼としても引き下がるワケにはいかない。

「分かりました。なら、試してみてもいいですか？」

　自分が本当にこの剣の使い手にふさわしいか、そんなことは分からない。ただ、偶然でも何でも、あの無数の剣の中からこの剣を選んだ責任を果たしたいと思った。

　威勢のいい鋼の言葉を聞いて、ファルザスはにやりと笑った。

「そう来なくちゃな。もちろん構わない。……だが、やる分には自己責任で頼むぜ？」

「え。やっぱりこの剣を傷つけちゃったりしたら弁償ですか？」

「あん？　はっはっは！　そんなこたぁ万に一つもありえねぇが、心配しなくていいぜ！　仮に剣が傷ついたり壊れたりしても、一切弁償はしなくていい」

「じゃあ自己責任っていうのは……？」

「オレは使い手じゃないとはいえ、そこそこにその剣には気に入られてるんだよ。だが、坊主が剣に嫌われた場合、何が起こるか分からねえからな」

　その覚悟があるのか、とファルザスの目は問いかけていた。

　鋼は少しだけ迷った。

（覚悟、覚悟か……。完全な興味本位なんだけどな）

　失敗してしまう恐怖より、万が一成功してしまった場合、自分みたいな人間があんなすごそうなものを手に入れていいのか、という疑問はあった。

《コウ！　コウよ！》

（……何だよ？）

《迷うのはいい。じゃが、自分の可能性をあきらめるのはダメなのじゃ》

（シロニャ……）

《よいか？　あきらめたらそこで試合終了じゃぞ！》

（お前はそれ言いたかっただけだろ！）

　よけいな助言を聞いた気がするが、逆にそれで肩の力が抜け、決断することができた。

　鋼はファルザスを見据え、無言でうなずいた。

「よし！　なら適当な物を切ってみろ」

「はい、じゃあ……」

　鋼が試しに並んでいた剣の一つに手を伸ばそうとすると、

「ちょ、おいおいおい!!」

　ファルザスがあわてて止めた。

「やめろよ！　凄い魔剣だって言っただろ！　もし万が一お前が真の使い手だったら俺のとこの剣なんて簡単に折れちまうよ！　もし傷つけたら弁償してもらうからな！」

「あれ？　でも、剣が壊れても弁償しなくていいって……」

「それは魔剣の話だろうがぁ!!」

　怒鳴られ、渋々剣を戻す鋼。

「ええと、じゃあ……」

　商品の剣を手に取ったのは半分冗談だったのだが、改めて考えると試し切りにちょうどいいものなどそこら辺に転がっているものでもない。

「うん、もうそれでいいんじゃないか？」

　そんな鋼を見かねてファルザスが試し切りの標的として指さしたのは、鋼の持っている木の枝だった。

　鋼は顔をしかめる。

「コレ、それなりに気に入ってるんですけど」

「いいじゃねえか！　魔剣が使えなきゃ切れないんだし、切れたらどうせ魔剣使うことになるからそいつぁお役御免だろ？」

「まあそうですけど。何も切らなくたっていいじゃないですか」

　何しろ、あの生涯で一番つらかった十日間を共に過ごした相棒なのだ。

「めんどくせえなあ！　じゃあその先の方の二股に分かれてるとこ。そこだけ切っちまえばいいじゃねえか！　かっこよくなるぜ！」

「……まあ、そのくらいなら」

　内心、どうせ切れないだろうし、という気持ちもやはりあった。

「あ、やるにしてもそっとやれよ。そいつは風の魔剣だ。全盛期のザックフォードはその剣で数メートル先の敵を斬ったって話だ。……ま、お前みたいなガキがこの剣の力を引き出せるとは思えないが、念のため、な」

　ファルザスの言葉を聞きながら、鋼は武器を構える。力加減については少しだけ迷ったが、やはり自分がこの剣の使い手になれるとも思えない。

（……ま、せっかくだから全開で行くか。もし万が一壁とか傷つけちゃっても、なんやかんやで許してくれそうだし）

　密かに邪悪な決意をすると、左手に枝を持って、右手にしっかりと魔剣『グラン・ウィンド』を握る。

（……不思議だな）

　一度覚悟を決めたせいなのか、剣を持った鋼の心からはすっかり気負いが消えていた。

　すぅっと、まるで流れるような仕し種ぐさで風の剣を振り上げる。

「むっ?!」

　鋼の変化を感じたファルザスが声を上げるが、それは極限まで集中した鋼の耳には入らなかった。

　その姿を周囲に誇示するように振り上げられる剣。だが、その剣を持つ鋼には最初に剣を振った時のような力みはない。

　あくまで自然な動作で剣を振りかぶり、そして、一瞬の静止。

（――行ける!!）













　理屈ではなく、心の奥底から湧き上がる確信。

　あれほど重かったはずの風の剣がまるで羽毛のように軽く思える。

　いや、まるで剣そのものが動くことを望んでいるような、そんな感覚。

（僕は、この感覚を信じる！）

　剣を使うのではなく、剣に導かれるように、

「はぁあああああああ！」

　鋼は気合の声と共に魔剣『グラン・ウィンド』を振り下ろす！

（これ、は……！？）

　振り下ろされた魔剣が枝に到達する、ほんの短い時間。

　鋼は確かに、渦巻き、吹き荒れる風の声を聞いた気がした。

　そして……。




　――パキン！




　その時は、あっけないほど簡単に訪れた。

　振り下ろされた剣が木の枝とぶつかった瞬間も、本当に何の手ごたえも感じなかった。

　目で追っていなければ、何かとぶつかったことにすら気付かなかったかもしれない。

　それほど一瞬で切れたというか、ぽっきりと折れた。




　…………魔剣が。




「「ええええええええぇええぇぇえぇえええええ！！！！」」

　ファルザスと鋼の驚きの声が重なった。

　もう一度魔剣を見る。完璧に折れている。というか切断されている。床には半分になった刀身が転がっていた。

　一方で、左手に持っていた枝には傷一つない。むしろ心持ち誇らしげにしているようにすら見える。

「ええっと。コレ、どういうことでしょう？」

　助けを求めてファルザスを見ると、ファルザスもハッと我に返った。

「ちょ、ちょっとそれ、貸してくれ！」

「え？　あ、ちょっと……」

　止める暇もなかった。ファルザスは鋼の左手の枝に手を伸ばし、

「ぎゃああああああああ！」

　触れた途端に店の反対側まで吹っ飛んで行った。

「なにこれ？　ドッキリ？　コント？」

　首をかしげる鋼に、身を起こしたファルザスがよろよろ、よろよろと寄ってきた。

　相当足に来ている。ゾンビウォークだった。

「ち、きしょう。さっき鑑定した時はただの木の枝だと思ったのに……。まさか、オレの鑑定のレベルが足りなかったってのか？」

　ぶつぶつと言いながら、懐から高級そうなルーペを取り出して、鋼の持っている木の枝を覗き込んだ。

　そして、

「な、なんじゃこりゃぁあああああああああああああ!!」

「うわっ！」

　鋼が思わず引くほどの大声を出したファルザスは、すぐに興奮したように騒ぎ出す。

「こ、こいつはただの木の枝じゃねぇ！」

「ええ！　ただの木の枝じゃないんですか?!」

「あ、いや、ただの木の枝なんだけど、ただのただの木の枝じゃねぇ！」

「正直ややこしいです！」

「あー、めんどくせぇ！　つまりだな！　これを見ろ！」

　言われた通り、ルーペ越しに木の枝を見る。

　すると、さっき魔剣を見た時と同じように文字が浮かび上がる。




『伝説の』『名状しがたき』『殺さつ戮りく好きの』『嫉妬深い』『博愛主義の』『名を呼ぶことも畏れ多い』『ハガネ専用の』『成長する』『世界創造の』ただの木の枝『ワールドエンド・ブランチ』＋２３０４５




「ぜんっぜん、『ただの』じゃねぇええええええええええええええええ!!」

　鋼も思わずファルザスが引くほどの声で叫んだ。

　今度は鋼が興奮してまくしたてる。

「というか、殺戮好きで嫉妬深いのに博愛主義って矛盾してませんか?!　名状しがたくて名を呼ぶことも畏れ多いのに思いっきり伝説になってるし二つ名ついてるし！　おまけに世界創造なのに二つ名がワールドエンドって!!」

「い、いや、まあなんというか落ち着け、坊主。気持ちは分からなくもないが、ツッコミどころそこじゃないから、な？」

　自分以上に興奮する鋼を見て落ち着いたのか、ファルザスが鋼を必死でなだめた。

「問題は、だ。武器称号が九つもついている上に、強化値が二万もあるってことだ。これはもうどう考えても規格外というか、ありえないとか言うのも馬鹿らしいというか……。一応聞くが、何か思い当たることは？　これはどこで手に入れた？　特別なクエストか？」

「いや、普通に森に落ちてるのを拾いました」

「森で拾った……のか。敵と戦ったり、倒したりは？」

「ええと、一匹だけ」

「一匹だけ……か。どんな状況で？　相手は？」

　そこで鋼は少しためらったが、正直に話すことにする。

「巨竜を、特別な技で一億発ほど殴って……」

「な、い、一億……巨、竜……!?」

　そこでファルザスはたちくらみでも起こしたようにフラッと後ろによろめいた。

「そうか。外で『棒切れ勇者』がどうとか騒いでたが、それが坊主か」

「……はい」

「まあ、大体分かっちまったような気もするが、その時の坊主のレベルは？」

「二、です」

「レベル二で巨竜なんざ倒すなよぉおおおおおおおお！！」

「え、ええー？」

　いきなり怒られて、さしもの鋼も困惑を隠せない。

　が、幸い、ファルザスはすぐに落ち着いた。

「わ、悪かった。今のは単なる八つ当たりだ」

　そう謝ったファルザスは、鋼が店を訪れた当初より老け込んでしまったように見えた。

　具体的には、店主のおっさんだったのが、店主のおじさんぐらいになっていた。

「おそらく、だが、原因は分かった」

「本当ですか？」

「ああ。武器ってのは、格上と戦うとレベルが上がるんだよ。で、その判定は武器の強さと持ち主のレベル、それからそれに対する敵の強さに大体依存する」

「はい」

「武器の強さは木の枝だからほぼ最弱、持ち主のレベルは二でびっくりするほど弱い、なのに戦ったのは巨竜。これはもう、これ以上ないくらいの格上と言っていい」

「でしょうね」

「それでも、その状態で普通に攻撃しただけなら木の枝自体が大幅にレベルアップして、その差は少しずつ埋まっていただろう。だが、坊主は技を使った。しかも、一度で一億発攻撃するとかいうアホみたいな数の連続攻撃だ。基本的に、レベルアップってのはどんなに経験値が入っても一つの動作が終了するまで起こらない」

「つまり？」

「最弱の状態で格上相手に一億発攻撃した経験値が一気に入った」

「はぁぁ……」

　要するにあれだろう。ゲームで言うと、低レベルのキャラがマップ兵器で超格上の敵を一度に何匹も倒したら主力よりも遙はるかにレベルが上になった、とかそんなノリだろう。

「まあ、いくつもの偶然が集まって、奇跡的にこんな終末武器が出来ちまったってことだな。こんな現象は二度と再現できないだろうし、そもそも木の枝一本で巨竜に立ち向かうとかオレにはそもそも意味が分からん」

　少しだけ復活してきたファルザスがそう言って締めた。

　話が一段落したのを察知したのか、すかさずシロニャもくちばしを突っ込んでくる。

《つまりアレじゃな。最初っから強いダブルオーク〇ンタより、必要経験値の低いマゼラ〇ップの方がすぐに強くなる、みたいな？》

「また一部の人にしか分からないようなネタを……」

　しかも宇宙適正なしを育てるとかありえないだろ、なんて鋼は思ったりもした。

「へへ。さらにそいつの攻撃力を見せてやろうか？　びっくりして腰抜かすぜ？」

「あ、腰抜かすんなら別にいいです」

「いいのかよ!?」

　萎しおれていたファルザスからの久しぶりにキレのあるツッコミ。

　自分がツッコミを受けることはほとんどないので、鋼はことのほか嬉しかった。

「大丈夫です。称号や二つ名を見ただけで強いってことは分かりました。しばらくこれ一本で戦うつもりなんで、攻撃力は見なくても同じです」

　あんまり現実を直視したくないとも言う。

「そうか？　坊主がそう言うならそれでもいいんだが……」

　微妙に納得しているような感じではなかったが、無理強いはしてこないらしい。

「まあ、お前さんにはそれがあれば他の武器なんていらんだろ。神器レベル……いや、そんな規格外と一緒にされちゃ神器がかわいそうか。やっぱり終末兵器って呼ぼう」

　この木の枝どんだけだよ、と鋼は自分の左手を見た。

　やっぱりただの木の枝にしか見えない。

「あ、そういえば魔剣、折っちゃいましたけど」

「んん？　ああ。いいさ。もう。弁償はしなくていいって約束だったし、もうそんなものを見ちまったらいろんなもんがどうでもよくなってきた」

「あははは……」

　鋼は得意のごまかし笑いをした。

「また、武器が壊れた時にでも来い。つっても万が一その枝が壊れても持ってくるなよ？　絶対直せねえし、そんなもんが壊れた時はイかす世界なんて滅んでるからな」

「あは、ははは……」

　ごまかし笑いもストック切れが近い。

「ありがとうございました」

　それでも鋼はきちんと礼を言って武器屋を出ようとすると、

「坊主！」

　何かが鋼に投げつけられた。反射的に受け取る。

　……あの、高級そうなルーペだった。

「それはまあ、すげえもの見せてくれたお前へのお礼と餞せん別べつだ。たぶん、そのクラスの武器の鑑定が出来るのはこれくらいだ。持っていけ」

　鋼は一瞬だけ戸惑ったが、ここで好意を無下にするのもかえって悪いと思い、もう一度一礼してからその店を後にした。




　外に出る。夕方の少しだけ肌寒い風が、鋼とその手に持った枝に吹きつける。

「……うん」

　当初予定していたような武器は手に入らなかったが、それ以上のものが手に入った。

「ま、よろしくな、相棒」

　これから末永くお世話になる予定の左手の相棒に声をかける。

　そういえば、とルーペできちんと鑑定ができるかどうか、木の枝を覗いてみた。

　すぐに文字が浮かび上がる。




『伝説の』『名状しがたき』『殺戮好きの』『嫉妬深い』『博愛主義の』『名を呼ぶことも畏れ多い』『相棒と呼ばれて嬉しい』『ハガネ専用の』『成長する』『世界創造の』ただの木の枝『ワールドエンド・ブランチ』＋２３０４７




「……ん？」

　それを見て、鋼は一瞬だけ眉をひそめた。

《どうしたのじゃ？　もしや失敗したのかの？》

「あ、いや、何でもない。たぶん」

　しかし、シロニャに問われ、すぐに歩き始める。その足取りは軽やかだ。

《しかし、ちょっとアレじゃな。かわいそうじゃったな》

「ん？」

《いや、あの魔剣。最強の武器とか鳴り物入りの登場の割に、出番、一瞬じゃったなと思って》

「ああ……うん」

　長かった解説の割に、実際に使われたのはまさに一瞬、ほんの刹那だったと言える。

　というか、完全に嚙かませ犬ポジだったなと鋼は思った。

「たぶん、元の持ち主のザックフォードが死んだ時点で、あの剣の物語も終わっていたんだよ」

《そうかも、しれんの……》

　かわいそうなので鋼は何とか無理やりいい話にまとめてみた。

《ところでじゃな。あの店を出る前から、ずっと言おうかと思っとったんじゃが》

「うん？」

《ワシ、そろそろ服着てもよいかの？》

「…………」

　しばらく、鋼は答えなかった。

《あ、あのじゃな。ワシ、このままじゃとまた風邪を……》

「まあ、それはどうでもいいとして」

《え？　いや、全然どうでもよくはないのじゃよ!?》

「ここ、どこなんだろうな？」

　鋼は周りを見渡した。見覚えのない風景が続いている。

「用事が済んで全部解決した気がしてたけど、道に迷ってるのは変わらないんだよな」

《いやいやいや！　それは後でもよいじゃろ！　それよりワシの……》

「とにかく同じ方向にひたすら歩いてみようか、大きな通りに出ればどうにでもなるし」

《無視？　無視する気なんじゃな!?　そうやってワシに意地悪をするつもりで……》

「はー。ここは一体どこなのかなー？」

《お、おぬしは鬼じゃあ！　しりとりの鬼なの……へくちっ！》

　冷たい世間の風は、人にも魔剣にも神様にも、等しく吹きつけたという。








断章１





　　　　　【突然だが、私、真ま白しろ夕ゆう希きはイタい子である。

　　　　　　それはもうイタさにおいては人後に落ちないという自負、自尊がある。全く自慢にはならないが。

　　　　　　現在の私はこれでもかなり自制を利かせている部分があるが、一年ほど前はそれはもう酷かった。もはや思い出すだけで赤面物。顔から火が出るとはこの事だという程度には酷かった。

　　　　　　しかし恐らく中学二年生くらいの時期なら、誰もが奇矯な行動を取った経験があるはずだ。例えば急に自分自身の前世の設定を作ってそれをノートに書きためたり、ヘアピンでドアの鍵をピッキング出来ないかと練習を始めたり、あるいはインドア派な人間なら、主人公＝自分が異世界に転生して敵をばっさばっさとやっつけたり異性にモテモテになったりする小説を書くようなケースもあるだろう。

　　　　　　長くなってしまった。そして一年前、高校一年生の当時の私は、極々稀にではあるものの、そのイタい行動や発言を外に漏らしてしまう傾向があったのだ。

　　　　　　さて、ところで再び突然だが、実は我が校の図書館には利用者が絶対遵守せねばならない鉄の掟がある。

　　　　　　――すなわち、一度に貸出出来る図書は五冊まで、という不変にして不偏にして普遍の掟である。

　　　　　　そんな目で見ないで欲しい。私がイタい子だというのは既に前述したではないか。

　　　　　　はてさて、そんなイタい子の私は、当然図書館に入り浸っている。なぜ当然かと言えば、それはもう圧倒的に図書館とはファンタジーであり、文学少女とは憧れのステータスシンボルであるからだ。そしてまあ、何よりも本が好きだからでもある。

　　　　　　そんなイタい子で本好きの私が、六冊目の面白い本に出会ってしまったらどうするか。既に五冊は借りているので貸出は頼めない。かと言って、閉館時間が迫っているので読み切る事も出来ない。こういう状況であれば普通は諦めて次回に借りるなり読むなりするだろう。しかし私は普通ではない。遺憾の意を表明したくなる類の意味で普通ではなかった。では、どうしたか。……隠した。本を。

　　　　　　次に来た時にその本が別の人に貸出されているかもしれない。あるいはちょうど読まれているかもしれない。その危険性を鑑みるに本を隠して次に私が手に取るまでの安全を確保するのが一番の上策だと……もちろん噓だ。こんな見る限りドマイナーな推理小説をピンポイントに借りていく人がいるはずがない。本音を言えば何か理由を付けて隠したかったのだ。本を。なぜか？　単純だ。図書館がファンタジーで文学少女がステータスなら、本を隠すのはロマンである。

　　　　　　そして用心深い性格である私は更なる布石を打つ。図書館の端、私の特等席に、暗号で本の隠し場所を記しておくのだ。

　　　　　　賢明なる読者諸兄なら、何も言わなくてももう分かってくれるはずである。本を隠すなんて変わった事をして、隠し場所を忘れるなんて事はあり得ない。学校帰りにキャトルミューティレーションされでもしない限りあり得ない。だが、本を隠すのがロマンなら暗号を記すのはドリームなのだ。いや、果たして本当にドリームかは正直よく分からない。だが、当時の彼女、一年前の私にとっては本を隠せば暗号を残すのはごく当然の帰結だったのだ。

　　　　　　暗号は非常に初歩的で単純な物。五十音表を座標と対応させ、二つの数字で一つのかなを表す独創性の欠片もないタイプだ。撥音や促音、それに濁点半濁点については例外的な処理をしているが、それだって注意深く見れば分かるだろう。もちろん乱数対応をさせればもっと複雑な物だって作れるのだが、頭を使っても初見で解けない暗号とはドリームではないという私のこだわりによって単純な物にならざるを得なくなったのだ。

　　　　　　私はその暗号で『だいにほんじてんうら』と記す。

　　　　　　我が図書館には、生徒が自由に出入り出来るが利用者がほとんどいない書庫があり、そこに大日本国語辞典とかいう無駄にでかい辞典がシリーズで揃えられている。中身は国語辞典の親玉のような物なのだが、私はこの本が利用されているのを一度も見た事がなかった。この図書館の主を自称する私だって、正直こんな物、鈍器以外の何に活用出来るか良く分からない。そして、辞典の類は貸出不可なので、その点を見ても非常に安全だった。

　　　　　　大日本国語辞典の裏に本を隠し、暗号を私の席の前、大きな机の端に鉛筆でこっそり書き入れると私は五冊の本を抱え、正にご満悦の化身といった表情で図書館を後にした。ご満悦の化身というのがどのような生態でどのような外見の生き物なのかについては黙秘権を行使する。とりあえず言えるのは主な移動手段がスキップだという事だけである。




　　　　　　しかしその私のご満悦の化身への形態変化は、その翌日には敢えなく崩れ去る事になる。意気揚々とスキップで向かった書庫の中、辞典の裏に隠したはずの本が影も形もなかったのだ。私は混乱した。

　　　　　　だが、私は私の特等席に異変を見出す事により、事態を完全に把握する事に成功する。あれだけ隅にこっそり書いたはずの暗号が綺麗に消されていた。これは迂闊だったと言わざるを得ない。誰にでも読める場所に、簡素に過ぎる暗号を配してしまったという手抜かりである。暗号を消した件の謎の人物は、恐らくそれを解読し、本を借り、そして証拠隠滅の為にご丁寧にも暗号を消去していったのだろう。私は自らの軽挙妄動に肩を落とし、新しい五冊の書物を抱えて図書館を後にした。

　　　　　　更にその翌日、私はスキップで図書館に向かった。これは良く考えればこのやり取りが実に非日常的で私の琴線を刺激していた訳であったり、同志が増えるかもしれないという期待に胸を躍らせていた訳では断じてないので誤解のないよう願いたい。

　　　　　　だがそんな私のご満悦も、自分の席に着くまでだった。図書館の端、私の特等席の前の机には、暗号が刻まれていた。謎の人物からのメッセージだった。私は震える手でその座標の群れをなぞり、解読する。

　　　　　「なんて、こと……」

　　　　　　それを読んだ私の口からそんな言葉が漏れたのは、この場合仕方のない事だっただろう。実際には図書館の中だったので口の中でそう言っただけでたぶん誰にも聞こえていなかったのだが、だからといって私が受けた衝撃が軽かったとは誰にも言えないはずだ。暗号で書かれていたのは、たった七文字。けれどそれは世界で最も罪深い七文字だった。

　　　　　『まるがはんにん』

　　　　　　残念ながら、私はこの意味をすぐに理解出来てしまった。私が隠した本は推理小説で、被害者の令嬢の呼び名がマルガリータ。つまりこれは、世界で最も許されざるべき犯罪。推理小説のネタばらしであった。

　　　　　「これは、私に対する宣戦布告か」

　　　　　　自らの声が震えているのが分かった。後、やっぱり図書館で大声はいけないので誰にも聞こえないくらいの音量で言ったのだが、そんな事は関係ない。私は怒っていた。

　　　　　　図書カードなる個人情報保護法に真っ向から喧嘩を売るような旧時代のシステムならいざ知らず、コンピューター管理された本の貸出情報を入手するのは非常に困難だ。普通であれば、私はここで泣き寝入りする所だった。

　　　　　　しかし、私には犯人に心当たりがあった。あの男だ。

　　　　　　かつて私が図書館にやって来てお気に入りの席に座ろうとした時、私の席に我が物顔で座る一人の男子生徒がいた。礼節を弁わきまえた私は、当然彼に自らの席を譲る事を決め、私はその時他の席に座った。あの時私が大らかな気持ちと人見知り故に見逃したあの男が、私にとうとう牙を剝いたのだ。

　　　　　　私は彼への復讐を決め、犯人の分かった推理小説と四冊の本を抱え、図書館を後にした。




　　　　　　翌日、私は実に複雑な気分で図書館に向かった。

　　　　　　実は、例の本を読んでみると犯人はマルガリータではなかったのだ。ではあの暗号が噓だったかというとそうでもなく、小説最後の小ネタとして探偵が話すのだが、その事件には特別な読み方をすると丸と三角と四角と読み替えられる名前の人が揃っていて、犯人はその丸に当たる人だった。つまりあの暗号、『マルガ　犯人』だと思っていた、あるいは思わされていたのだが、実は『丸　が犯人』が正しい読みだったのだ。この機転には私も唸うなるしかなかった。つまり私はまんまと彼に騙され、からかわれたのである。完全なミスディレクションの下でその本を読まされてしまって、正直に言えば純粋に読むよりも物語を楽しめてしまったのが悔しい所だ。

　　　　　　そんな訳で私が前述の通り複雑な気持ちで図書館を訪れると、私の特等席には既に一人の人間が座っていた。黒髪黒瞳の、私と同じくらいの年齢の少年である。

　　　　　　……まあ私と同じ日本人で同じ高校の生徒なのだから黒髪黒目で同年代なのは当然だが。

　　　　　　接触するかしないか少しだけ迷って、用心深い私は距離を取ってじっくり観察する事にした。彼はいつもの私の席に座って、私も読んだ事のある有名な海外ファンタジーのシリーズを読んでいた。そんな彼のあまりに平和ボケした姿に、私の中で沸々と怒りが湧いてきた。

　　　　　　彼は私のお尻が乗っていた席で、私が突っ伏した事もある机に、かつて私の手がページをめくった本を持って、悠然と座っているのだ。

　　　　　　突如生まれたあまりに強い敵てき愾がい心に、私の胸は早鐘を打ち、顔は火照り、視界には憎いその男の姿しか映らなくなった。その時、ふと顔を上げた彼と目が合った気がして、私は慌てて図書館から逃げ出し……戦略的撤退を敢行した。少しだけ急ぎ過ぎて、入口の段差でこけてドアに頭をぶつけた。

　　　　　「あいつ、絶対許さない」

　　　　　　私は赤くなった額と熱くなった頰を冷ましながら、その強い決意を口にした。




　　　　　　今から思えば、それが私と結城鋼の初遭遇だった。

　　　　　　それから、私は彼との闘争という名の独り相撲を繰り広げていく訳だが、そのはてしのない物語の続きはまた別の機会に語る事にしよう。】




　　　　　「お待たせ。お茶持ってきたよ、ってマキ何をしてるの！」

　　　　　「ん？　ちょっと宝探ししてたら面白そうなもの見つけちゃって」

　　　　　「わ、駄目だってそれ日記！」

　　　　　「ますます興味あんじゃん、続き読ましてー」

　　　　　「駄目駄目マキほんとやめて返して私の黒歴史ぃ！」





















　　　１




「あ、あれ……。何この雰囲気」

　あれから鋼は何とか大通りを探し当て、そこから人に道を尋ねまくってギルドまで戻ってきた。

　しかし、ギルドに入った途端、鋼はそこに満ちる異様な空気に戸惑った。

　朝来た時と同じように、人の行き来が激しいのは変わりない。ただ、彼らの表情は一様に暗く張りつめ、その雰囲気は数時間ほど前に来た時と本当に同じ場所かというくらいに違っていた。

　もしかして元の世界に似たパラレルワールドにでも異世界転移してしまったのか、なんてバカなことを鋼が考え始めた頃、ようやく見覚えのある人の姿を見つけた。

「あっ、ハガネさん！」

「キルリスさん。一体何があったんですか？」

「それ、は……」

　鋼が尋ねると、キルリスは困ったように口をつぐんだ。どうやら話しにくいことらしい。

「……撤収の準備ですよ、ハガネ様」

「うわぁ!!」

　後ろで急にささやき声が聞こえたと思ったら、いつの間にか背後にラトリスが立っていて、眼鏡をキランと光らせていた。

　ただ心なしか、どんよりとした雰囲気の中では眼鏡の光も鈍いように見える。

「詳しい話は奥で。貴方にも是非ご意見をお聞かせ頂きたく思います」

　それだけ言うと、ラトリスはキルリスを伴って奥の部屋に消えていってしまった。

《何かあったようじゃな！　冒険のにおいじゃ！》

　基本お祭り好き（ただし他人事限定）なシロニャは喜んでいたが、鋼としてはもう面倒なことはごめんというのが本音だ。

「あー。これってやっぱり、追いかけていかなきゃダメなパターンだよね」

　ここで「お腹なか痛くなったから帰ります」って言ったら帰れないかなー、などと思いながら、鋼は仕方なく二人の後に続いたのだった。




　奥の部屋にはラトリスとキルリスの他にもう一人、おなじみの元騎士の少女、アスティエールがいた。

「ハガネ！」

　彼女は鋼の姿を認めて一瞬顔に喜色を浮かべるが、いやいや違うとばかりに首を振って、ラトリスに詰め寄った。

「待て！　どうしてこの場にハガネがいるのだ！　彼はまだレベル二十四だぞ！」

「意見を伺いたいと思ってお招きしただけで、戦いに参加してほしいとは言っていません。それに、彼はレベル二の時に巨竜を打倒しました。それ以上の資格が必要ですか？」

　ラトリスが眼鏡に手をやりながら淡々と返すと、アスティエールはぐっと詰まって黙ってしまった。

「ええっと、それで、要するに何があったんですか？」

　とにかく状況をつかめないことには何もコメント出来ない。鋼は割って入るように質問した。

「失礼しました。今朝、巨竜が倒れた場所に新たなダンジョンが現れた事はお話ししましたね。そのダンジョンの調査が終わったのですが、そこで問題が発覚したのです」

「問題、ですか？」

「ダンジョンというのは時として大きな富を生みますが、同時に大きな危険を生む事もあります。定期的にモンスターの間引きを行わないと、溢あふれた魔物が地上に湧き出してくるのです」

「つまり、こまめに中に入ってモンスターを倒さなきゃいけない、ってことですよね？」

「そうですね。ですが、今回はそれが困難な事情があるのです」

「困難な事情、ですか？」

　もってまわったラトリスの言い回しに何か込み入った事情があるのかと勘ぐる鋼だったが、彼女はさらりと告げた。

「いえ、単純な話です。見つかったダンジョンのレベルが百だという事が分かったのです」

「へぇー、レベル百……え、ひゃく？」

　あまりにあっさりと言われた言葉に、鋼は反応が遅れる。

「はい。そして残念な事に、いまだにレベル百を超えるダンジョンがクリアされたという記録はありません。ですので……」

　そこでラトリスは眼鏡を外すと、少しだけ疲れた表情で微笑ほほえんだ。

「今、街は大ピンチ、という事になりますね」

　それが、新たなる危機。鋼とダンジョンを巡る物語が始まった瞬間だった。
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　一体眼鏡を外したのは何アピールだったのか。再びスチャッと眼鏡をつけ直したラトリスは硬い声と事務的な口調で何事もなかったかのように状況説明を再開した。

「原因については推測出来ています。ダンジョンのレベルは通常、その場所のモンスターのレベルと同程度になります。それは、付近の魔力の質と発生するダンジョンの質が関係しているからです。本来であれば、ここに出来るダンジョンのレベルはせいぜい二十から三十程度のはずでした」

　その説明で、鋼もピンと来た。

「今回は巨竜の魔力でダンジョンが出来たから、ダンジョンのレベルも、それに合わせたものになった、ということですか？」

「ええ、恐らくは」

　ラトリスの説明で、レベル百なんてめちゃくちゃな高レベルダンジョンが出来た理由は分かった。

「でも、だとすると、中のモンスターは全部……」

「ええ。一匹一匹が全て、巨竜並みの力を持っている事になりますね」

　鋼は洞窟の中を数十匹もの巨竜が歩いている姿を想像する。

「いや、無理でしょ、それ」

「上もそう判断したので、冒険者ギルドはトーキョの街からの撤退を決めました。街ごとの退去です」

「それ、って……」

「トーキョの街を放棄し、他の場所に避難するという事です」

　予想された以上に重い事実に、鋼は言葉を失う。

「幸い巨竜の時とは違い、今回の件には時間的な余裕があります。他を一切顧みないなら、住人全ての避難も決して不可能ではないでしょう」

「でも、この街は……」

「当然、失われます。それどころか、ダンジョンから出てきたレベル百のモンスターが住みつく事になれば、二度と人間の手に取り戻す事は出来なくなるかもしれません」

　鋼は、この街にどれだけの人が住んでいるかは知らない。だが街一つを放棄するというのがどれだけとんでもないことなのかは想像出来た。

「誰か、強い人を呼んでダンジョンのモンスターを倒してもらうワケにはいかないんですか？」

「一応、援軍の打診はしてみました。幸運にも一人だけ、ランクＡ＋の冒険者、ララナ・ナナナン様と連絡がつきましたが、彼女だけではレベル百のモンスター複数と渡り合うのは厳しいでしょうね」

「そりゃ、そうですよね」

　何しろ前人未到のレベル百ダンジョンだ。クリア例がないというからには、この世界の最高峰のメンバーを集めても討伐が可能かは分からないワケだ。

　だが、正面から行って無理なら絡め手を使うだけだ。

「でも、だったらゲートを壊しちゃうとか、魔法で外から一方的に攻撃するとか、あっ、溶岩の中に投げ入れるとかも……」

「不可能です。ダンジョンゲートは破壊も移動もさせられませんし、あれはあくまで人とモンスターを移動させるゲートなので、外から中を攻撃する事は出来ません」

「うぐぐ……」

　やはりその辺はもう誰かが試した後らしい。どうやらダンジョンの攻略を目指すなら正攻法で行くしかなさそうだ。

　鋼が黙り込んでしまったところで、今まで黙り込んでいたキルリスが口を開いた。

「実は一つだけ。街を助けられるかもしれない可能性はあるんです」

「本当ですか？」

　初めて投じられた明るい話題に鋼は食いつくが、キルリスの表情は暗かった。

「生み出されたばかりのダンジョンが見つかる事は滅多にないのであまり知られていない話ですが、生成されたばかりのダンジョンは敵が少ないんです。たぶん、通常時の十分の一くらい。だから、次に魔物が再配置されるまでの二日以内にダンジョンの最深部に行って、ボスを倒すことが出来れば……」

「ダンジョンが制覇されて、街は助かる？」

「はい。でも……」

　キルリスは続きを口にすることはなかったが、言いたいことは分かった。

　たとえ本当に魔物の数が十分の一になったとしても、敵は巨竜クラスだ。無事に最深部まで辿たどり着ける可能性は少ない。

　そして、どんなにうまく敵を避けられても、最後に待ち受けているのはボスとの戦闘だ。

　常識で考えれば、成功する見込みなどほとんどないことは分かる。

「でも、それでもここにみんなが集まっているってことは、そういうことなんですよね？」

　鋼の言葉に、アスティエールが、ラトリスが、そして、キルリスがうなずいた。

　実際街を放棄するというのがどういう話し合いで決定されるのかは知らないが、少なくともギルドの上層部はもう街の放棄と撤退を決定している。なのに彼女たちがここに残って話し合いをしているということは、まだダンジョンの攻略をあきらめていないのだ。

　たとえギルドからの支援がなくても、自分たちの街を守るために動く、その決意を固めているということだろう。

「私たちも、無策でダンジョンに挑む訳ではありません。ダンジョンの性質については調査によって明らかになりました。ダンジョンレベルは百、ダンジョンタイプは巣穴、属性は氷、最大攻略人数は六、持ち込み制限はなし、ドロップ傾向は装備……となります」

　ゲーム感丸出しなダンジョン情報を列挙した後、ラトリスはこう続けた。

「この情報を基にダンジョン攻略を考えた結果、火属性を得意とする六人のパーティを組んでダンジョンに挑み、中で装備を整えながら進むのが最も成功確率が高いと判断しました」

「六人の、パーティ……」

　事によれば、その六人が街の運命を決めることになる。

　鋼はごくりとつばを呑み込んだ。

「私は行くぞ。たとえ、一人になってもな」

　まず名乗りをあげたのはアスティエールだった。

　悲しいほどに愚直に騎士のあり方を貫こうとする彼女がそうしないはずがない。

　これでまず一人。

「前回の巨竜戦には居合わせられませんでしたが、不肖このラトリスも、今回は参加させて頂きたいと思います」

「ラトリスさん、戦えるんですか？」

「ハガネ様も、私のレベルは確認したはずです。昔取った杵きね柄づか、という奴ですが」

　錆さびついていないといいのですが、と謙遜するラトリスだが、その眼光はやはり鋭い。貴重な戦力になってくれそうな雰囲気はあった。

　そして、次に口を開いたのはキルリスだ。

「わたしには、戦う力はありません。でも、その代わり、というワケではないですが、わたしはミスレイに声をかけてみようと思います」

「ミスレイさんに？」

　街外れの教会に住むゴワゴワジャンキーのシスターが、ダンジョン攻略にどう関係しているのか。

「あいつ……彼女は、ああ見えて高レベルの回復職でそこら辺の冒険者よりよっぽど強いんです。たぶん、事情を話せば協力してくれると思いますから」

「そ、そうなんですか？」

　意外な事実に鋼は目を丸くする。

「ミスレイさんはこの世界でも数人しかいない聖人に認定されています。彼女が協力をしてくれれば、攻略パーティの回復面は盤石でしょう」

　ラトリスが太鼓判を押す。本当に、ミスレイはすごい人だったらしい。

　とにかく、これで三人。

「明日の朝早く、この街に援軍として、Ａ＋ランクの冒険者、ララナ・ナナナン様が駆けつけて下さる予定です。そして、この場にはいませんが、街には冒険者ランクはＣながら優れた火炎魔法の使い手がいます。彼女にもパーティに加わって頂こうと思っています」

　それで、四人目と五人目も埋まる。

　残る枠は、あと一つ。

　その場の全員の視線が、鋼に集中する。

「僕は……」

　だが、鋼が答える前に、異を唱となえる者がいた。

「私はハガネが攻略メンバーに入るのは反対だ！」

　アスティエールだ。彼女は席を立つと、力強い声で叫んだ。

「ハガネはまだレベル二十四。ダンジョン攻略に挑むには早すぎる。それに、彼は防御力に難がある。このままダンジョン攻略に参加しても犬死するだけだ」

「アスティエール……」

　鋼と目が合うと、アスティエールは顔をうつむかせた。

「それに、本当は、それだけじゃないんだ……」

　いつも無駄に胸を張って凜りんとしていた彼女が今は下を向いて、喉から絞り出すようにそう口にする。

「私情を挟んでいると、笑ってくれてもいい。だが、私は……。それでも私はハガネに、死んでほしくないんだ」

　その告白に、鋼は少なからず驚いた。

　今朝のやり取りで、アスティエールが自分に対するわだかまりをいくらかなくしているのは知っていた。

　だが、こんな風に自分の身を案じてくれるほど、彼女が自分のことを考えてくれているとは思わなかったのだ。

「ありがとう、アスティエール」

「ハガネ、私は……」

「無茶はしない。約束する。僕が、ダンジョン攻略に参加するべきなのか。参加したら、何が出来るのか。ちゃんと冷静に考えてみるよ」

　鋼はアスティエールに笑いかけると、ラトリスに尋ねる。

「もう少し詳しく、ダンジョンのことについて教えてください。何でもいいんです。他に情報はないんですか？」

「情報、ですか？　調査で分かったのは、後はダンジョンの識別番号くらいしか……」

　ラトリスがわずかに表情を曇らせながら言った台詞に食いついたのは、意外な人物だった。

《識別番号！　それなのじゃよ！》

（シロニャ？）

　突然脳内で大声を出したシロニャに、鋼は眉を寄せた。

《その世界のダンジョンの生成には神が関わってるんじゃよ！　じゃから、ダンジョンの識別番号を聞けば、ワシならもっと詳しいことを調べられるかもしれないのじゃ！》

（なるほど。あ、それはありがたいけど、いいのか？）

《ほ、本当は、あんまりこういう手助けをするのはよくないのじゃよ？　じゃ、じゃけどコウはその、と、特別じゃから……》

（ありがとう。やっぱり持つべきものは神様なともだ……知り合いだよな）

《なぜ今言い直したのじゃよ!?　そこは普通に友達でいいじゃろ?!》

　脳内で騒ぎ立てるシロニャをさらっとスルーして、鋼はあらためてラトリスに頼み込んだ。

「その識別番号というのを教えてください。もしかすると、何かのヒントになると思いますから」

「そうですか。貴方がそう言うのなら、そうなのかもしれませんね」

　ラトリスは鋼に対する謎の信頼感を見せると、手元のメモに目を落として、言った。

「今回のダンジョンの識別番号は、Ｅ－１９１９、ですね」

　さて、これで何か分かるのかと、鋼はシロニャのオラクルを待つ。だが、

《なん……じゃと……？》

　返ってきたのは驚愕の気配と、強こわ張ばった声。

《コウ。このダンジョンの攻略、あきらめた方がいいかもしれないのじゃ》

（シロ、ニャ？）

　突然の豹ひよう変へんに驚く鋼に、シロニャは厳かに告げた。

《おぬしが挑もうとしているダンジョンは、通称〈Ｅの殿堂〉。かつてテストプレイした女神たちを阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄に叩たたき込んだ、最低最悪のカスタムダンジョンなんじゃよ！》
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「明日の午前七時に、ダンジョン攻略のための最後の打ち合わせをします。無理強いはしません。もしその気があるのなら、その時間にギルドまで来てください」

　ラトリスのその言葉を最後に、ひとまずその場は解散することになった。

　シロニャから話を聞きたい鋼としてもその方が都合がよく、他の者からも反対意見は出なかった。

「では、失礼させて頂きます」

　真っ先に動いたのはラトリスだった。迷いない足取りで部屋から出ていく。

　その帰り際、鋼の隣を通った時に、「明日、お待ちしています」とささやいて。

　次に席を立ったのは、キルリスだった。

「あの、ハガネさん。ラトリスさんはああ言っていますが、絶対に無理はしないでくださいね」

　その瞳にシンプルな気遣いの色を載せて、鋼に声をかける。

「わたしはこの街が好きですけど、そのためにハガネさんが命を落とすなんて絶対に間違っていると思います」

「キルリスさん……」

「巨竜を倒して、街を守って……。ハガネさんは、よく頑張ってくださいました。だからどうか、自分のことを一番に考えてください」

　飾らない言葉には、確かにキルリスの真心がこもっていた。

　鋼はそれに応えるように笑って見せた。

「大丈夫ですよ。僕だって命が惜しいですからね。自分に出来ることしかやりません」

「その言葉、信じてますからね。お姉さんとの約束、破っちゃダメですよ」

　おどけるようにそう言って、キルリスは去っていく。

　そうして最後に部屋に残ったのは、鋼とアスティエールだった。

「……ハガネ。私は、お前が参加するのは反対だ」

　彼女は、もう一度、はっきりと鋼にそう告げた。

　それが気遣いの心から出ているのは分かっていても、面と向かってそう言われるのはやはりこたえるものがある。

　しかし、彼女の言葉はそこで終わらなかった。

「けれどその一方で、ハガネに共に来てほしいと願う私がいるのも確かだ」

「え？」

「本当は、分かっている。レベルが二倍以上のダンジョンなんて、攻略出来るはずがない。ダンジョンに潜れば、私は多分、死ぬだろう。ならばせめて、その時隣にお前の姿があってくれればと……」

　そこまで口にして、アスティエールは首を振った。

「すまない。忘れてくれ」

　失言をした、と顔を憂いに染めるアスティエールは寂しげで、しかしだからこそ、一枚の絵画のように美しかった。

　鋼はその横顔に息を呑む。

「……私は、弱いな」

　そうして、切なげな表情で去っていくアスティエールに、鋼は何の言葉もかけてはやれなかった。

　下手な励ましも、慰めも、今は意味がない。それよりも、今はこれからのために出来ることをするべき時間なのだと、鋼には分かっていた。

　アスティエールの後を追うように部屋を出て、ギルドを突っ切り、外に出る。そうして、すぐに、

「それじゃシロニャ。さっきのことについて、質問させてもらうぞ」

　宿に戻るまでの時間も惜しんで、鋼は歩きながらシロニャに問いかけた。

「Ｅの殿堂、だったっけ。街の近くに出来たのが、そのダンジョンっていうのは間違いないのか？　何かの勘違いだって可能性は？」

《さっきあの眼鏡女子が言っておった識別番号が、その、Ｅの１９１９なら、勘違いはありえないのじゃ。口にするのもはばかられる、おぞましき数字列。あれをまちがえることだけは考えられんのじゃよ！》

　シロニャが力強く断言する。その言葉には、断言したのがこのポンコツ神でなければ無条件で信じてしまいそうになるほどの勢いがあった。

《ダンジョンゲートから行けるダンジョンは、ほとんどがランダム生成のダンジョンなんじゃ。じゃが、それではどうしても人間味や温かみ、スリルに欠ける。じゃからこの世界の神たちは、異世界の神たちからダンジョンのデザインを募集したのじゃ。それが、『作ろう！　僕の私のダンジョンコンテスト！』じゃった》

「ダ、ダンジョンコンテスト……」

　神様、完全に遊び感覚でこの世界作ってるじゃねえか、と鋼は思ったが、かなり今さらな話だった。

《優秀なデザインのダンジョンは実際にこの世界で使われると知って、そのコンテストには様々な神、様々なダンジョンが応募された。そして、そのコンテストでもっとも異彩を放っておったのが、Ｅの殿堂なのじゃ》

　いよいよ話が核心に近づき、鋼はシロニャのロリボイスを一言も聞き逃すまいとあらためてオラクルに意識を集中する。

《Ｅの血族の頂点、〈プロフェッサーＥ〉。それが、このダンジョン、〈Ｅの殿堂〉と呼ばれる最悪のダンジョンを作った職人じゃ》

「……プロフェッサー、Ｅ」

　あのシロニャが「最悪」と呼ぶダンジョン。それが一体どんなものなのか、鋼には見当もつかない。

　そんな鋼の戦せん慄りつを余よ所そに、シロニャは不気味なほど淡々と、淡々と説明を続ける。

《Ｅの血族を名乗る者は、他にもたくさんいたのじゃ。その中には当然、ダンジョンの設計を手掛ける者も多かった。じゃが、じゃがプロフェッサーＥほどの執念でもってＥの血族の理念を結実させた者はいなかったのじゃ》

「それほどの、奴なのか？」

　鋼の問いに、シロニャは鋼には見えないと知りつつもうなずき、そしてゆっくりと、嚙みしめるように、おののくようにその名を口にする。

《うむ。その隔絶した成果から、奴はプロフェッサーという名の他に、こう呼ばれているのじゃ。Ｅの殿堂を作り上げた、最低最悪のダンジョン職人。すなわち――》

「すな、わち？」




《――エロダンジョンマスター、と》




「ＥってＥＲＯエロのＥかよぉおおおおおおおお!!」

　その後、歩きながら突然大声を出した鋼に周りがビビクゥッとして、鋼が平謝りに謝ることになったのは言うまでもない。
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「それで、Ｅの殿堂って要するにエロの殿堂なんだよな。やっぱりその、エッチな仕掛けとかあるのか？」

《あるのじゃよ！　ありまくりなのじゃよ！　もうエッロエロなんじゃよ！》

「ダンジョンでエッロエロって何だよ……」

　げっそりと答えながら、鋼は街の危機と知り合いの決意に曲がりなりにも盛り上がっていた気持ちがだらんと弛し緩かんするのを感じた。

　というか、気付いてしまったのだが……。

「じゃあ、もしかしてアレか。アスティエールとか、あんな悲壮な決意でダンジョンに挑むことを決めておいて、実際に突撃するのはエッロエロなエロダンジョンなのか……」

《胸が熱くなるの！》

「なんないよ！　むしろ不ふ憫びんでしょうがないよ!!」

　モンスターやダンジョンの脅威より何より、この世界の人たちの最大の不幸はこんな適当な神様たちに世界を作られてしまったことだ、と鋼は思った。

「……はぁ。で、エロの殿堂って、具体的にはどんなとこなんだ？」

《基本はあの眼鏡女子の言った通りなのじゃよ。じゃが、あのダンジョンの一番の特徴として、ダンジョン全てが鏡張りになっている、というのがあるのじゃ》

「全部が、鏡張り？」

　鋼は想像してみようとしたが、洞窟全部が鏡張りというのはあまり聞かない光景だった。

《悪魔的発想のおそるべき仕掛けじゃよ。……想像してみるのじゃ。壁も天井も地面も、全てが鏡張りなんじゃぞ。そうすると……どうなると思う？》

「え？　目測が利かなくて、転びやすいとか？」

《ちがうのじゃよ！　下も鏡だからスカートで行くと大変なことに……！》













「ア・ホ・か!!」

　なぜシロニャの周りにいる神は、でっかい力を無駄な方向に使おうという奴しかいないんだろうか。

　ダンジョン規模の仕掛けでスカートの中を覗こうとした奴は、おそらく全部の世界の中でもそいつが初めてだろう。というか、初めてであってほしい。

《あとスカートの中を綺き麗れいに覗けるように鏡の性能を上げた結果、光とか熱とか反射する効果もついたそうなので、下手に魔法を使うと自滅しちゃうのじゃ》

「むしろその効果の方が重要じゃない?!」

　どんだけスカート覗きに命を懸けているのか。

《出てくるモンスターも特徴があって、ヒワイな形状をしたキノコ型モンスターやこけし型モンスターやネオアームストロング型モンスター、それにスライムとゴブリンとオークじゃ！》

（何で最後の方は普通なんだよ！）

《需要の問題じゃよ！》

　あとネオアームストロング型モンスターってどんなだよと言いたい。

《じゃが、ダンジョンで気を付けるべきはモンスターだけじゃないのじゃよ。敵ばかりに気を取られていると、至るところに仕掛けられたトラップから、超・強酸が吹きつけてくるのじゃ》

「ちょうきょうさん？」

《超、強酸じゃよ！　切り方をまちがえちゃダメなんじゃよ!!》

「え、ああ、うん。分かんないけど、分かった」

　何で怒られたのか分からないがとりあえずうなずいた鋼に、シロニャは「気を付けるんじゃぞ、もー」と言って説明を再開する。

《超強酸はその名の通り強力な酸で、女性の装備や服だけを溶かす不思議物質なのじゃ！》

「そうだと思ったよ！」

《肌に直接触れると混乱、酩めい酊てい、魅了、興奮の状態異常に……》

「色々言ってるけど要するにエッチな気分になるってことだろ！」

《もちろん見た目は白くてどろっとしてる液体なのじゃよ》

「さっすがエロダンジョンだな！」

　いちいちくだらないが、とにかく絶対に当たっちゃダメなものだということだけは鋼にもひしひしと伝わってきた。

「でも、装備破壊は冗談抜きで厄介だな。もし僕の聖王の法衣が……」

《あ、男に当たっても大ダメージを与えるだけじゃから大丈夫なんじゃよ？》

「何その露骨な男女差別!?」

　そして大ダメージを受けたら大丈夫ではない。

《ただ、装備破壊が厄介というのはまちがってないのじゃ。このダンジョンの属性は氷。モンスターが火に弱いという以外に、装備なしで過ごせば凍死するほど寒いという特徴もあるのじゃ。じゃから宝箱から装備アイテムを手に入れなくちゃいけないんじゃが、そのためには敵を倒して宝箱を開けるためのパスワードを手に入れる必要があるのじゃ》

「へぇ」

　必然的にモンスターと戦わせる仕組みらしい。エロい部分以外はよく出来てるなぁ、と感心する鋼だったが、シロニャの声はそこで曇る。

《しかし、じゃ。パスワードを手に入れてもちょっと問題があるのじゃ。音声認識システムじゃから、宝箱の前でパスワードを読み上げなくてはならなくて、その……》

「音声認識だと何かまずいのか？」

《じゃ、じゃって、パスワードの文面が、その、『あぁん、大きいのちょうだい』とか、『らめぇ、硬いのがいいのぉ』とか、ちょっとエッチな……って、ワシに何を言わせようとしとるんじゃよ！　このエロ孔明め！》

「今の僕のせいじゃないだろ！　というか変なクラスチェンジさせんなよ！」

　自分はシロニャにどんな人間だと思われているのか。鋼は今さらながらに不安に思う。

《あ、ちなみに音声認識システムにも構造上の不具合があって、音域の関係上男の声には反応しないそうなんじゃ》

「それ絶対確信犯だろ!!」

《あと、宝箱から出てくる装備は全部バニーガールとか猫耳猫尻尾みたいなコスプレ衣装なのが難点じゃな》

「それ明らかに寒さ防げないよね!?」

　一体このダンジョンは鋼にどれだけツッコミをさせるつもりなのか。

　鋼がいい加減ツッコミ疲れを起こした時、シロニャは急に真面目な声になって言った。

《じゃが、そんな仕掛けなどボスに比べれば所詮は小物。四天王最弱レベルなんじゃ》

「なんか聞きたくないような、一周回ってむしろ聞いてみたいような……」

　この流れから真っ当なモンスターが出てくる想像は鋼にも出来ない。

《Ｅの殿堂の中で、いや、コンテストに応募された全てのダンジョンのモンスターの中でも最低最悪と評されたのが、Ｅの殿堂のオリジナルボスモンスター〈フローターゲイズ〉じゃ》

「フローター、ゲイズ……」

《うむ、聞いただけでホモォな想像をかきたてられる不吉な名前を持っておるが、こやつらのおそろしさは名前だけではないのじゃ！》

「そんな想像するのはシロニャくらいだからな!?」

　鋼は疲労した身体を酷使して悲痛なツッコミをあげるが、シロニャは構わず話を続ける。

《フローターゲイズは巨大な目玉にたくさん触手が生えた感じのモンスターなのじゃ！　奴を倒すには弱点である目を攻撃するしかないのじゃが、奴は人の姿を見つけると目を閉じてしまう。そして、その状態で獲物に向かって超強酸がたっぷり塗り込まれた触手を伸ばして攻撃してくるんじゃよ》

「ん？　服を溶かす触手、ってのはともかくとして、それって意外と定番のモンスターっぽくないか。触手を全部倒すと、弱点の目を露出させて倒せる、とかだろ？」

《まさか！　そんな生易しい相手じゃないのじゃよ！　奴の触手は切られても切られても再生するし、どれだけ触手を攻撃しても奴が目を開くことはないのじゃ。一度目を閉じた奴がふたたび弱点である目を露出させるのは、ある条件が満たされた時だけ》

「ある、条件？」




《――もちろん、触手に捕まった獲物が全裸にむかれた時に決まってるのじゃよ！》




「そいつほんっと最低だな！」

　きっと、女の裸を見たいがためについつい目を開けてしまうんだろう。なんか克明に想像出来るだけに鋼はやるせない気持ちになった。

《あ、あと、男が視界に入ると目から超強力なビームを出すので男は死ぬのじゃ》

「そいつほんっと最悪だな！」

　確かにこいつは最低最悪のモンスターだと鋼は思った。

（しっかし、実際に倒そうと思うとなかなか大変そうだな。気付かれないうちに遠くから攻撃出来ればいいんだろうけど、鏡張りの壁が光や熱をはね返すから下手に魔法も使えないし、第一僕だと見つかった瞬間に……待てよ？）

　その時、まるで天啓のように。

　鋼の脳裏に、ある思いつきが舞い降りる。

　しかし、それが明確な形になる前に、

《……コウ。悪いことは言わないのじゃ。おぬしはこのダンジョンには行かない方がいいんじゃよ》

「シロニャ？」

　能天気なはずの神様からの思わぬ言葉が届き、鋼は驚きの声をあげた。

《このダンジョンはエロ特化とはいえ、攻略難度は高いのじゃ。挑むのが男だったらなおのこと、じゃ。そんなダンジョンが、圧倒的な高レベルダンジョンとなって現れたのじゃぞ。はっきり言って、クリアが可能な難易度ではないのじゃ》

　シロニャの言葉に、鋼のある意味で浮ついていた頭が冷える。

　……そうだ。いくら仕掛けがバカバカしくても、このダンジョンがレベル百という事実は変わらない。モンスターであれ罠であれ、何か一つでも鋼がひっかかってしまえば男である鋼は即死してしまうだろう。

「だ、だけど、シロニャからダンジョンの仕掛けを聞ければ……」

《確かに。ワシが調べればダンジョンの詳しい構造も分かる。じゃが、それでも探索に半日、いや、事によると丸一日以上はかかる長丁場になるじゃろう。その間、全ての魔物を、罠を回避して、前へ進み続けなければならないのじゃぞ？》

　それが、想像も出来ないほどの苦難の道なのは、鋼にも分かった。

　常識で考えれば、生きて帰ることなど出来ないことも。

　……だが。

「でも、アスティエールは言ったんだ。僕と一緒にダンジョンに挑みたいって。だから、僕は……」

　鋼にだって、ダンジョンに潜りたい理由は、ある。

　それが命を懸けるに値するかは分からなくても、確かに理由は存在するのだ。

《……おぬしなら、そう言うと思ったのじゃよ》

　あくまでもダンジョンへ向かう意志を示す鋼に、シロニャはため息をついた。

《ワシは、これ以上は何も言わないのじゃ。これは、おぬしが決めることじゃからな》

　その言葉を最後に、シロニャの気配は遠ざかる。

「おや、お客さん、もう帰ってきたのかい？」

　本当に一人になった鋼にかけられたのは、宿屋のおばちゃんの明るい声だった。いつの間にか、鋼は宿に戻ってきていた。

「……はい。ちょっと、道に、迷ってしまって」

「はは！　そりゃあしょうがないね！　この街はでっかいからねぇ。……ま、しばらく暮らしていたら、いずれ慣れるさ」

「……そう、ですね」

　宿屋のおばちゃんの言葉に何とか相槌を返し、鋼は逃げるように宿の部屋に戻った。

　発見されたダンジョンの危険性はまだ一般市民には明かされていないのだろう。宿にいる人たちは、誰もが楽しそうに見えた。

「僕は……」

　危険を冒してでも、ダンジョンに潜るべきなのか。それとも……。
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　それからの数時間。

　鋼は悩んで、悩んで、悩み抜いた。

　ベッドに身体を横たえ、ひたすらに考えることだけを繰り返した。

　そして、外がすっかりと暗くなった頃、鋼はようやく身体を起こし、軋むベッドから飛び降りると、近くにあったフード付きのマントを羽織って部屋を出た。

「お客さん、こんな時間に外出は危ないよ。何か用事があるのかい？」

　宿を出る直前、外に出ようとする鋼に気付いたおばちゃんが声をかけてくる。

「ええ。……ちょっと、落とし物を」

　鋼が困ったような顔で答えると、それで何かを察したのだろうか。

「気を付けて行ってきな」

　それ以上は何も尋ねることはなく、ニカッと気持ちのいい笑顔を見せて、鋼を送り出してくれた。

　鋼は彼女に軽く会釈をすると、扉を押し開けて外に出る。

「さむっ！」

　宿から一歩足を踏み出した途端、夜気が肌を刺す。思わずぶるっと身体を震わせた鋼は、反射的にマントの前をきつく閉じ合わせた。すると、

《まったく、こんな時間に子供が外に出るなんて、感心せんのじゃよ》

「それ、三歳児には言われたくないな」

《ワ、ワシは三歳児でもアダルト枠なんじゃぞ！》

　タイミングを見計らったようにシロニャのオラクルが聞こえて、鋼はフードの下で顔をほころばせた。

　今まで何も言ってこなかったのは、きっと悩んでいる鋼の邪魔をしないように気遣ってくれていたのだろう。

《それで、こんな時間にどこに行くつもりなんじゃ？》

　シロニャの軽い調子の声に、鋼もまた、ことさらに明るく答える。

「ちょっと、ダンジョンまで」

　答えながら、鋼は思う。

　せめて、ダンジョンのゲートだけでも、目に焼きつけておこう、と。

　……だって、今晩のこの時が、鋼があのダンジョンを見る、最後の機会になるはずなのだから。




「あれがダンジョンゲートか」

　Ｅの殿堂は鏡張りのダンジョンだということだったが、その扉であるダンジョンゲートは巨大な一枚の鏡のようだった。

　優に人の身長ほどの高さはあるその姿見の鏡面は銀色に輝き、それが尋常な物体ではないことを示している。

　その巨大な鏡の前には見張りらしき男がいて、寒そうに両手をこすり合わせている。

「仕事、大変そうだなぁ」

　その姿が妙におかしく見えて、鋼はちょっと笑ってしまった。

《……コウ。答えは、出たんじゃな？》

　笑みを浮かべた鋼に、シロニャが静かな声で尋ねる。

「うん。答えは出た。……いや、本当は、ずっと前から決めていたんだ」

　――そう。本当は、分かっていた。

　鋼が選ぶべき道は、最初から一つしかなかったのだと。

　それでも決断出来なかったのは、鋼の心の弱さ。

　ただ、アスティエールやミスレイ、ラトリスたち、この世界に来てから縁の出来た人たちと共にダンジョンに潜り、肩を並べて戦い、時に助け合い、時に苦難を分かち合い、そして、彼女たちがバニーガールのコスプレをして悶もだえたり、アスティエールがフローターゲイズに捕まって「くっ…殺せ！」ってやってるところを見たかったという、くだらない感傷だ。

　でもそれももう、捨てた。完全に割り切れなくても、割り切ったことにした。

　迷いを捨てた目で、鋼はダンジョンゲートをもう一度見つめ、そして、はっきりと口にした。




「――僕は、ダンジョンには潜らない」




　遠い異世界で、白い神様が息を呑む気配。

《それは、少しだけ、予想外な答えじゃな。おぬしはなんだかんだでダンジョンに行くと思ってたんじゃが》

「はは。それはちょっと僕を買いかぶりすぎだよ。僕はそんな選択が出来るほど特別な人間じゃないよ」

《そう……じゃろうか？》

　懐疑的な響きのシロニャの言葉に、鋼は答えた。

「僕は、まっすぐなバカになって一生を終えるより、卑ひ怯きよう者ものだと言われても生き残りたい」

《コウ……》

「それに、ダンジョンを制覇しちゃったりしたらますます目立っちゃうしね」

　冗談めかして笑う鋼だが、その笑いは少しだけぎこちなかった。

《……コウ！》

　たまらず、シロニャは叫ぶ。湧き上がる想おもいをそのままに鋼にぶつける。

《ワシは、ワシはおぬしがどんな選択をしたとしても、おぬしの味方なのじゃ！》

　その言葉に、鋼は一瞬、大きく目を見開き、

「……ありがとう」

　それから、穏やかな、そして自然な笑みを浮かべた。

「さぁ。そろそろ行こうか」

　そうして鋼は、歩き出す。

　シロニャの言葉の分だけ軽くなった足を踏み出して、そして……。
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　翌朝。

　鋼は結局午前七時を回る少し前に、冒険者ギルドを訪れていた。

　もちろん、鋼はもう自分の取るべき道を決めたのだ。こんな時間にギルドに来ることに何の意味もないことは鋼が一番よく知っている。

　それでもついこの時間にギルドにやってきてしまったのは、あるいはいまだに残る未練のためかもしれなかった。

「あ、ハガネさん！」

　ギルドの扉を開けた途端、鋼を迎えたのはやはりキルリスだった。

　明るくなった彼女を見て密かな罪悪感を覚えながら鋼は彼女に近づいた。そして、出来るだけ神妙な表情をして、口を開いて、

「キルリスさん。昨日のダンジョン攻略の話ですが……」

「ああ。それならもういいんです。だって――」

　それよりも先に、キルリスの言葉が鋼の鼓膜を揺さぶる。

　驚いたような顔を作る鋼に、キルリスは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、こう言った。




「――ギルドお抱えの冒険者が、昨夜一人でダンジョンを制覇しちゃいましたから！」




　一拍の間の後。

「え、ええぇええええええ!!」

　朝の冒険者ギルドに、鋼のわざとらしいほどの大きな驚きの声が響き渡る。

　こうしてトーキョの街のダンジョン騒動は、鋼が一歩もダンジョンに足を踏み入れることもなく終わりを告げたのだった。











ある取材記録、もしくはバレバレな解決編







　――さて、今回の『突撃！　英雄リポート！』は、『払ふつ暁ぎようの一角団』団長にして、『暁の奇き蹟せき』ニコライ氏に突撃取材をさせて頂きます。どうぞ！

「よろしくお願いします」

（ここでニコライ氏、スタッフ一同に一礼。氏の礼儀正しい性格がうかがえる）

　――今日はお忙しい中、わざわざお越し頂きありがとうございます。

「いえ。最近ちょうど大きな仕事が終わったところで。休暇中だから、毎日時間をもてあましてるんですよ」

　――その大きな仕事というのは、やはりあの、群ぐん狼ろう大量討伐作戦ですか。

「そんな大層なもんじゃないですが、はい。狼おおかみ退治ですね」

　――あの作戦によって、向こう十年間、狼被害は十分の一以下になると予想されていますが。

「難しい話はどうにも。それは仲間に任せているので。ただ、人のためになる仕事だというのは聞いていましたから、全力でやらせてもらいました」

　――その誠実さ、謙虚さが英雄になる秘ひ訣けつですか？

「あはは。参りましたね。これは地の性格で。そんなんじゃありません」

　――しかし、『払暁の一角団』のメンバーの方へのインタビューでは、戦いの時はいつも前に出て勇敢に仲間を守り、それでいて全く偉ぶることのない、最高のリーダーだという話をお聞きしていますが。

「あいつら、そんなことを言ってたんですか。参ったな……」

（氏、頭をかく。若干言葉を選ぶ様子）

「俺は元々、農家の二男坊だったんですよ。冒険者も片手間で、家計を助けるとかそんな意識でやってただけなんです。だからほんとに、そんな大した人間ではないんですよ」

（氏は困り顔で再び頭をかく）

　――ではズバリ、ご本人からすると、ご自身がここまで来られた最大の要因は何だったと思いますか？

「そうですね。こう言うと幻滅される方もいらっしゃるかもしれませんが、やっぱり運ですね」

　――幸運、ということでしょうか。

「はい。まず半分は、最高の仲間に巡り会えたという幸運。そして、残り半分は……これについては本当にただ幸運だったとしか言えません」

　――それはどういう意味でしょうか。

「実は、俺は昔トーキョの街で冒険者をしていた頃、ダンジョンを完全制覇したことがあるんです」

　――二つ名の由来にもなった、あの有名な『暁の奇蹟』事件ですね。何でもレベル百のダンジョンを、たった一日で制覇してしまったとか。

「はい。あれをやったのは俺ですけど、俺は何もしていないんです」

　――何もしていない、というのは。

「その時の俺はレベル十そこそこの弱小冒険者で、レベル百のダンジョンでなんて、戦えるはずなかったんですよ」

　――それは、あの奇跡の裏に何らかの不正があったという意味ですか。

（問題発言に、スタッフがざわめく。ただし責任者の判断で取材は続行）

「ああいえ。不正、と言うのかどうか。とにかく、納得して頂くには全部お話しするしかないでしょうね」

　――お願いします。

「あの日、レベル百のダンジョンが見つかったってことで大騒ぎになった現場に、俺はちょうど居合わせたんです。何せレベル百ですからね。本当は俺なんかが役に立つことはないはずだったんですけど、高レベルの連中が軒並み作戦会議って時に、誰か見張りが必要だって話になって、その時に俺が立候補したんですよ」

　――レベル差がかなりありますよね。それでも引き受けたんですか。

「怖かったですけど、報酬の高さに釣られたのが半分、あとはその場の空気と、とにかく何かやらなくちゃっていう気持ちもあったんだと思います。とにかくその選択が、俺の人生を大きく変えることになりました」

　――その時、何があったんですか。

「見張りを始めてしばらくは、何も起こりませんでした。とにかくダンジョンの入口が開いたら全速力で逃げてギルドに走ると決めて、びくびくしながら見張りをしていると、そこに人が近付いてきたんです」

　――どんな人だったんですか。

「暗かったですし、相手はフードを目深に被かぶってましたので、顔は見ていません。でも、声の感じからするとまだ少年だったように思います。その彼が、俺に不思議な頼み事をしてきたんです」

　――頼み事、ですか。

「はい。自分が持ってきたアイテムを、ダンジョンの中に置いてきてほしい、というものでした」

　――引き受けたんですか。

「ギルドからの要請だと言われて、断れなかったんです。今から考えればおかしな話ですし、後から聞いたらそんな事実はないって言われたんですけど、その時は恐ろしいダンジョンの見張りで緊張してましたし、普通の精神状態じゃなかったんですね」

　――ちなみに、そのアイテムというのは。

「大きな楕だ円えん形けいの鉄の塊みたいな……ちょっと説明しにくいものですね。とにかくそれを持ってダンジョンの中に入って、スイッチを入れてすぐに出てくること。それが頼み事の内容だったんです」

　――そのアイテムの名前は覚えていませんか。

（ここで氏は何かを思い出そうとする仕種をして、やがて首を振った）

「思い出せませんね。ずいぶんと変わった名前だったんですが。何か壊すとか、そんな名前だったような気はします。で、とにかく、それを持ってダンジョンの中に入ったんです」

　――中にはモンスターがいるんですよね。怖くはなかったんですか。

「依頼を引き受けた時と同じですよ。めちゃくちゃ怖かったですけど、妙な使命感がありましてね。それに入ってすぐの場所に置いてスイッチを入れるだけでいいと聞いたので、とにかく入口にモンスターがいないことだけを祈ってました」

　――入口近くにモンスターはいたんですか。

（そこで氏は苦い笑いを浮かべ、大げさに手を横に振った）「いたら、俺はこの場にいませんよ。ただ、作業をしている間、気が気じゃなかったですけどね。今にもあの奥から魔物がやってくるんじゃないか、って。結局何もありませんでしたけど」

　――じゃあ、作業は無事に終わったんですね。

「そうですね。ドキドキはしましたけど、あっけないくらい簡単に終わって、そうやって少し冷静になると俺もおかしいなと思い始めたんですよ。だから、外に戻って、その怪しい少年にさっきのは一体何なんだと迫りました」

　――その少年は、なんと答えたんですか。

「アイテムのことは、何も。ただ、冒険者カードを見ていた方がいい、と言いました。半信半疑というか、状況もよく分かりませんでしたけど、カードを取り出しました。すると、本当にとんでもないことが起こったんです」

　――何が起こったんですか。

「カードが爆音を上げたんです」

　――冒険者カードにはそんな機能までついているんですか。

「ああ、いえ。そうではなくて、一度に大量にレベルアップしたせいで、そう聞こえたんですね。音が鳴った後にカードを見ると、十四だったはずの俺のレベルが、一気に百十四まで上がっていたんです」

　――まさか。

「その時の俺が一番そう思いましたよ。しかも直後に『ダンジョンを完全制覇しました』なんてメッセージが頭に浮かんでくるし、後ろを振り返ればさっきまであったはずのダンジョンが影も形もなくなっているしで、パニックになりました。そうやって混乱している内に、フードの少年もいつの間にかいなくなってましたしね」

　――その時、一体何が起こったんでしょうか。

「俺が運んだアイテムが、ダンジョンの敵を一掃するような超強力なマジックアイテムだった、としか考えられませんね。それ以外に百近くもレベルが上がる原因に思い至らないというのもそうですけど、今ダンジョン内に誰も入っていないかどうかは、そのフードの少年にしつこく聞かれましたし、そうなるとダンジョンが完全制覇された説明がつかないですから」

　――そんなことが本当にありえるんでしょうか。

「体験した俺でもまだ半信半疑ですよ。唯一の証拠になるはずのそのマジックアイテムはダンジョンごと消滅しちゃいましたしね」

　――その少年の正体に心当たりはなかったんですか。

「当時も今も、心当たりは全くありませんよ。たぶん俺の生涯を通して一番の謎の人物で、恩人です」

　――その少年を捜そうと思ったことは。

「突然英雄に祭り上げられて忙しかったですからね。それに、当時のギルドの職員からもほとぼりが冷めるまで街を移った方がいいと言われてその日の内にトーキョの街を離れましたし。落ち着いてから捜してみようとしましたけど、手がかりが何もなくて。でも今は、その少年の姿をした誰かは、近くに隠いん遁とんしていた賢者だったんじゃないかって考えたりしています。強力な力を持っているのに、人里には出てこない、そういう類の。だけど街の危機に黙っていられなくて、自分が表に出ない形でそれを解決しようとした。……まあ、全部俺の妄想ですけどね」

　――そうですか……。『暁の奇蹟』が終わってからの偉業については、我々もよく知っているところですが、そこからは英雄ニコライの伝説の通り、と考えてよろしいのでしょうか。

「英雄かどうかは知りませんが、きっとそうでしょうね。百十四なんて馬鹿げたレベルのおかげで、ＨＰには事欠きませんでしたから、こんな自分を英雄なんて呼んでくれた恩返しに、と思って、積極的に前線に出て行くようになりました」

　――なるほど。英雄ニコライ誕生の秘密は、そんなところにもあったということですね。

「はい。だからもし英雄志望の人間がいるとしても、俺の真ま似ねをするのはちょっと無理だと思います。誰もが怪しいフードの男に会えるわけじゃありませんから。それでも諦められない人は、仲間を信じること、努力を続けることを大切にしてください。真摯に向き合えば、どちらもきっとあなたに応えてくれると思います」

　――最後まで謙虚さを忘れない、『暁の奇蹟』ニコライ氏でした。本日は本当にありがとうございました。

「ありがとうございました」

（取材終了。挨拶と共にスタッフが撤収を始める）




「あ、ちょっと待ってください」

（焦った様子で席を立つニコライ氏）




　――何かありましたか。

「思い出しました。あの少年に渡されたマジックアイテムの名前。たしか、『何とか破壊爆弾』だったと思います。何を破壊するのかは忘れましたが。……あ、今さら言っても、使えませんよね」

　――いえ、わざわざありがとうございます。もし出来たら、編集で差し込んでおきます。

「すみません。ありがとうございました」

（氏が再び一礼。最後まで本当に礼儀正しい人である）







　追記：なお、この取材については対象者の発言内容の一部に、世間に不要な混乱をもたらす可能性があるとの判断からお蔵入りが決定。記事については差し替え措置を取ることとする








断章２





　　　　　　初めて彼と話したのは、あの黒歴史日記の一件から数日が経ってからだった。

　　　　　「それ、何読んでるの？」

　　　　　「……え？」

　　　　　　そう声をかけると、彼、クラスメイトの結城鋼は如何にも驚いたように本から顔を上げた。

　　　　　　まあ、その気持ちも分からなくはない。同じクラスの人間とはいえ、ほとんど会話もしたことのないほぼ初対面の相手からいきなり話しかけられたら驚きもするだろう。

　　　　　　ただ、向こうにとってはいきなりのことであっても、こちらにとってはそうではない。見かける度に声をかけようかと迷って、結局タイミングを逃す、というのを何度も繰り返していたのだ。

　　　　　　人からはよく傍若無人だとかマイペースだとか言われるが、こちとら人一倍、いや、人二倍程度には小心者だ。ただ、それを取り繕うやり方を知っているのと、臆病者ゆえに準備を怠らないため、あまり動揺して見えないだけ。

　　　　　　それでもこうやって彼に話しかけたのは、どうしても話がしたかったから。

　　　　　「だって、こんな時間まで教室に残って読んでるなんて、ちょっと気になっちゃうでしょ」

　　　　　　戸惑う彼に、余裕たっぷりなフリをして微笑みかける。

　　　　　　下校時刻の近付いた教室。そこに彼だけが残っているのを見た時、これは神様が用意してくれた千載一遇のチャンスに思えた。

　　　　　　だから、勇気を振り絞って自分から声をかけに行ったのだ。

　　　　　「えっと、確か同じクラスの……」

　　　　　　ようやくあたしを認識した彼に向かって、あたしは名乗りを上げた。

　　　　　「うん。同じクラスでゆっきー……じゃなかった、真白夕希の親友の三枝牧。よろしくね」




　　　　　　――こいつがゆっきーにふさわしい奴か、あたしが確かめる。

　　　　　　これが、あたしがこの男、結城鋼というクラスメイトに近付いた理由の全てだ。

　　　　　　ゆっきーこと、真白夕希はあたしと違って本当に筋金入りのマイペースで、天然だ。間が抜けている、と言ってもいい。

　　　　　　夢見がちなあの子が泣かないように、先にあたしがゆっきーの好きになった奴を見極める。

　　　　　　自分でもお節介だと分かってはいたが、それが彼女の親友としてあたしがやらなきゃいけないことだと、あたしは固く信じていた。

　　　　　　だから完全下校時刻になっても帰ろうとしない彼を怪しんで、帰った方がいいんじゃと言う彼を押し切って、行きたいところがあると言う彼を追いかけて屋上に上がって、見回りの先生がガチャンと屋上の鍵を閉める音を聞いて……。

　　　　　「……へ？　か、ぎ？」

　　　　　　気が付けばあたしは彼と二人きりで、屋上に閉じ込められていた。




　　　　　「じゃ、じゃあ、夜の屋上で星を見るために放課後まで残ってたの!?」

　　　　　「うん」

　　　　　「そのために見回りの時間とか屋上で隠れる場所とかわざわざ調べて？」

　　　　　「うん。あ、でもそれだけじゃなくて、星座の本を読んだりプラネタリウムを見に行ったりしたから星の予習も完璧だよ」

　　　　　「バッカじゃないの?!」

　　　　　「えぇ?!　ついてきた人がそんなこと言う?!」

　　　　　　鍵が閉まってしまったものはしょうがない。

　　　　　　幸い、なのかどうなのか、共働きのうちの両親は最近仕事が立て込んでいるらしく、今日も二人とも家には帰ってこない予定だ。ちょっとくらい帰りが遅くなっても誰も咎める者はいない。

　　　　　　あたしが開き直って居座る決意を決めていると、一方の彼は屋上の物陰から色々なものを取り出していた。そりゃあもう出るわ出るわ。床に敷くシートにカイロ、毛布にお弁当。どこのピクニックかと言いたい。

　　　　　「隠し場所には苦労したけどね。何日もかけて準備してたんだ」

　　　　　　少し自慢げに言う彼に、あらためてこいつ馬鹿だなーと心底思う。

　　　　　「あんたってさぁ。変わってるよねー」

　　　　　　最初は猫をかぶって探りを入れようとしていたのだが、やめた。こんな変な奴に気を遣う必要なんてない。

　　　　　　あたしがいつもの口調で話しかけると、彼は少し戸惑った顔をして答えた。

　　　　　「別に、僕はツッコミ気質が魂レベルで浸透してる以外は平凡な人間だと思うけど……」

　　　　　「うん。まずその変な前置きが普通じゃないって気付こうか」

　　　　　「ツッコミ役を取られた?!」

　　　　　　あたしの少し乱暴な話し方にも、特に気にする様子もなくついてきてくれる。

　　　　　　なんだ、こいつ案外話せるじゃん、というのが感想だった。

　　　　　　これなら、単刀直入に訊いてしまってもいいかもしれない。

　　　　　「ねえ。あんたってさ、ゆっきーの……」

　　　　　　あたしがあたしにとっての本題を切り出そうとした時だった。

　　　　　「……ストップ！　どうやら、来ちゃったみたいだ」

　　　　　「へ？　来ちゃった、って」

　　　　　　――ボタッ、ボタボタッ、ボタタッ。

　　　　　　やたらと耳に残る音を出して、最悪の来訪者が屋上にいくつもの黒い染みを作ったのだった。




　　　　　　ダダダダダダダ、と機関銃のような威圧的な音が頭の上で鳴り響く。

　　　　　「雨が降るなんて、聞いてないんだけど！」

　　　　　「僕もだよ。……天気予報、今晩は曇りって言ってたんだけどなぁ」

　　　　　　屋上で話し込んでいたあたしたちを襲ったのは大粒の雨だった。

　　　　　　一応折り畳みの傘は携帯していたけれど、そのくらいで何とかなる勢いじゃなかった。あたしたちは本来は床に敷くはずだったビニールシートをかぶって、屋上の段差に二人で並んで座っている。

　　　　　　毛布を巻いているから寒くはないのだが、叩きつける雨の音は心臓に響くほどだし、何よりこれじゃ……。

　　　　　「ちょっと、近すぎるでしょ」

　　　　　「ん？　ごめん、雨で聞こえなかった！」

　　　　　「な、何も言ってないって！」

　　　　　　雨がシートを打つ轟音のせいで、こんなに近くにいるのに何かを話す時は相手の耳に口を寄せるようにしないと伝わらない。それが何だか少し、くすぐったい。

　　　　　「そういえば――」

　　　　　「これからさ――」

　　　　　　お互いが相手に話しかけようとして、顔と顔が急接近する。

　　　　　「ご、ごめん」

　　　　　　あたしはドキッとして、ひざの間に顔をうずめた。こんなのキャラじゃないでしょ、と自分に言い聞かせても心臓が早鐘を打つのを止められない。

　　　　　「ええと、それで、三枝、さん……」

　　　　　「マキ、って呼び捨てにしていいよ。みんなそう呼ぶし」

　　　　　　出来るだけ軽く聞こえるように、そう言う。実はその「みんな」の中に男子は一人も入ってなかったけれど、その事実には気付かないフリをした。

　　　　　「じゃあ、マキ。だったら、僕のことはコウでいいよ。鋼だから、音読みでコウ」

　　　　　「コウ、ね。りょーかい」

　　　　　　その言葉に、あたしは一つ、うなずいて、

　　　　　「……コウ、か」

　　　　　　雨音に紛らせ、もう一度、その名前を舌の上で転がす。

　　　　　　心なしか、それはほんの少し、少しだけ。

　　　　　　甘酸っぱい味が、した。




　　　　　　しとしとと雨粒が落ちる中、狭いビニールのシートの下で、あたしは制服のスカートの裾をきつく握りしめていた。

　　　　　　――訊かなくちゃ、いけない。

　　　　　　あたしがコウに近付いた一番の目的は、彼がゆっきーのことをどう思っているかを尋ねるため。こんな場所で、二人きりでいる今はその千載一遇のチャンスだと言える。

　　　　　「あ、あのさ。コウ」

　　　　　「ん？」

　　　　　「その…………雨が降って、残念だったね」

　　　　　　なのに、訊けない。もしも彼が、ゆっきーのことを好きだ、と答えた時、自分がどんな顔をすればいいのか、どうしても分からなかった。

　　　　　　あたしのごまかしの言葉に、コウは不意にくくっと笑った。

　　　　　「な、なに？　あたし、おかしなこと、言った？」

　　　　　「そうじゃないけど、知り合いを思い出しちゃってさ。従姉のアイちゃんならこんな時『思い通りにならないのも冒険！』って言うだろうなって思って」

　　　　　「従姉、の、アイ、ちゃん？」

　　　　　　口に出された女性の名前に、あたしの胸がざわりと騒ぐ。

　　　　　「僕より二つ年上の従姉だったんだけど、すごいやんちゃな奴でさ」

　　　　　「……仲、いいんだ？」

　　　　　「うん。よかったよ」

　　　　　「よかった、って。じゃあ、今は？」

　　　　　「死んじゃった。十年も前に」

　　　　　　軽い口調に込められた言葉の重さに、息を呑む。

　　　　　「名前は、篠塚藍理って言うんだけど」

　　　　　「しのづか、あいり」

　　　　　「本人は、こんな地味な名前はいやだー、って駄々こねてたよ。ファイヤーバード花子とか、花か京きよう院いん麗れい子ことか、そういうかっこいい名前がよかったって」

　　　　　　バカだよな、と彼は笑った。

　　　　　　でも、あたしは笑えなかった。

　　　　　「冒険とか探検が好きで、男の子みたいに外を走り回って、僕を連れ回して遊んでくれた。まあ子供の頃のことだから、林に探検しにいって服を破いて怒られたり、街を見渡すために電信柱に登ろうとして怒られたり、空き地を掘って宝物を見つけようとして怒られたり、とにかく怒られてばっかりだったけど。でも、楽しかったんだ」

　　　　　　憧れるような遠い眼差しが、呆れた口調に込められた親しみが、ぎゅぅっとあたしの胸を締めつけて、相槌の言葉も出てこない。

　　　　　「今日、僕がこんなことをしようと思ったのもアイちゃんの影響かもしれないな」

　　　　　「っ！　じゃあ、今日は残念だったねー！　雨で台無しになっちゃって！」

　　　　　　その呪縛を破ったのは、反発心だった。

　　　　　　今日の出来事が死んだ従姉のせいだったなんて、冗談でも口にしてほしくなかった。そんなことを認めてしまったら、今こうしてあたしたちが並んで座っていることが、今までの会話が、全て無意味になってしまう気がした。

　　　　　　でもコウは、そんなあたしの気も知らずに、照れたように笑って、

　　　　　「そんなことないって。思い通りにならないのも冒険だし、ほら、その……新しい友達が、出来ただろ」

　　　　　　あたしに向かって、手を伸ばした。

　　　　　　息が、止まる。

　　　　　「……都合の、いい奴」

　　　　　　だけどあたしはそんな自分を押し隠して、緊張に震える手を伸ばし、精一杯何でもないフリでコウの手を取った。

　　　　　　コウの手と、あたしの手が触れる。触れ合った部分から、カッと熱が広がった。

　　　　　「それに、ほら。どうも僕の準備も無駄にならなかったみたいだし」

　　　　　「え？」

　　　　　　そして、彼は握ったばかりのあたしの手をグイッと引くと、立ち上がる。

　　　　　「ちょっと、待っ――」

　　　　　　あたしは慌てて制止の言葉をかけようとするが、コウは止まらない。

　　　　　　コウの手が、あたしたちを守っていたシートを持ち上げ、夜の空気が二人の世界に入り込んできて、そして……。




　　　　　「う、わぁ……」




　　　　　　そこには、一面の星の世界が広がっていた。

　　　　　　気が付けば、あんなに降り続いていたはずの雨は、いつの間にかあがっていた。

　　　　　「す、ごい……」

　　　　　　感嘆の吐息が漏れる。

　　　　　　夜空も星も、いつも頭上にあったはずなのに、こうやってまともに見上げるのは初めてだったかもしれない。

　　　　　　先ほどまでの大雨が噓みたいに晴れ渡った空に、競うように輝く光たち。自然の大パノラマに、あたしはしばし、言葉も忘れて見入っていた。

　　　　　「……に、見せたかったな」

　　　　　　耳が拾ったかすかなつぶやきに、あたしは隣を見る。

　　　　　「コ、ウ……？」

　　　　　　あたしが振り向いた時、彼はどこか遠くを、夜空のさらに向こう、「アイちゃん」がいる世界を見ているような気がした。

　　　　　「コウ！」

　　　　　　気が付けばあたしは叫んでいた。つながったままのコウの手をぎゅっと握って、あたしがここにいるよと、叫んでいた。

　　　　　「な、なに？　急にどうしたの？」

　　　　　　コウの視線が、あたしを捉える。コウが戻ってきたのを、安堵と共に感じる。

　　　　　　あたしはドクンドクンと跳ねる心臓を抑えて、口を開く。

　　　　　「で、どうだったのさ？　念願の屋上からの星空は」

　　　　　　いつものように飄々と、ことさらに何も気にしていないように。

　　　　　　彼は、あたしの言葉にちょっとだけ考えるような素振りを見せて、

　　　　　「うん。正直、プラネタリウムの方が綺麗だったかな」

　　　　　「あ、あんたって奴は……」

　　　　　　これまでの経緯とか、余韻とかを、全てぶっ壊すようなことを言った。

　　　　　　呆れたあたしが何か痛烈な一言を浴びせかけてやろうとした時、

　　　　　「いつかさ。プラネタリウム見に行かない？」

　　　　　「え？」

　　　　　　そんな不意打ちが飛んできて、あたしの心臓を揺らす。

　　　　　「それ、は……。別に、行っても、いいけど」

　　　　　「ほんと？　いやぁ、実はさ。前に行った時に割引券もらったんだけど、さすがに二回も行く気にはならないし、誰かに使ってもらおうかなって思って」

　　　　　　はにかむように笑うコウに、あたしも恥ずかしくなって……って！

　　　　　「ちょっと待って！　二人で行くんじゃないの?!」

　　　　　「え？　なんで？」

　　　　　「だ、だって、今の流れだと普通そうだと思うでしょ！」

　　　　　「そう？」

　　　　　　と首をかしげるコウ。ぶん殴ってやりたい。

　　　　　「でも、だったら一緒に行こうか。来週の放課後でどう？」

　　　　　「それなら、別に、いいけど」

　　　　　「よーし、じゃあ授業が終わったら、下駄箱で待ち合わせて……」

　　　　　「それは、ダメ」

　　　　　　さっさと決めていくコウに、あたしはＮＧを出した。

　　　　　　どうして、という顔をするバカに、勇気を出して言った。

　　　　　「その時は、ちゃ、ちゃんと、着替えてから、行くから」

　　　　　「あ、そっか。制服で行くのはさすがにまずいよな」

　　　　　「そう、だけど！　そういうことじゃ、なくて！」

　　　　　「んん？」

　　　　　　本当に、こいつはどうしようもない奴だと思う。

　　　　　　こんなのと付き合おうなんて、絶対前途多難だよ、と心の中でゆっきーに告げる。

　　　　　　けれどまあ、こうしてあたしとコウは出会って、友達になった。

　　　　　　そう。ゆっきー風に言うなら、こうだ。




　　　　　　――この日から、あたしとコウのはてしのない物語は始まった。




　　　　　　始まって、しまったのだった。




　　　　　「あ、ところでさ。ずっと訊こうと思ってたんだけど」

　　　　　「何？」

　　　　　「その、ゆっきー？　ましろさん、っていうの、誰だっけ？」

　　　　　　……ほんと、前途多難だよ、ゆっきー。
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《しっかし、何度聞いても信じられないんじゃよ！》

「え？　何が？」

　笑顔のキルリスが去った後、一人きりになった鋼にシロニャが何度目か分からないため息をつく。

《Ｅの殿堂を『わくせいはかいばくだん』で攻略する、というのはすっごいアイデアなのじゃ！　これはほめてやってもいいんじゃよ！》

「あー、はいはい。そりゃどうも」

　あのダンジョンは、道が狭く、壁は熱を反射する。だから爆弾系のアイテムが最大の効果を発揮するだろうと鋼は気付いたのだ。

　さらにあのダンジョンのボス、フローターゲイズは人が近くに寄っていかない限り弱点の目を隠さない。遠くからわくせいはかいばくだんを使えば高確率で倒せるだろうと鋼は考え、実際にその通りになった。

《じゃがまさか、それを思いついていながらあんなことでずっと悩んでたなんて、もう斜め下もいいとこなんじゃよ！》

「あんなことって言うなよ。大事なことだろ」

　シロニャからＥの殿堂の話を聞いた時、鋼には二つの道があった。

　一つは『わくせいはかいばくだん』を使い、安全にダンジョンを制覇する道。そしてもう一つは、危険を冒してもアスティエールたちとダンジョンに潜り、そのエロ……奮闘ぶりを眺めながら正攻法でダンジョンを攻略するという道だ。

　本当にまっすぐなバカなら、後者を選んだことだろう。だが、鋼はそこまでのバカには成り切れなかった。

「やっぱりその辺が、凡人の限界なんだろうな」

《むしろワシはおぬしの行く末がおそろしくなってきたんじゃよ!!》

　しみじみと言う鋼に、シロニャは食ってかかった。

「シロニャってたまに、いや、いつもよく分からないこと言うよな」

《今回ばかりはおかしいのはおぬしの方じゃからな!?》

　そんな風にオラクルで和やかに会話をしている鋼の前に、突然影が現れた。

「ハガネ様。一度ならず二度までも街のために尽力頂き、ありがとうございました」

「……へ？」

　突然やってきてこれまた突然頭を下げてきたのは、眼光が鋭すぎるギルド職員、ラトリスだった。

「あの、何を言ってるんですか？」

　とぼける鋼に、ラトリスは他の人間に聞こえないように耳元に口を寄せて、つぶやいた。

「昨夜の事、と言えばお分かりになると思いますが」

　その言葉を聞いた瞬間、鋼の額にどっと冷や汗が噴き出した。

　昨夜、鋼が『わくせいはかいばくだん』を見張りの冒険者に渡してダンジョンを制覇させたことは、鋼本人しか知らないはずだ。

「実は貴方が巨竜を倒して以降、こっそりと護衛をつけさせて頂いていたのです。何しろ貴方は街を救った英雄、重要人物ですから」

「は、はぁ……」

　想像だにしなかった話の展開に、鋼は困惑するしかない。

　というか、それって護衛ではなく監視なんじゃ、とも思ったが、ラトリスの目が怖すぎて何も言えなかった。

「ええと、その……」

「ご心配なさらず。他言するつもりはありません。ダンジョンを制覇した冒険者も適当な理由をつけて他の街に移動させました。軽く口止めもしたので、しばらくは彼の口から真実が明るみに出る事はないでしょう」

「そ、そうですか……」

　それはまた、手が早いというかなんというか。

　尋ねる前に先回りして答えられた鋼は、ただひきつった笑みを浮かべるしかない。

　しかし一方、ラトリスの機嫌は驚くほどよい。

「やはり貴方は、私が見込んだ、いえ、それ以上の逸材とお見受けしました。街を救って頂いたお礼、という訳ではございませんが、以後、将来有望なハガネ様の専属として、私、ラトリスが貴方のサポートを担当させて頂きたいと存じます」

「え？　それって……」

　さりげない爆弾発言に、鋼は助けを求めてキルリスを見る。

　キルリスはそれまでの話の流れについていけていなかったようだが、ギルド職員という仕事柄か、いつものように解説をした。

「ええと、要は彼女がハガネさんの冒険者としての活動を手助けしてくれるというか、マネージングしてくれるというか……」

「具体的には、特別な依頼の斡あつ旋せんや鍛錬メニューの考案、知名度の調整や英雄としてのプロデュースを担当します」

　アイドルのプロデューサーみたいなものだろうか。鋼は突然の想像もしていなかった申し出に、困惑した。

「あ、でも、すごいんですよ彼女は。この前担当した方なんて、なんと半年で冒険者ランクをＤ＋からＢ－マイナスまで上げたんです！」

「へぇ。それはたしかに……」

　よくは分からないが、冒険者ランクの最高が実質Ａだというなら、Ｂランクでもかなりのものだろう。

　ゲーム感覚で考えるとそう大したことがないようにも思えるが、この世界の冒険者は一生、つまり年単位、十年単位で少しずつランクを上げていくはずだ。

　それを半年で、となれば、それを可能にさせたラトリスはかなりの凄腕だと考えられる。

「そういえば、その冒険者の人は今どうしてるんですか？」

　鋼が興味本位で口にした言葉に、キルリスは硬直し、ラトリスが硬い声で答える。

「……逃げました」

「え？」

「あの軟弱者は一月ほど前、私達の街を捨ててどこか遠くの街へ逃亡した、と申し上げているのです」

　ラトリスの目には強い怒りが見えた。どうやら鋼は盛大に地雷を踏んだらしい。

「あ、ええと、それはその……」

「そんな事よりも。次の話をしましょう。ここでは何なので、こちらへ」

　ラトリスの迫力に、鋼がまさか逆らえるはずもなく、為なす術すべもなく連行されていく。

「あ、わたしも行きます！」

　キルリスがあわててついてくる。

　仕事はいいのかと思わなくもなかったが、ラトリスと二人きりというのもちょっと怖いので、鋼は何も言わなかった。

　個室に連れて行かれた鋼は、革張りのソファに座らされた。反対側に座るのはラトリスとキルリス。何かの面接みたいである。

　ラトリスが雑談などを振るはずもなく、いきなり本題に入る。

「当面の方針ですが、まず依頼云うん々ぬんの前に、身辺の整理から始めるべきかと思われます」

「身辺の整理？」

「貴方は今、この街一番の有名人です。それは様々に利用可能なアドバンテージではありますが、当然ながらデメリットも存在します。例えば、貴方は昨日、巨竜の報奨金として六十五万マナを受け取りましたね。この事実は伏せてありますが、巨竜ほどの大物を倒したのだから大金を得られたはずだ、と想像する人間は当然いるでしょう。この意味が分かりますか？」

「僕からお金を取ろうとして、襲ってくる人がいるかもしれないってことですか？」

「その通りです」

　ラトリスはあっさりとうなずいた。

　その態度に、鋼の中で不安が広がる。

「もしかして、ここって治安が悪いんですか？　道を少し外れたらスラムがあるとか、奴隷市場が開かれてるとか、街外れに盗賊の根城があるとか……」

　その辺りはいかにもファンタジー世界の定番だ。

　鋼としてはあまり血なまぐさいのは勘弁してほしいのだが。

「ハガネ様。それはどこのファンタジー世界の話ですか？」

　だが、ラトリスには何この人、みたいな呆れた目で見られた。その後ろのキルリスまできょとんとしている。

　しかし、ファンタジーな世界の人に、何そのファンタジーって言われると思ったよりダメージがでかい。

「この街にスラムなどありませんし、奴隷市場などという物は寡聞にして存じません。盗賊については、大きな街にはギルドが存在するという事は聞いた事がありますが……」

　思った以上に、ここは平和な世界、ということでいいのだろうか。でも、モンスターとかいるのに？

　などと鋼が首をかしげていると、困った時のシロニャちゃんが出てきた。

《サニーが頑張っておるからの。この世界では犯罪行為はひかえめなのじゃ》

（サニー？）

《ワシとも知り合いの審判の神じゃよ。めずらしい人間上がりの神様で、本名は……ええと、さにわじゃったか、はにわじゃったか……》

（さにわじゃないか？　はにわだったらハニーだし）

《たぶんそれじゃ！》

　知り合いのはずが名前を忘れた上に『それ』扱い。シロニャに友達ができない理由が見えた気がした。

《神の目をもってすれば人間の悪事などお見通しじゃからな。悪事を行うと冒険者カードなどに記載されてしまうし、割に合わないのじゃ》

（分かるような分からないような……）

《全盛期の夜〇月がいるデス〇ート世界みたいな？》

（すごく分かりやすい!!!）

　だが、その説明は色々と危険だ。

「よ、よく分かりました。それで？」

　いい加減不審そうな目をしているラトリスに話の続きを促す。

「……あるいは、こちらの方が可能性としては高いのですが、有名になった『棒切れ勇者』と戦ってみたい、決闘して名を上げたい、などという人間が出る事もあるでしょう」

「あるんですか……」

「はい。間違いなく」

　保証されてしまった。

「まあそれならそれで断ってしまえばいいのですが、それ以外にも……」

「まだあるんですか?!」

「まだあります」

　断言されてしまった。

「例えば、酒に酔った高レベル冒険者が、勇者である貴方を試してやろうと、自分の飲んだ空のジョッキを貴方に投げつけたとします。どうなると思いますか？」

「すごく痛い、とか？」




「――多分死にます」




「死の恐怖ふたたび!?」

　鋼は思わず叫んだ。

　空ジョッキぶつけられただけで昇天とか、ＰＫＫなんて目じゃないくらいの恐ろしさだ。

「最前にギルドカードを拝見した時、ステータスも確認させて頂きました。レベルは多少上がったようですが、まだ頑強が０でしたので、その可能性もあるでしょう」

　シロニャからも少し聞いていたが、ラトリスが言うには何でもダメージ計算というのは状況によって面倒な計算式が適用されるそうだ。

　特に総合的な防御力というのは生身の防御と装備の防御の加算ではなく加算と乗算の複合のため片方が０だと思わぬ大ダメージが……云々、ということらしい。

　よく分からないが、すごく危険ということだけは鋼にも感じ取れた。

「そこで、護衛を雇う事を提案します」

「護衛、ですか？　それは、昨夜僕を監視……じゃなかった、見守っててくれたのとは別に、ということですか？」

「はい。昨夜のアレは私が個人的に雇っていた者なので当然違います。隠れて見守る事よりも、表に立っておかしな気を起こさないように周囲を牽けん制せいする方がこの場合は適しているでしょう」

　屈強な黒服ＳＰを思い浮かべた。確かにそんなのに守られた奴に喧けん嘩かを売ろうとはあまり思わないだろう。

　しかし、ＶＩＰっぽくて気後れするというか、本当に護衛なんてものが必要なのか、とも思ってしまう。

　そんな空気を感じ取ったのか、ラトリスが仕方ない、とばかりに口を開いた。

「これは、伏せたままにしておこうかとも思ったのですが……。昨日、ハガネ様の護衛についてもらった者からの報告は、昨夜の一件の事だけではありません」

「え？」

　ラトリスの眼鏡が剣けん呑のんな光を放ち、鋼は何だか嫌な予感がした。

「昨日一日だけで、ハガネ様に挑戦しようとする者が八名。もちろんこれは配下の者が直前に説得して諦めて頂きましたが」

「護衛の人こわっ！」

「ハガネ様を闇討ちしようとして私の配下の者に闇討ちをし返された者が六名」

「ここ治安いいんじゃなかったのかよ!?」

「空になったジョッキを後頭部に投げつけようとした者が二十六名」

「この街の人、どんだけジョッキ投げたいんだ?!」

　異世界の不思議風習だった。

「ケルベロスに騎乗してハガネ様に飛びつこうとしていた修道女が一名」

「なぜだか知り合いの予感がする！」

「ケルベロスの名前はポチ」

「実は知ってたよ！」

　きっと弟のようにかわいがってもらってるんだろうポチは。

「強こわ面もてだけど実はメス」

「ポチって名前じゃかわいそうだろ！」

　どんどん嫌な新事実が発覚する、パンドラのびっくり箱みたいな修道女だった。

「さて、次は……」

「まだあるんだ！」

「まだまだ行きます」

　宣言されてしまった。

「ハガネ様にサインをねだりに来た子供たちが十八名」

「あれ？　誰も来なかったけど」

「ハガネ様は三度の飯より子供嫌いだと説明して帰って頂きました」

「イメージダウンだそれ！」

　鋼の英雄としてのプロデュースはどうしたのだろうか。

「いえ、三度の飯より子供が好きというのも問題があると思いまして」

「単に言い方の問題だよな、それは！」

　鋼が声を荒らげるが、ラトリスは淡々と続ける。

「ハガネ様が道に迷っていた時間、約二時間」

「そこはいいよ！」

「ハガネ様が目に見えない何かに話しかけた回数、五十七回」

「それもいいよ！」

「ハガネ様が昨日一日で得た経験、プライスレス」

「それでオチたと思うなよ！」

「護衛の者がむしゃくしゃしてハガネ様を刺そうとした回数、カウントレス」

「そんなオチはいらないし、実はそれが一番危険だったんじゃないの!?」

　ツッコミ疲れではぁはぁと息を切らす鋼に、ラトリスはあくまで冷静な態度で告げる。

「お分かり頂けたでしょうか。幸い、貴方には六十五万マナという大金があります。その一部を護衛に回しても、身の安全を図るべきでしょう」

「……まあ、そこまで言われちゃあね」

　鋼にも当然、死の恐怖さんにはできるだけ遠くにいてほしいという気持ちはある。

「それに、有望な冒険者に護衛を頼めばクエストを手伝って貰もらう事も可能です」

「おお!?」

「そして将来的に、彼らと親しくなって護衛ではなく仲間になれば、費用も掛かりません」

「な、なるほど……」

「実は、貴方が巨竜と戦っている時からこの事態を見越して先に護衛候補の方の目星をつけさせて頂きました」

「仕事はやっ!?」

「お褒めに与あずかり光栄です」

　もはやラトリスの言葉にリアクションをするマシーンと化した鋼に、彼女は少しだけ満足そうな顔をした。

「長く近くに置く人です。貴方の希望に沿うような方たちを揃そろえるに越したことはないと思いましたので」

「あ、そうですね。ありがとうございます」

　四六時中一緒にいる相手と考えると、やはり気に入らない相手では落ち着かないだろう。

　一日中ずっと筋トレしている汗臭いおっさんとか、毎日たばこを二百本吸うヘビースモーカーとか地味に嫌かもしれない。

　やっぱりこの人はやり手だな、とあらためて鋼は感心して、

「ですので、護衛候補は全員若い女性で統一させて頂きました」

「……は!?」

　次の言葉に目を点にした。

「隠さなくても結構です。ミスレイさん、キルリスさん、アスティエールさん、それから僭せん越えつながら私も含め、この街で貴方が親しく付き合った人間は全員が年頃の女性ばかりです」

「え、それは……」

　貴方の好みは分かっていますよ、とばかりに心なしか得意げに眼鏡を持ち上げるラトリス。

　鋼としてはそんなつもりはないのだが、事実だけ見ると割とその通りではあるので反論がしにくい。鋼がそれ以外で話した人と言えば、ファルザスのおっさんとシロニャくらいしかいなかった。

「しかも、幸いな事にダンジョン騒動で呼び寄せた応援の方も護衛候補として名乗りをあげてくださいました。善は急げ、です。別室で待機して頂いているので、今連れて参ります」

「え……」

　固まる鋼を満足げに見据え、ラトリスは一度眼鏡のつるを指で押し上げると、席を立った。

「あ、ちょっと……」

「心配には及びません。出来るだけ貴方のお眼鏡に適かないそうな見目麗しい方を集めましたので、安心していてください」

　鋼としては引き留めたかったが、鋼が「いや、心配してるのそこじゃないから！」とツッコむべきか、「眼鏡かけてるのはそっちだから！」とツッコむべきか迷っている間にラトリスは奥の部屋に消えていってしまった。

　ラトリスの「出来る人」という印象は固まったが、同時に「暴走する人」という評価が新しく加わった。何だか逃げ出した冒険者の気持ちも分かるような気がした。

「あ……」

　なんとなく、その場に残ったキルリスと目が合った。自然と顔を見合わせる。

　すると、キルリスが申し訳なさそうに言った。

「あの、今さらな話ですが……」

「うん？」

「あの人はわたしの知る限り、ミスレイの次に出会っちゃいけない人なんです」

　それは最初に言ってくれよ、と鋼は思った。




　　　２




「お待たせしました」

　鋼がキルリスと雑談したり、ギルドにやってきたと思ったらまた鋼に飛びつこうとしたアスティエールを怒鳴ったりしているうちに、ラトリスが戻ってきた。

「護衛候補の方たちの準備は出来ましたが、それよりも先に、護衛候補を選んだ判断基準についてお話ししておきます」

「あ、はい。お願いします」

　鋼がアスティエールたちとの雑談を切り上げてラトリスに向き直ると、ラトリスは一度眼鏡の位置を直してから話し出した。

「まず、第一の条件として、現在火急を要する依頼等を受けてはおらず、他にも長期の依頼を妨げる要因を持っている者は除外、確実に長期間、護衛だけに専念出来る環境にある事を条件に挙げました」

「確かに、それは大事ですね」

　途中で依頼があるからと抜けられても困るし、何かのしがらみで街を離れられないというのでは困る。

　その時ちょうど、

「うーむ。そういえば、私は最近騎士団を首になったせいで、日々の糧を得る方法が何もないなー。そろそろ長期の依頼を探さなければなー」

　などと後ろでアスティエールが愚痴を言い始めたが、鋼は特に気にしなかった。

「第二の条件は犯罪歴等がなく、性格が善良、誠実である事」

「自分の護衛に後ろからズドンとやられたらたまらないですもんね」

「それに、将来ハガネ様の仲間になるかもしれない事まで考慮すると、仕事はこなすけれども冷徹な人間や高圧的な人間は相応ふさわしくないとの判断です。しかし残念ながら、こちらについては調査不足という他ありません。申し訳ありませんが、護衛の選定についてはハガネ様の裁量で自分の信じられる方を慎重に選んでくれるようお願いします」

「し、しかし大丈夫だよな！　私は元とはいえ騎士！　騎士とは清廉潔白、善良無比、誠実無双もいいところだから、きっとすぐに色々な依頼のオファーが来るはずだ！」

　後ろでアスティエールの独り言が多少前向きに変わっていたが、鋼は特に気にしなかった。

「第三の条件はハガネ様の我わが儘ままにより、若い女性であり見目麗しい容姿を持っている事」

「いや、それってラトリスさんが勝手に決めた条件ですよね!?　何で僕の我がままってことになってるんですか！」

　抗議するが、その言葉はラトリスのメガネに跳ね返されるばかりで何の効果もない。

「そ、それに私はまだ年若い女性であるし、見た目も……うむ、まあ人の好みもそれぞれだが、美しいと言ってくれた人も多いし、うん！　ハガネ殿はあんまり眼中にないようだが、その、十分イケてる？　という奴だよな、うん」

　アスティエールが後ろでまた騒ぐ。何だか内容が微妙にシンクロしている気がしたが、鋼は特に気にしなかった。

「第四の条件は、周囲に気を配る事が出来、可能なら護衛対象を目立たずに守る能力がある事」

「美人だったら、それだけでどうしても目立っちゃうと思いますけどね」

「はい。残念ながら、第三の条件があるためにこれについてはあまり適格な人物はおりませんでした」

　ラトリスはさりげなくハガネに責任を押し付けてきた。

「わ、私は父様に『アスティエールはよく気の付く子だね』と言われたことがあるぞ！　それに貴族の令嬢を護衛した時、

『蝶ちようよ花よと育てられた温室の花も、真実の美を持つ天然の花の前では霞かすんでしまうのですね』

『どういうことでしょうか』

『お分かりにはなられませんか？』

『申し訳ありません。非才の我が身を嘆くばかりです』

『ふふ。貴方がいると、わたくしが目立たなくなるので助かると言っているのですわ』

『はっ。お褒めに与り光栄至極です』

　という感じに目立たない護衛法を褒められたこともある！」

　後ろで鬼の首を取ったように騒ぎ立てるアスティエール。

　そろそろ鋼も、こいつこっちの話聞いてるんじゃないか、と感じ始めてきたのだが、特には気にしなかった。

「第五の条件は、将来ハガネ様と共に歩むに足るような輝きを持っている事」

「輝き、ですか？」

「はい。私がハガネ様に見出したような、可能性の輝きです」

「はぁあああああ！　煌きらめけ聖色！　今、私を、輝かせろぉおおおおおおおお!!!」

　後ろでまばゆい光が生まれて話に邪魔なことこの上なかったが、鋼は特に気にしていないフリをした。

「では、最後の、そしてもっとも重要な条件は」

「はい」

「戦闘能力です。どんな危地にあっても、必ず護衛対象を守り抜ける程の、卓抜した戦闘力」

「はぁぁ、閃光斬！　食らえ、稲妻、斬り！　そして、必殺必中！　奥義、白夜の……」

「あの、ちょっと！」

　後ろでブンブン剣が振り回されるにいたって、鋼も気にしないワケにはいかなくなった。

　アスティエールはなぜか期待にあふれた目で鋼を振り返った。

「な、何だ？　何か用なのか？　自慢ではないが、今の私はちょっと暇だぞ？」

「ほんと自慢になんないな！　ええと、正直話の邪魔なんでもうちょっと静かにしててくれないかな？」

「え……？」

　言った瞬間、アスティエールは裏切られたみたいな顔をした。

「いや、そんな顔されても……」

　鋼としてはごくごく真っ当な要求をしたつもりだったのだが。

「はぁ。ハガネさんはダメですね。そういうことじゃないでしょ」

　それを見て、キルリスがため息をついて前に出た。

「アスティエールさん」

　しっかりとしたまなざしで、アスティエールの前にキルリスが立つ。

　自分を期待の目で見つめる彼女に、キルリスは言った。

「ストレス溜たまってるのは分かりますけど、ギルド内では刃物は禁止ですよ」




「うわあああああああん!!」




　アスティエールは突然泣き出したと思ったら、部屋の隅に行って体育座りを始めた。

　いちいち挙動不審な人だなぁと思いながら、鋼はラトリスの方に戻った。

　今は彼女の奇行に付き合っている暇はないのだ。

「では、よろしいでしょうか。そろそろ時間ですので、護衛候補の方々に入って来て貰いたいのですが」

「は、はい！」

「分かりました。……どうぞ、入ってきてください」

　その言葉と同時に、ラトリスが奥の扉を開ける。

　いよいよ対面のときが近づいていると感じて、鋼はつばを呑み込んだ。

　もしかするとこの奥に一生の仲間になる人間がいるかもしれないと思うと、鋼だって緊張する。

　鋼がじっと見守る中、扉の奥で誰かが動く気配。

　そして、次の瞬間、鋼の視界に入ってきたのは、十二、三歳くらいの長い耳と丸い尻尾をつけた少女。




《はじめましてだウサ……のじゃ！》




「またこのパターンかよ！　シロニャァアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　鋼は頭の中に上書きされた神様少女のコスプレ映像に向かって、あらん限りの声で絶叫したという。




　　　３




《またしてもひどいのじゃよ！　おぬしがあんまりバニーバニー言っておったから、猫としてのプライドを捨て、長耳に魂を売ってまでバニーガール姿になったというのに……》

（明らかに狙ったタイミングだっただろ！　何でわざわざ護衛候補の人たちが来てくれた瞬間に画像送ってくるんだよ！）

《それは、じゃって……ぬぐぐぐぐ》

　鋼の言葉通り、今鋼の前には三人の少女が、いや、三人の美少女が並んでいた。

　それはシロニャにも見ることが出来るはずで、何かまたいちゃもんでもつけてくるか、と思いきや、そこはシロニャ。めずらしいシチュエーションに興奮したのか、さっきまでの不機嫌さも忘れて高揚した声を出す。

《こ、これは伝説のアレじゃな？　三人がシャッフルされて、その後『みぎ　まんなか　ひだり』の誰を雇うか決定するという……。ワシは断然タマゴ持ちを推すのじゃ！》

（それ現実でやっても顔見ればすぐ分かるからシャッフルの意味ないぞ？）

《な、なんじゃと!?》

　驚くシロニャは放っておいて、鋼はラトリスに紹介を頼んだ。

「はい。では僭越ながら私がご紹介をさせて頂きます」

　ラトリスは三人の横に並ぶと、バスガイドのように解説を始めた。

「今日はハガネ様の護衛の候補としてＡ、Ｂ、Ｃ、それぞれのランクの冒険者に一人ずつ来て頂きました。一般的に、護衛の依頼料はランクによって変動しますので、ご注意を」

　なるほど、と鋼はうなずいた。その辺を含めて、ラトリスは広い範囲の選択肢を示してくれた、ということなのだろうと納得する。

「では、左から順に紹介させて頂きます。まず、この方がＡランク代表のララナ様です。ダンジョンの件で応援に来て頂いたのですが、ご本人の希望によりハガネ様の護衛候補として名乗りをあげられました」

「ボクがララナだよ！　よろしくコウくん！」

　そうやって元気にあいさつしたララナは今の鋼とほぼ同じくらいの年だろうか。見るからに小柄で元気な少女という雰囲気で、それは非常に好感が持てるのだが、

（あの耳、なんだ？）

　思わず鋼が言葉を失い、凝視してしまうほどに立派な猫耳が生えている。

　それがどのくらい立派な猫耳かというと、大体シロニャの一・一倍くらい立派だった。つまり大して変わらないと言える。

　鋼が内心首をかしげていると、早速ラトリスが説明してくれた。

「ララナ様はご覧になれば分かるように、猫耳族の女性です。特に素手での近接戦闘を得意とする格闘家になります」

（猫耳族……？）

　しかし、鋼の疑問符は増えるばかりだ。

　すると、こんな時ばかりは抜群に頼りになるシロニャが口を出した。

《うむ。驚くのも分かるんじゃが、猫耳族は母様がねじ込んだ種族でな》

（どういうことだ？）

《本当は猫系種族は猫人間的なフェルプールだけのはずじゃったんだが、そこで母様が激怒したんじゃ。顔が全部猫とか誰得だと。猫耳肉球な獣人こそが異世界のロマンである、とな。そうしてできたのが、耳と尻尾と肉球だけが猫という猫耳族なんじゃ！》

（……うん。まあ、創世神様は猫耳大好きっぽいもんな）

　とある猫耳猫尻尾の完備された神様を思い浮かべながら鋼はうなずいた。

（というか、シロニャは騒がないんだな。キャラかぶってるとか言って文句言い出すかと思ったけど）

《ふん！　所詮あやつらの耳は量産型！　ワンオフオーダーメイドのワシに敵かなうはずないのじゃ！　見るのじゃよコウ、このワシの神々しき猫の耳を！》

（いや、ウサ耳に隠れて全然見えないんだけど）

《しまったのじゃ！　すぐ着替えてくるんじゃよー!!》

　一人で騒いでどこかへ消えていくシロニャ。毎度のことながら忙しない。

　それにしても、猫耳族が神様のゴリ押しの被害者なのはやっぱり間違いないらしい。何だかそれだけで猫耳族に無条件で同情できてしまう鋼だった。

「なになに？　ボクの耳に興味があるのかな？　そりゃー普通に暮らしてたら本物なんて見る機会ないもんねー！　いいよいいよ。ほら、特別にさわってみる？　ほら！」

　しかし、少なくとも目の前に立つ猫耳族の少女は、そんな悲ひ愴そう感とは無縁のようだった。

　何がそんなに嬉しいのか、異様に高いテンションで鋼にぐいぐいと猫耳を押しつけてくる。

「い、いえ。遠慮します。ラ、ララナ……さん」

「ララナでいいよ。あ、いや、コウくんには、特別にボクの真名を教えてあげようかな」

「ま、真名？」

　今度は何かおかしなことを言い出してきたララナに鋼がドン引きしていると、彼女は不敵に笑った。

「ふふふ。ここだけの話だけどね。実は、ララナというのは仮の名なんだ。ボクの魂に刻まれし真の名、すなわち、我がソウルネームは……」

「いえ、ララナという名前でカードには記載がありますが」

「だ、だから、ララナっていうのはカードとかに使っちゃう便利な仮の名で、真の名前は……」

「いえ、冒険者カードに虚偽の報告は出来ませんので、こちらが両親につけられた正式な名前だという事になるはずですが」

「う、うう。じ、実はボクの両親は今の両親とは別にいて……」

「いえ、事前に軽く身辺調査をさせて頂いた限り、ララナ様は両親と血のつながりがあるようですが」

「あ、う、うあぁあ……。で、でもボクはぁ……」

　何か中二っぽいことを言おうとして、完全にラトリスに論破されるララナ。

　だがとにかく、変人であることは間違いない。これ以上相手をするのも面倒だと思った鋼は、ちらりとラトリスに視線を送る。

　もちろんやり手である彼女がその意図を見抜けぬはずもなく、

「ララナ様、ありがとうございました。では、次は……」

　無理矢理にララナの自己紹介を打ち切ると、流れるように次の人の紹介に移る。

「うぅぅ。ボクのソウルネーム……」

　と、ララナが恨めしげにつぶやく中、二人目の護衛候補が前に出た。

「彼女はターナ。ランクＢの冒険者です」

「あたしはそこそこ高いよ。払えるんなら、ま、よろしく」

「ちなみに彼女が昨日一日、ハガネ様の護衛をしていた方です」

　あ、むしゃくしゃして背中刺そうとしてた人だ、と鋼は思ったが、むしゃくしゃして背中刺されたら嫌なので特にコメントはしなかった。

「実力については昨日の護衛で理解して頂けたと思います。短剣の扱いと闇の魔法が得意で、各種状態異常攻撃の他、暗殺技であるタナトスコールまで使えます」

「わ。ちょっと！　ラトリスさんあたしの情報勝手に漏らさないでよ。話すならせめて情報料払ってからにしてよね！」

　変なところで食い下がるターナ。どうやら彼女はお金にがめつい系のキャラなんだなと鋼は把握した。

「前々回の依頼、クエスト達成料が満額入ったのはどうしてでしょうね」

「う……。そ、そうやって部下の言論を封じようと……こ、この陰険メガネ！」

「そうですか。では、先月の依頼主に、依頼を期日内に終わらせるために守銭奴アサシンが何をしたか、お話しする他ないようですね」

「ウソだってば！　それ洒落しやれになってないから！　いいよロハで！　ロハ大好き！」

　どうもラトリスとは親しいらしい。やり取りにどこか手慣れた感じがするというか、ラトリスも他の人と接する時とは若干違う態度を取っているように鋼には見えた。

「少なくとも、彼女の身元と実力については私が保証致します。金銭に対する過度の執着を除けば非常に優秀な冒険者と言えるでしょう」

　さっきまでのやり取りの陰など微み塵じんも残さず、ラトリスが綺麗にまとめた。

　鋼としても、昨日鋼にも気付かせずに色々な問題を処理してくれたという実績があるので、彼女の腕に対しては信頼してもいいと思えた。

　ちょっと気になるのは、さっきラトリスが言っていた暗殺技だというタナトスコールがどういう技かというくらいだが……。

《それならワシが教えてやるのじゃよ！》

（シロニャ!?）

　その疑問には、戻って早々にオラクル（添付ファイル付き）であざとく猫手を作った媚こび媚び画像を送りつけてきた猫神様が答えてくれた。

《タナトスコールというのは物理属性の即死技なんじゃよ！　制限も多いんじゃが、暗殺にはもってこいの技じゃぞ。武器に付与するタイプのスキルで、タナトスコールが付与された武器で最初に傷つけた相手に死神を憑つけられるんじゃ》

（死神か……。強そうだな）

《いや、タナトスコールで呼んだ死神はめちゃんこ弱いんじゃよ？　ぶっちゃけ子猫の猫パンチに負けるレベルじゃ。大体転生直後のおぬしの三倍くらいの強さくらいかのう》

（弱いな死神！　というか、弱すぎるな当時の僕！）

　今の鋼なら死神より強いだろうか。今度子猫とスパーリングでもしようか、と脇道に逸それそうになる思考を無理矢理に軌道修正する。

（で、そんな弱い死神が役に立つのか？）

《じゃから、即死技じゃと言ったじゃろ。死神を憑けたまま三十秒経たてば即死の効果が発動するのじゃ》

（三十秒、ぼうっとしてたらアウトってことか）

《寝込みを襲われたり、麻ま痺ひしている時に使われたらまず死んだと思った方がいいのじゃ》

（うわ。そう考えると強くてえげつない技だな）

《うむ。しかしこんな技を使えるとなると、あの吝りん嗇しよく娘はかなり高レベルなアサシンと考えられるのじゃ》

　りんしょくなんて難しい言葉を知ってる三歳児だな、と鋼は思いつつ、とりあえずターナへの評価と警戒心を上方修正した。

（そういえば、大事なことを聞いてなかった。即死技があるのは分かったけど、その逆、蘇そ生せいとか復活の呪文とかってあるのか？）

《ぬ？　当たり前じゃろ？　それならワシも今覚えとるところじゃぞ？》

（え？　そんな簡単なもんなの？）

　驚く鋼に、シロニャはあっさりと肯定する。

《じゃあ、おぬしも覚えればいいのじゃ！　読むからよく聞くのじゃぞ。「すまいざご　うとがりあ　にうとんほ　くどいあご　のでまここ」》

（それは復活の呪文違いだよ！）

　というか、今時相当レトロなゲームでもセーブの代わりにふっかつのじゅもんを要求されるようなものはない。

（そうじゃなくて、人を生き返らせる魔法とかないのかって話だよ！）

《なら最初からそう言うのじゃ！　まあ、なくはない、かの》

（ふくみのある言い方だな）

《高位の神聖魔法などにあることはあるのじゃが、習得できる人間がほとんどいない上に、死後数分が経ってしまうと復活不可能なのじゃ》

（つまり、死んだら近くに復活魔法を唱えられる人がいないとゲームオーバーってことか？）

《そう思っておいた方がいいじゃろうな》

　あらためて自らの置かれたシビアかつファンタジックな現実を再認識した鋼だったが、もっと認識すべきは現在の状況だった。

「何か、気になる事でもございますか？」

　ラトリス、キルリス、護衛候補の三人、後ついでに部屋の隅から突き刺さる恨みがましい元騎士の視線が、鋼を貫いていた。

「あ、あははは。何でもないです」

　お得意のごまかし笑いを出して、ラトリスに先を促す。

　そして、最後の一人になったのだが、

「では、右のこの方が、Ｃランクの代表で、名前は……」

　ここへ来て初めて、ラトリスの立て板に水解説が止まった。

「失礼しました。名前が思い出せないのですが、貴方の名前をもう一度教えて頂けますか？」

「名、前？」

　少女がたどたどしく話し出す。

　彼女は黒いゴスロリ服に身を包んだ十二、三歳くらいの少女であり、服の黒さにさえ目をつぶればシロニャと印象がかぶらなくもない。

　ただ、彼女にはシロニャにはない不思議な風格と愛らしさがあった。













　彼女が動くだけ、口を開くだけで、全員の視線が釘付けになる。

「わたし、の、名前、は……」

　そんな視線に気付いているのか、その場の全ての人間が見守る中、彼女の唇が小さく動いて、




「…………忘れ、た」




　その場の全員がガクッとなった。

「いや、自分の名前忘れるとかどんなうっかりだよ！」

　鋼が激しいツッコミを入れても、名無しの少女はぽーっとした顔で突っ立っているだけ。

「じゃあ、何て呼べばいいんだ？」

「……なん、でも」

　こだわりがないにもほどがある。

　だが、鋼だってこの世界に来て変わり者とばっかり会うことによって鍛えられていた。この程度でめげたりはしない。

「だったらもう、服が黒っぽいからクロニャって呼ぶからな！」

「クロはともかくニャはどこから出てきたのだ?!」

　一瞬で呼び方を決めてしまった鋼にアスティエールからツッコミが入るが、もちろんニャの出どころはシロニャである。

《クロニャとは、おぬしはまた、ピンポイントで嫌な名前を……！》

　ちなみに名前のもとになった神様には、クロニャという名前は何だかお気に召さないらしかった。

「……クロ、ニャ」

　肝心の呼ばれた当人はというと、鋼が呼んだ名前を嚙みしめるように繰り返すと、自分の身体を抱いてぷるるっと震えた。

「ど、どうした？」

　嫌がっているのか嬉しいのか判定が微妙なリアクションに、鋼がちょっと引き気味に尋ねる。

「……なんか、ぷるるって、きた」

「そりゃあ見れば分かるよ！」

　再三のボケ発言に、すでに何度目か分からないツッコミを入れる鋼。と、そこで、少し離れた場所から様子を見ていたキルリスが後ろから口を出す。

「あのー。思うのですが、名前が分からないのならギルドカードを見ればいいのでは？」

「あ……」

　盲点というか、クロニャ（仮）のボケに釣られてそんな単純なことも思いついていなかった。

「ギルドカード、見せてもらえるか？　名前のところだけでいいから」

　鋼がそう頼み込むと、クロニャ（仮）はやったらひらひらのゴシック服のどこかからカードを取り出し、それを鋼に見せた……のだが。




　クロニャ
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「いや、何でこっちもクロニャ？」

　まさか噓うそから出た実まことという奴で本当にクロニャという名前だったのだろうか。

　鋼が自分のエスパーっぷりに恐怖を覚えていると、頭の中におなじみの声がした。

《あー。これは、あれかもしれんのじゃ。〈名づけ名人〉のタレント！》

「また役に立たなそうなタレントを……。それで、効果は？」

《うむ！　これは分かりやすいのじゃ！　名づけ名人のタレントはモノや人、動物なんかに自分好みの名前をつけることができるタレントじゃよ！　とはいえ、普通はもう名前のあるものに勝手に名前をつけるのは無理なんじゃが……》

「じゃが？」

《本人がもうクロニャでいいや、って思ったんじゃろうな、きっと》

「…………」

　突然の改名を受け入れてしまうクロニャも、それで実際の名前が変化してしまうこの世界も、なんというかとんでもねえな、と思う鋼だった。

「ラトリスさん。この子、レベル一とか書いてありますけど、大丈夫なんですか？　というか、どうしてこの子を？」

　他の項目は見れなかったものの、レベル一の時点でどう考えても護衛に向いているとは思えない。

　しかし、鋼の不安などを吹き飛ばすような力強さで、ラトリスははっきりと言った。

「勘です」

「勘なんですか!?」

「はい。ハガネ様は十二、三歳くらいの外見の幼げな少女が好きだという天啓が……」

（おい、シロニャ?!）

《え、冤えん罪ざいじゃよ！　今回はワシは何もしてないんじゃよ?!》

　などとシロニャにあらぬ罪をかけたところで、ラトリスはちょこんと眼鏡を直して言った。

「いえ、今のは冗談です。ただ、彼女の目を見た瞬間に分かったのです。彼女はハガネ様の護衛役にふさわしい人材だと」

「はぁ……」

　目を見ただけで人材が分かるなら便利な話だなぁとしか言えないが、ここまできっちりと話を進めてきたラトリスが適当な仕事をするとも思えない。

　メンバー候補にしようと思い立ったのは直感だとしても、その後でちゃんと調査をして何らかの適性を見出したのだろう、と好意的に解釈することにする。……だったら何で名前知らなかったの、というツッコミどころはあるが。

「では、これで三人の紹介を終わらせて頂きます。そして最後に、護衛の代金は、危険手当等の諸経費込みで、Ａランクなら三千マナ、Ｂランクなら二千マナ、Ｃランクなら千マナとなっています。もちろんこれは、護衛候補のお三方にも既に了解頂いている金額です」

「……分かりました」

　鋼が巨竜を倒した賞金として六十五万マナを持っているにしても、かなりの額だった。例えばＡランクのララナを雇えば、十日ごとに３万マナが消えることになる。

　鋼が受けた最初の依頼の報酬が一日二百マナだったことを考えると、やはり高額だ。しかし必要な出費だと感じた。

　鋼はもう決断していた。三人の話を聞いている途中から、もうこれでいくしかないなと思っていたのだが、最後のお金の話がある意味決め手になった。

「どなたか、雇ってもいいと思われる方はいましたか？」

　ラトリスの言葉に、鋼は迷いなく、

「はい」

　と答えた。そして、

「僕は、一日三千マナを支払って……」

「おっ！　さっすがボクだね！　コウくんもやっぱりボクが一番だって分かってくれたんだー！」

　選ばれた喜びを全身で表しすぎて鋼に飛びついてくる猫耳のララナを、

「って、あれぇ？」

　ひょいとかわし、宣言した。




「ターナさんとクロニャさんの二人を、雇わせてもらいます！」




「え、えぇえええええええ！」

　色々な面で肩すかしを食らったララナの声が、ギルドに響き渡った。
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　はっきり言って、いくらＡランクと言っても中二病全開でやたら図ずう々ずうしそうなララナを雇うという選択肢はない。

　ついでに護衛が一人だとちょっと不安だと思っていたので、鋼はＢランクのターナとＣランクのクロニャに護衛をしてもらうことを決め、正式な契約が結ばれた。

　ちなみに唯一ごねそうだった猫耳少女ララナは、

「今日はこのくらいで勘弁してやんよ！　でも、この二人じゃコウくんを十分に守れないと分かったらふんじばってでもついていくからね！」

　と悪役みたいな台詞を吐いて帰って行った。護衛対象を拘束してどうするつもりなのだろうか。

「それじゃあよろしくお願いします。ターナさん。クロニャさん」

　鋼が頭を下げると、ターナが嫌そうな顔をする。

「あーあー。敬語とかいいよ。あたしそういうの肩凝っちゃう性質だから」

「そうです……そうか？」

「ま、仕事はちゃんとやるよ。失敗したら依頼料減るし、何よりギルドの有望株潰しちゃったらラトリスの奴怖いからね」

「あはは……。クロニャの方はどうかな？　敬語の方がいい？」

　あまり深くは触れないようにして、クロニャに話を振ってみる。

「……いい」

「ええと、それはどっちの意味で？」

「どっち、でも、いい」

「あ、そう」

　クロニャはクロニャでめんどくさそうだ。

「なら、とりあえず敬語なしでいい？」

「…………」

　無言を消極的な肯定と受け取って、二人にはため口上等で会話をすることにする。

「んで、今日はどうする予定なんだ？　依頼でもやんの？」

「あ、ああ。特に予定はないんだよ。どうしようかな」

　ターナに言われて、鋼は長期的にも短期的にも何の計画もないことに気付いた。我ながら行き当たりばったりすぎると反省する。

「あたしとしては、今日は色々試させてもらいたいから、あんまり厳しい依頼は勘弁してほしいかな」

「試すって？」

「あんたがどれくらい危機管理能力あるか、とかね。……まあ昨日の感じじゃ望み薄だけど」

「あははは」

　困った時には笑っておくのが鋼クオリティだ。

「あ、そういえば、ハガネさんにご指名で依頼が来てますよ」

　そこで助け船を出してくれたのがキルリスだった。

「指名で、って。そういうシステムがあるんですか？」

「はい。どうしても縁のある冒険者さんに受けてもらいたいとか、どうしても有名なあの冒険者さんではないと任せられないとか、そんな風に考える依頼主さんもいますから」

　それは鋼にとってもうなずける話だった。きっと有名になれば、名指しでの依頼もどんどん増えるのだろう。

「もちろん断ることもできますが、依頼の内容くらいは聞いておきますか？」

「はい。お願いします」

　断るのが当然と言うようなキルリスの言い方に少し違和感を覚えたものの、鋼は先を促した。

「まず最初に言っておきますが、依頼主は戦神の神官ミスレイさんです」

「それって……」

「はい。あいつです」

　話題がミスレイのものになった途端、急に口が悪くなるキルリス。

「依頼内容は手紙の配達。配達相手は戦神の神官ミスレイさんです」

「え？　でも、ミスレイさんからの依頼なんですよね？」

「はい。手紙もミスレイ…さんが持ってきました」

「……それ、何の意味があるんですか？」

　自分で書いた手紙を自分あてに出すとか、本当に意味が分からない。

「おそらく、手紙の配達依頼にかこつけた、ヒマだから遊びに来いという催促かと」

「めんどくさいな、ミスレイさん！」

　だったらもう素直に遊び相手になれとかいう依頼でも出せばいいのに、と鋼は思った。

「それでも万が一大事な用件であれば困ると思ったので、実はミスレイさんから預かった手紙の内容を確認してみたのですが……」

「え？　それって無断にってことですよね？　いいんですか?!」

「いえ、当然ダメです。配達依頼の手紙を勝手に開ければ冒険者でもペナルティ、ギルド職員なら最悪の場合クビになります」

「で、ですよね。だったら……」

「それで、あいつから預かった手紙の内容を勝手に確認してみたのですが……」

「平然と言い直すんですね!?」

　どうやら覚悟の上らしい。鋼はもう関わらないことに決めて、続きを待つ。

「手紙の内容もくだらないものだったので、特に意味はなさそうでした」

「また、『よろぴく』とかですか？」

　あの推薦状の内容には本当に驚かされた。

　鋼はまたそういうふざけたことが書かれていたのかと推測したのだが、しかしキルリスは首を振る。

「いえ。中にはこう書いてありました。


　『哀かなしいですねキルリス。

　　貴方は職を失う危険を冒してでも手紙を読み、わたしの裏をかこうとした。

　　けれどわたしは、そんな手紙を読もうとする貴方の心を読んだのです。

　　だから今回もわたしの勝ちー！』」



「子供か！」

　どうやらキルリスとミスレイは、こういう戦いをずっと前から繰り返していたようだ。そしておそらくだが、キルリスが全敗してそうだった。

「子供じゃありません！」

　キルリスが涙目になって叫んだ。

　さっきまでの冷静な態度は虚勢だったらしい。

「だいたい勝ち負けとか！　そういうことじゃないんです！　ただ、わたしは少しでもミスレイの行動があらたまればいいって思って、それで!!」

　エキサイトしてくるキルリス。それを横目にしたラトリスの目が何だか剣呑な色合いを帯びる。

「ま、まあ、だったらその依頼受けます。こっから十分もあれば着けると思うので！」

　さわらぬ神にたたりなし。鋼は雲行きが怪しくなってきたギルド内の空気を敏感に感じ取って、手紙を摑つかみ取るとその場を逃げ出すことに決めた。

「じゃ、行くからついてきて！」

「りょーかい！」

「うむ！」

「分かっ、た……」

　小気味よいテンポで返事が返ってきて、鋼たち四人はすばやくギルドを抜け出した。
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「…………え、四人？」

　で、そもそもそれがおかしいことに気付いたのは、ギルドを出て数歩歩いた時だった。

　鋼、で、一人。

　Ｂランク冒険者、護衛のターナ、で二人。

　Ｃランク冒険者、もう一人の護衛のクロニャ、で三人。

《ワシも忘れてもらっては困るのじゃ！》、で四人。

「何だ、別におかしくは……っていやいや！」

　自分にノリツッコミをする。

《なんじゃよ。最近ワシの出番がめっきり減ってしまっておるのじゃよ！　あ、新しい女ができたからなのかの？》

「何だその恋人気取り発言……」

《こ、こいび……!?　にゃああああぁぁあ!!》

　邪悪な気配が去っていく。

「照れた、のか？　意外に純情……って言っていいのかなぁ？」

　とまあ、シロニャの意外な誰得純情路線も気にならなくはないが、問題はもう一人の方だ。

「何で普通についてきてるんだよ、アスティエール！」

「む。自然に紛れ込んだつもりだったが、なかなかやるようだな、ハガネ殿」

「いや普通にバレるよ！」

　いつの間にか四人目として、アスティエールがついてきていた。

「別に構わないだろう？　冒険者とは自由なもの。この国では自由にストーカーをする権利も憲法で保障されている」

「え、そうなの?!」

　驚く鋼。ターナがあわてて訂正する。

「いやいや、そんなワケないから」

「だ、だよな！　びっくりした」

　元騎士のくせに平然とありもしない法を語るのはやめてほしいと鋼は心底思った。

「というか、根本的な話として、この人だれ？」

「え？　あ、そっか。ターナとは実は初対面か」

　ギルドにいた時には、既に見ているとテンションを吸い取られる体育座りのオブジェと化していたし。

「そうか。申し遅れた。私はアスティエール。アスティエール・ベル・フォスラムという」

「名前なっが！」

　今度はターナが驚いた。

「そうか？」

　とアスティエールは首をかしげるが、確かに長いことは長い。

　具体的に言うなら、「フィン・ファ〇ネル・ビット」や「ハイパー・メディア・クリエイター」をも凌りよう駕がする長さだ。

「でも実際、長い付き合いになるんならもうちょっと短い方が言いやすいかもな」

　何の気なしに口にした発言だったが、それがアスティエールの過剰反応を引き起こした。

「つまり貴様は、騎士職を失い、自らの誇りを見失った私に、家名すら捨てろというのか!?」

「いや、そこまでは……」




「全てを捨て、アスティエール・ユーキになれと言うのか!?」

「言ってねえよ!!!」




　なんでわざわざ自分の名字を名乗らせなきゃいけないのか、本当に最近のアスティエールの思考には時々ついていけない。真面目な元騎士様ではなかったのか？

「家名云々より、そもそもアスティエールっていうのが呼びにくいよね」

　初対面の相手に容赦なくダメ出しをくらわすターナ。

「クロニャ、には、数段、劣る……」

　めずらしく発言したと思ったらいきなり追撃をしかけるクロニャ。

　まあ実際、アスティエールなんて長い名前、パソコンで打つのが面倒だからアスだけ打ったら一発変換できるようにしたくなるくらい面倒だとは思うのだが。

「う、うむ。そう、なのか……」

　度重なる口撃に、アスティエールはしゅんとしてしまった。

「なら、愛称をつければいいんじゃないか？」

　鋼の言葉に、アスティエールの表情がパッと華やいだ。

「そ、そうだ！　そうしよう！」

「あれ、でも冒険者カードにニックネームの欄、なかったっけ？」

　アスティエールの表情がパッと曇った。

「い、今のニックネームは……『光の聖騎士様』」

「それニックネームなのか!?」

　むしろ二つ名と変わりがない気がする。

「べつにふつーに、アスティエールを短かくすればいいんじゃないの？」

　というターナの意見を受け、

「ととのい、ました……」

　いち早くクロニャが前に出る。

「アスティエール。略して、ィエール」

「すごく呼びにくいぞ!?」

「なら、ば……ステル」

「すぐ置いてけぼりにされそうだ！」

　クロニャの名づけセンスはゼロだ！

　そんな経緯を経て、元騎士のアスティ（ターナ命名）を加えた四人はいよいよ依頼を果たすべく街を行く、はずだったのだが、

「……んあ？」

　突然、何の前触れもなく、鋼の隣を歩いていたクロニャが倒れた。

「ク、クロニャ!?」

　鋼はあわてて助け起こすが、クロニャはぐったりとして動けない様子だった。

「力、入らな、い。死、に、そう」

　まさか、早速自分を狙った何者かの攻撃が……と考えた鋼だったが、鋼が周囲を警戒する前に、クロニャのお腹から、くぅぅぅー、というかわいらしい音が聞こえた。

「……まさか、お腹が減ってるだけ、とかないよね？」

「お腹？　ん、んん。そういえば、最近、なにも、食べてなかった」

　子供らしいクロニャの言葉に鋼は微笑ましい気分になりながら問いかける。

「死ぬって大げさだな。いつからご飯食べてないんだ？」

「……ん、っと。十年、くらい？」

「死んじゃうよ?!」

《むしろもう死んでおるのではないか？》

　護衛対象に世話を焼かれる護衛というのもどうだろう、と鋼は思いつつ、とにかく先に食事をすることになった。

　しかも、「こっち、から、おいしい、におい」というクロニャからのプレッシャーによって、ミスレイのいる教会とは真逆の方向へ。

　時間を追うごとにどんどん依頼達成から遠ざかるのはなぜなのか。そんな哲学的問題に頭を悩ませる鋼たちが行き着いたのは、一軒の定食屋だった。

　店の雰囲気もだが、メニューを見て鋼は唖あ然ぜんとする。そこに載っているのは、とんかつやそば、カレーなど、日本で売られているメニューそのもの。

（ごはんとか豚、はともかく、カレーとか、スパイスなんかはどうやって手に入れてるんだ？）

　どうしても気になった鋼は、店の人をつかまえて聞いてみた。が、

「あ、すみません！　うちは市販のルーをそのまま使ってるんで」

「ルーあるのかよ！　つうか店なのに市販のルーそのまま使うのかよ！」

　……と店内で叫ぶワケにはいかないので、諸もろ々もろの納得のいかない気持ちを押し込め、仕方なくうなずいておいた。

「ちなみに使っているルーはプリンス・オブ・カレーの辛口です」

「ねえよそんなん！」

　結局叫んでしまったという。
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　全員が思い思いのメニューを頼み、鋼もメニューの中で一番無難そうだと思ったとんかつ定食を頼んで二分後。

「はいっ！　とんかつ定食と寿司セット一人前と……ええーと、その他諸々のなんか注文の品です！」

　いい加減な確認と共に早速料理がやってくる。異様な速さに感心よりもなんかやってんじゃないかという不審感が生まれるが、それは強引に呑み込んで料理に向き直った。

　鋼の前に置かれたのはとんかつとキャベツの載った皿と、ごはんと味み噌そ汁と箸。まさに日本の食事である。

　割とおいしそうなその食事に、鋼が箸を伸ばそうとして……。

「待ちなって！　こういうのはまず護衛が毒見するもんだよ」

　そのメインであるとんかつが、さっと横から強奪される。しかも二切れも！

　犯人は二本の箸を暗器のごとくに器用に操る女シーフ、ターナである。

「ちょっ、お前な……」

　そう言って怒ろうとした鋼だが、ターナは全く動じない。

「んー？　しょーがないでしょー。毒見なんだから」

「って、だとしても毒見には二切れは絶対いらないだろ、って、あー!!」

「かつ、うまー！」

　二切れのカツがあっという間にターナの口の中に消えていく。毒見と言う割に、毒を確かめているような気配は皆無。

　というか、二切れのカツを口いっぱいにほおばって護衛対象の話も聞き流している時点で、もはや毒見とかいう建前はどっかに消えていた。

「え？　あんたそんな食べたかったの？　しょうがないな。じゃ、魚一匹まるまるあげるから、それでチャラってことで」

　そう言ってターナが寄よ越こしたのは、ししゃも、か何かだろうか。

　明らかにとんかつ一切れよりも小さい焼き魚だった。

「仕方ないな」

　食べ物のことでこれ以上もめても大人げない。

　鋼はターナに渡された焼き魚を口に入れて、

「うわっ！」

　一瞬で吐き出した。

「あれ、なにー？　何か変な味でもした？」

　にやにやしながら言ってくるターナ。

　普通だったらこいつが何かをしかけた場面だが、今回に限ってはおそらく関係ない。

「シロニャ！」

　オラクルを発動させ、鋼は小声で叫んだ。

《コウじゃな！　ナイスタイミングなんじゃよ！》

「ナイスタイミング？」

　返事は即座に来た。首をかしげる鋼に、シロニャは声を潜めて告げる。

《今、ちょっと面倒な客が来てるんじゃ。じゃがおぬしへのアドバイスなら堂々と話を打ち切れるのじゃよ！　グッジョブなのじゃ！》

　シロニャも何やら色々と大変らしい。

「そ、そう？　まあ、確かに教えてほしいことがあったんだけど」

《お安い御用なのじゃ！　あ、じゃけどワシもいつもいつでもおぬしに応えられるワケじゃないのじゃよ！　ワシも忙しい身じゃからな。用事を済ませている時は、おぬしから連絡が来ても最大で三十秒くらいは余裕で放置することもあるのじゃよ！》

「めちゃくちゃ早いな！」

　その事実だけでも普段のシロニャのヒマさが透けて見えているような気がしたが、鋼は気付かなかった振りをしてあげることにした。

「で、質問なんだけど、魚料理を食べたら何か変な味がしたんだ。何か心当たりのあるタレントないかなって思ってさ」

《なるほど。ふふ、謎は全て解けたのじゃ！　犯人は〈シメサバとの蜜月〉じゃな！》

「シメサバとの蜜月……」

　げっそりとした口調で鋼は復唱する。名前を聞いただけでろくでもないタレントだと分かってしまうのは、さすがのシロニャクオリティだった。

「それは、一体どんな効果があるんだ？」

《名前の通り、魚料理が全部シメサバの味になるんじゃよ！》

「おい」

《魚って全部生臭くてダメなんじゃけど、シメサバだけは不思議と食べられたんじゃよねー》

「じゃよねー、じゃないだろ。どうして自分基準でしかアビリティ設定できないんだよ」

《む！　これじゃってちゃんと役に立つんじゃよ。ほら、ええと、アレじゃ。そう！　腐った魚も普通に食べれるとか！》

「何その、無理矢理いいとこ探ししました感！」

《……まあ、味が変わるだけじゃから食べたら普通にお腹壊すじゃろうけどな》

「むしろ腐ってるのが分からない分マイナスなんじゃ……」

　シロニャとそんな風にいつものやり取りをしていた時だった。

《あ、や、やめるのじゃ、今、通話中……じゃからワシはシロニャンじゃないのじゃよ！》

「シロニャ？」

　突然シロニャが脈絡のない台詞を叫び出した。

《ち、ちがうのじゃよ。今、ちょっと客がワシに……じゃ、じゃからお腹はダメなんじゃよ！》

「あー、そういや来客中って言ってたっけ？」

　誰か神様でも来ているのだろうか。何にせよシロニャのほとんどいない友達との時間を邪魔するのもよくないだろう。

　聞きたいことも聞けたし、鋼はこの辺りで会話を打ち切ることにした。

《あ、待つのじゃ！　最近おぬしの周りに妙な気配を感じるから気を付けるんじゃよ》

「妙な気配？」

《うむ。ワシもはっきりと分かっているワケじゃないのじゃが、しばらくそっちを見られんかもしれんし、十分に注意を……じゃからワシの顔に耳をくっつけてもコウの声は聞こえないんじゃよー！》

　その言葉を最後に、シロニャとの通信はぷっつりと切れた。

「シロニャにも、友達っていたんだなー」

　巣立ちを迎えた小鳥を見守るような気分になりながら、焼き魚……の仮面をかぶったシメサバ（？）を食べる。最初からシメサバだと思えば、それなりに食べられなくもなかった。

　というかそんなことよりも、シメサバ（焼き魚）を口にした途端、

「う、うおぉおお！」

　体の中から力が湧きあがってきた。

「え？　なに？　何が起こってるの？」

　目を見張るターナの前で、鋼は何か未知の力に覚醒した主人公のように仁王立ちになり、ふおおおおお、と叫んだ。

　周り中ドン引きではあるが、ついつい力が湧き出しすぎてしまって叫ばずにはいられなかったのだ。

（また何が起こったのかシロニャに聞いて……いや、さすがにそれはやめといた方がいいか）

　もしかすると一人しかいないかもしれない友達が訪ねてきているっぽいシロニャを邪魔するのは気が引けた。

　まあ、力が湧き上がって無駄にテンションが上がる以外は別に問題はない。

　鋼はそれからもパクパクと焼き魚をほおばっては、ふおおおお、と叫ぶ。それを見て、

「あー、意味分かんない……」

　と頭を抱えるターナ。

　ちなみにそんな二人の陰に、

「あ、わたし、も、毒見、忘れて、た」

　鋼の皿に残ったとんかつに手を伸ばすクロニャや、

「うむ。やはりここのタマゴは抜群だな。シャリも申し分ない」

　なぜか定食屋で寿司を食べているアスティエール改めアスティがいたのだが、全員、それぞれのやり方で食事を満喫しているようだった。

「あれ？　いつの間にか僕のとんかつがなくなっている!?」

「毒見、した。ぜんぶ……」

「いや、それじゃ毒見の意味全くないからな、クロニャ!!」

「ふ、ふむ。なら仕方ないな。どうしてもと言うならハガネには私のガリを……」

「何でガリ!?　要らないよ?!」

　それは、鋼にとってこの世界に来てから初めてのにぎやかな食事だった。だからこそ、鋼は自分の冒険者カードに現れた新しい文字に、最後まで気付くことはなかった。
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「無駄に、疲れた……」

　すったもんだの食事が終わり、鋼はよろよろと店を出た。

「とにかく、これでもうクロニャも大丈夫だよな。さっさとミスレイさんのところに行って……」

　もうこれでクロニャに足止めされることもない。今度こそ四人でいよいよ依頼を果たすべく街を行く、はずだったのだが、

「……んあ？」

　突然、何の前触れもなく、鋼の隣を歩いていたクロニャが倒れた。

「またか！」

　さすがに二度目ともなれば対応にも余裕が出てくる。

　クロニャの身体が地面にぶつかる前に、鋼は間一髪その身体を受け止めた。

「おいクロニャ！　大丈夫か？」

　しかし、その時、全てはもう手遅れだったのだ。なぜなら……。

「……ん、む、にゃ、むにゃ。もう、食べら、れない、よ」

「寝てんのかよ!!」

　鋼の腕の中で、クロニャはぐっすりと眠っていたのだった。




　ぐっすりと眠り込んだクロニャは仕方なく鋼が抱き上げたまま宿まで連れていくことになった。

　何度も起こそうとしたし、アスティエールが運搬役を買って出たのだが、クロニャは何をしても起きないばかりか、アスティエールに渡そうとすると眠りながら抵抗し、鋼の首に両腕を回してがっしりとホールドしてしまったのだ。

　幸いなのかなんなのか。鋼の成長した筋力なら女の子一人持っていても大した影響はない。ただし、

「き、騎士を差し置いてお姫様だっことは……ぐぬぬぬぬ！」

「騎士は関係ないんじゃないかなぁ……」

　鋼に運ばれているクロニャを恨みがましい目で見ているアスティエールが非常にうっとうしかった。

「しっかし、満腹になった途端に寝るなんて、まるっきり子供だよな」

　鋼がクロニャの寝顔を見ながら思わずつぶやくと、それを拾ったアスティエールが何か考えるような仕種を見せる。

「子供、子供か。私と、ハガネの……」

　何か妙に不穏な単語を聞いた気がしたが、鋼は強いて気にしないことにした。

「ふむ。そう思って見ると、何だ。こいつも可か愛わいいものだな」

　なぜかすすす、と鋼の横に並んできたアスティエールが、さっきまでとまるで違うことを言う。

　ただ、その言も分からなくもない。とんかつを全部かっさらわれた時はちょっと憎らしく思った彼女も、寝顔は無邪気そのものだ。

　鋼は衝動的にクロニャを抱え上げた左腕の位置をずらし、その手を彼女の顔に伸ばす。すると、指がクロニャの頰を捉え、ぷにっとした感触を指に返してきた。

「お、おお……」

　なんと、こんなにもやわらかいものがこの世にあるのか。

　鋼が調子に乗ってさらにぷにぷにとやっていると、

「わっ、ちょっ、くすぐったいって……」

　ちょうどいい位置に来ていたのか、今度はぺろぺろと舌の先で指を舐められた。

　慣れない刺激に背中をぞわぞわっとさせた鋼があわてて指を引くと、クロニャは心持ち不満そうな声で「うー」とうなる。

　ただ、もう一度指を生いけ贄にえにするつもりにはなれない。鋼がどうしようかと迷っていると、

「ここは私の出番だな」

　そこで出てきたのはアスティエールだ。なぜか胸を張って語り始める。

「ふふふ。私は子供好きであるばかりか、何を隠そう子供に好かれる性質でな。騎士団の連中がその強面で子供を怯おびえさせ、泣かせていた中、唯一私だけが近づいても平気だったのだ。それどころか、逆に私が離れた途端に寂しさで火がついたように泣く者も多くてなぁ」

　普通に考えて寂しさで火がつくように泣いたりはしないだろう。それはもしかして、近くにこられるとあまりの威圧感に泣くことも出来なかっただけなのでは、と鋼は思ったが、アスティエールは自信満々だった。

　何やら不敵な笑みを浮かべながら、寝ているクロニャへと手を伸ばし……。

「ほら、こんな風に……」

　――バシン！

　としか表現出来ないような音がして、アスティエールの手が払われた。

　気まずい空気が流れる。

「しょ、少々手の調子が悪かったかな。う、うん。こんなはずではないんだが。もう一度……」

　今度は驚かさないようにそっと、怖々と伸ばされた手は、今度こそあどけない顔で眠るクロニャの頰に……。

　――ペシン！

　到達することなく、蚊でも払うようなクロニャの手の動きによって弾はじかれた。

「……やっぱり私は、こいつのこと嫌いだ」

　ガックリと落ち込むアスティエール。その姿を見て、案外本当に子供は好きなのかもしれない、と鋼は思った。

　そこで、今まで黙って前を歩いていたターナが振り返ってフォローを入れる。

「ま、アスティがどうこうってより、ハガネが特別なつかれてるってことでしょ。ほら、見てみなよ。この緩み切った幸せそうな顔」

　ターナが眠ったままのクロニャを示すと、ちょうどいいタイミングでクロニャが寝言を口にする。

「ん、む。ハガ、ネ、どく、み……」

　この夢の中で僕、絶対クロニャに料理取られてるだろ、とは思ったが、このタイミングで名前を出されたら、なつかれていないと強弁するのも無理があるだろう。

　アスティエールも同意見なのか、先ほどまでとは違う、何か尊いものを見るような目で眠り続けるクロニャを見た。

「……そう、だな。こうまで素直に相手に甘えるというのも、なかなかに難しいことだ。そこは少し、羨ましい、かな」

　何か思うところがあるのか、自嘲するようにそう口にするアスティエール。

　しんみりとした雰囲気になりかけたところでターナが混ぜっ返す。

「まあ、そういう話はともかく。こんだけなつかれてるんだから、あんたがちゃんと最後まで面倒見てあげなよ」

「いやちょっと待って!?　護衛されてるのは僕のはずだよね?!」

　どちらかと言うと面倒を見るべきなのは逆なんじゃないだろうか。

「だって、もう餌付けした上に名前までつけちゃったんだし……」

「ペット感覚かよ！」

「大体おんなじようなもんでしょ？」

　割と本気っぽい声で返されて、異世界って怖え、と鋼は思った。

「なつかれてるって言うけど、僕は別に、猫にも子供にも特別好かれる方じゃ……あ」

　そこで、近頃やけに鋼の脳内に出没してくる白猫様のことを思い出し、鋼は言葉に詰まる。

「何だ、心当たりあるんじゃん」

「そ、それは猫になつかれたということだよな？　決して恋人になったら世間から後ろ指をさされそうな著しく年齢層が下な女の子に求愛されたということではないよな？　な？」

　そこをターナと妙に必死なアスティエールにツッコまれるが、鋼はどちらも違うと首を振った。

「いや、なんか最近、恋人になったら世間から後ろ指をさされそうな著しく年齢層が下な猫の女の子にやたらなつかれてるなぁ、って」

「何だその特殊すぎるシチュエーション!!」

　結局、騒ぎ合う三人のおしゃべりが途絶えることはなく、宿屋に着くまで周りの人たちからうるさいなぁという視線を向けられ続けていたのだった。




　――パチリ。

　なんて音がしそうな勢いで、クロニャは唐突に目を開けた。

「……ど、こ？」

　そして意外にも機敏な動作で辺りを見回すと、首をかしげる。

「宿だよ、宿」

　それに答えるのはずっと眠るクロニャに付き添っていた鋼だ。

　クロニャは宿についてからも起きる気配がなく、それどころか鋼を放す気配もなく、仕方なく鋼はずっとクロニャの付き添いをしていたのだった。

「や、ど？　まさか……」

　鋼の言葉を聞いたクロニャが、今まで見せたことのないような鋭い目で鋼を見据える。

　もしかして子供とはいえ、女の子を勝手に宿に連れ込んだのはまずかっただろうか。そういえばアスティエールたちの視線も妙に冷たかったような、と鋼は糾弾を覚悟して、

「瞬間、移動!?」

「ぜんっぜん違う！　クロニャがいきなり寝たから宿まで連れてきてやったんだよ！」

　あまりの的外れの推測に、結局声を荒らげてツッコミを入れることになった。

「眠っ、た？　わたし、が？」

　信じられない、みたいな反応をするクロニャ。いつも眠そうな目をしているくせに、というのはともかくとして、その面倒をずっと見ていた鋼としては一言物申したくなった。

「そうだぞ。全然起きないし、その上俺の腕をつかんだままなぜか放そうとしないしで、大変だったんだぞ」

「覚えて、な、い」

　言いながら、ようやく鋼の腕を抱え込んだままだと気付いたのか、やはり不思議そうな顔をしながら腕を放し、クロニャはベッドから床に降りた。

　だが、そこで……。

「……ん、っ！」

　足が床に着いた瞬間、自らの小柄な身体を抱くようにプルプルと震え、うずくまってしまう。

「だ、大丈夫か、クロニャ！」

　鋼があわてて駆け寄る。

　考えてみれば、いくら眠かったとしてもいきなりその場に倒れて眠り込むなんて、尋常な事態ではない。もしかするとクロニャが倒れたのはもっと別な原因があって、などと悪い想像を巡らせる鋼だったが、

「……い、い。一人で、だい、じょうぶ」

　クロニャは鋼の手を弱々しく払い、前へ進もうとした。

　しかし、少し内股になった足に力はなく、その足取りはおぼつかない。

「む、無理するなって！　体調崩してるなら、なおさら一人じゃ危ないだろ！」

「問題、ない」

　鋼は歩こうとするクロニャを引き留めたが、それでもクロニャは頑かたくなに前に進もうとする。

「だから、待てって。どうしてそんなに一人でいようとするんだよ！　何かあったなら、僕にも話してくれよ」

　そう強く尋ねても、クロニャは首を横に振るだけ。

　だが、何かを隠しているのは態度から明らかだった。

「だったら、このまま放さないぞ。ほら、事情があるなら教えてくれって」

　多少強引な方法だったが、こんな小さな女の子が困っているなら放っておくワケにはいかない。

　その鋼の強い気持ちが通じたのか、クロニャは観念したように身体から力を抜く。

　そして、赤らんだ顔と、切実な緊迫感をにじませた瞳で鋼を見上げ、彼女は決定的な言葉を口にした。




「――おしっ、こ」




「……へ？」

　数分後、トイレから出てきたクロニャに、鋼が涙目でにらまれたのはちょっとした余談である。
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「よし、三度目の正直だ！　それじゃあ、あらためて依頼に……」

「ごは、ん、食べたい」

「お前はさっきからずっと寝てただけだろ！」

　とは言ったものの、寝ていてもお腹は減る。時間的にも夕飯を食べてもおかしくはない時刻だ。

　鋼は泣く泣くミスレイに手紙を届けるのを後回しにし、食事を取ることに決めた。




　結局また数時間前に来た定食屋に入る。鋼は今度は日替わり定食を頼んだ。

　またもや二分で料理が来る。日替わり定食はご飯と味噌汁の他に、エビフライにからあげに何かの魚の天ぷらが載っている割と豪華なものだった。

　何かの魚は何の魚か分からないが、どうせ食べればシメサバなので気にしないことにした。ついでに、日替わり定食のはずなのに同じメニューを頼んだアスティエールと入っているものが違うのもきっと気にしてはいけないのだろう。

「……まず、毒見」

「ストォオオオオオップ!!」

　それよりも、と、躊ちゆう躇ちよなく鋼のエビフライに箸を伸ばすクロニャに待ったをかける。

「あのな。毒見、って何か分かってるのか？」

「問題、ない。この前、ターナを、見て、覚え、た」

「それ間違った知識だから！　絶対他人の皿から料理を奪うのを毒見だと思ってるだろ！」

　鋼がツッコミを入れると、クロニャは少し心外だと言わんばかりにこう返した。

「ちゃんと、分か、ってる。……取っていい、のは、ハガネの、皿、からだけ」

「微妙に合ってるけど全然分かってねえよ!!」

　こんな調子で毎回食事を奪われてはたまらない。鋼はすかさず毒見の意味を教え込む。

「いいか、毒見ってのは毒がないか確かめることなんだから、全部食べちゃダメなんだよ。最低でも一品につき一口ずつ。それが最低ラインだ」

　懇切丁寧に説明する鋼。ちなみにあまりに間違った毒見に晒されすぎたため、鋼の頭から「そもそも毒見しなくていいんじゃね？」という視点は失われていた。

「む、むぅぅ……」

　鋼の皿からかっさらったエビフライを前に葛藤するクロニャ。

　というか、いつの間に取ったのか。クロニャの食べ物に対する反応の速さに鋼は戦慄した。

　だが、これからの安らかな食事のため、こんなところで負けるワケにはいかない。

「あのな、クロニャ。毒見だって護衛の仕事のうちなんだぞ」

「仕、事……。使命？」

「ん？　まあ、そうだな。使命、かな」

　鋼が何気なくクロニャの言葉を肯定すると、それでクロニャの目つきが変わった。

「使命、なら、や、る」

　とろーんと眠たげな目は見開かれ、とろんとしたくらいの目に、ぽけーっとした表情は引き締まり、ぽーっとしたくらいの表情に、それぞれ進化を遂げた。……大して変わってない。

　しかし、そこからのクロニャの動きは速かった。エビフライが、ご飯が、味噌汁が、それぞれ目で追うのがやっとというほどの速度でクロニャの口に向かい、また鋼の皿に戻されていく。

　普段のおっとりのんびりした動きとは比べ物にならない超高速の動作に、鋼も思わず感嘆の声をあげる。

「お、おお！　すごい速度……って！」

　ただし、やっていることは単なる毒見、というか味見だ。一口だけ食べられた料理が次々と鋼の皿に増えていく。

　ほんの数秒のうちに、鋼の皿の上は残飯置き場のような有様に。

　そしてとうとう、日替わり定食の最後の一品。皿に一個しかない鳥（らしき何か）のからあげへとクロニャの箸が伸びて、

「させるかぁあああ!!」

「ッ!?」

　しかし、その直前に雷光が走る。

　クロニャの箸がからあげに届くかと思われた瞬間、神速の割り込みで鋼の箸が閃ひらめいたのだ。

「……ぁ」

　獲物を奪われて呆然とするクロニャの前、鋼はからあげを丸ごと口に放り込み、大人げなく勝ち誇る。

「ふふん。残念だったな。からあげは僕が……」

「――ま、だ」

　しかし、鋼はクロニャの執念を見くびっていた。

　クロニャは椅子の上で器用に身体を回転させると、ゴスロリの裾を翻らせて鋼にのしかかるように飛びついていく。

「え？　クロ、ニャ……？」

「なっ！　こ、公共の場所だぞ！　お前たち、何して……」

　焦る鋼とアスティエールの声も届かない。

　クロニャは鋼に顔を近づけると、その小さな手を鋼の頭の後ろに回す。

「ちょっ、クロニャ、やめ――」

　必死の制止も空むなしく、熱に浮かされたようなクロニャの瞳が至近距離に迫り、

「……ん」

　熱い吐息と共にその幼い唇がほころび、そこから真っ赤な舌がちろりと顔を出して……。
















「――いただき、ます」




　かくして、クロニャによる毒見は完膚なきまでに完璧に完遂されたのだった。
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「とんでもない、目に、あった……」

　げっそりした顔の鋼が口の周りをぬぐいながらつぶやく。

　ちなみに、その鋼の少し横には「満、腹……」と満足げに唇を舐めるクロニャがいて、実に好対照だった。

　不幸中の幸いは、この状況をシロニャが見ていないことだろうか。きっとあの猫神が見ていたら今の三倍くらい騒がしくなっていただろう。

「ほら、水でも飲みなよ」

「あ、ありがとう」

　意外と気が利くなぁと思いつつ、ターナからグラスに注がれた水を受け取る。

　こんな気遣いをする割に、さっきのクロニャの毒見騒動の時はずっと腹を抱えて笑っていたのだが、まあこれで文字通り水に流してやろう、と微妙に上から目線で考えながら、鋼は顔をクロニャたちの方に向けた。

「い、いいか！　ここは食堂で、人の目もたくさんあるんだぞ！　なのにあんな、あんなうらやま……はしたない真似をするなんて、恥を知れ！」

「……んぅ？」

「んぅ、じゃない！　大体、お前は娘枠だと思ったのに、あんな……くっ！　ほら、その前に言うことがあるだろう！」

「……あ！」

「分かったか？」

「う、ん。毒、は、なかっ、た」

「そうじゃない！」

「……毒、あっ、た？」

「そうじゃないってそうじゃない！　まったくお前は！　うぐぐ！」

　アスティエールが正座をさせたクロニャに説教をしているが、クロニャにあまり効果はないようだ。

「……はぁ。最初に見た時はもうちょっとおとなしそうに見えたんだけどなぁ」

　鋼がついぼやくと、ターナがそこに口をはさんできた。

「いいじゃないか。あたしは今の方が好きだよ」

「ターナ？」

　意外な言葉に鋼が聞き返すと、ターナはアスティエールに怒られながらテーブルの料理をつまみ食いしてさらに怒られるクロニャを見て、目を細めた。

「あの子とはあんたに会う前、待合室でちょっと一緒にいたけどね。何だか感情のない作り物の人形みたいで、こう言っちゃあれだけど気持ち悪かったよ」

「それは……」

　鋼がクロニャと会ってからたったの半日程度しか経っていない。ただ、そのほんの数時間ほどの間に、クロニャがずいぶんと変わっているのは鋼も理解していた。

「今の方が、なんていうか、生き生きして、楽しそうだろ。特に、あんたと一緒にいる時なんかはさ」

「……そう、かな？」

「そうだよ」

　はっきりと言い切られてしまっては、反論する言葉も思いつかなかった。

　ごまかすように、鋼は受け取った水をぐっとあおった。

（あれ、この、味……）

　水の味に違和感を覚えた次の瞬間、身体の奥から素早さがあふれ出す。

「う、う、うあっひょおおおお!!」

「え、なに?!」

　勢い余って一人エグ〇イル。ぐるんぐるん回る。

　はたして素早さが湧きあがるものかは知らないが、身体の奥からあふれる素早さによって、赤い塗装もしてないのにいつもの三倍くらいのスピードで動けそうだった。

「なんで？　おかしい……。ワケ分かんない……」

　呆れたような、驚いたような声を出すターナ。

　鋼はいまだにぐるんぐるんと回りながら、「やっぱりこの店の食事、なんか変なもんが混入されてるんじゃないか」と思ったのだった。




　散々に騒ぎ、定食屋の人ににらまれながら店を出て、三度目の正直ならぬ四度目の正直。

　鋼たちは今度こそギルドの依頼、ミスレイに自作自演の手紙を届けるというミッションに挑むことになったのだが。

「あの、さ。なんかすごく歩きにくいんだけど……」

　左腰の辺りにクロニャがぴったりとくっついていて、動きにくいことこの上なかった。

「くっついた、方、が、守り、やす、い」

「いや、だけどこれじゃ歩きにくいって言うか、周りからの視線が物理的に痛いレベルになってるっていうか」

「で、も。使命、は、果たさ、な、きゃ」

　あくまでも真剣な口調でそう言い切るクロニャ。

（ああ。そっか……）

　散々な目に遭っても鋼がクロニャを憎めないのは、彼女が良くも悪くもまっすぐだからだと気付く。

（そういえば、アイちゃんもそうだったな）

　その姿に、懐かしい人の姿を、もう十年も前に死に別れてしまった少女を重ね合わせる。

　彼女のことを思い出した途端、クロニャがやってくる無茶や迷惑も、何だか苦笑交じりに受け止められるもののような気がした。

「……あの、さ。料理、おいしかったか？」

　だから、必要に迫られてでも、ツッコミのためでもなく、自然に、クロニャに自分から声をかけていた。

　クロニャはあいかわらずのぽーっとした態度のまま、でも素直に、屈託なく答える。

「う、ん。おいし、かった。……か、らあげ」

「何で僕の口元を見てんの!?」

　あの時のことを思い出してでもいるのか、クロニャのただでさえ眠たげな目がとろんと蕩とろけ、小さな唇がエサを求めるように小さく動く。

　心なしか、腰に回された腕の力も強まった気がした。

（ま、まあ、何を想像しているのかは、ともかくとして、だ）

　何をするにも無気力な、感情の読めないゴスロリ少女。出会った時のクロニャは、そんな印象だった。だけど、

（何だよ。結構、楽しんでるんじゃないか）

　今のクロニャは、明らかに嬉しそうだった。

　表情に出ているワケではない。ただ、答える声の明るさ、歩む足の弾み方、動作の端々にそれはにじみ出ていた。

　相応に子供らしいクロニャの感情に、鋼は微笑ましい気持ちになる。

　それで、なのだろうか。鋼は半ば条件反射的に、自分の腰の辺りにくっつく彼女のその頭に、自らの空いている手を伸ばしていた。

　そのまま、ぐしゃぐしゃと頭を撫なでる。




「？？　？？！！」




　何が起こったか分からないという顔で、目を白黒させるクロニャ。

　そんなクロニャの反応がおかしくて、頭をさらにぐしゃぐしゃとかき回して、

「あ、え、うわ！　しまった！」

　まんまるに見開かれたクロニャの目と合って、その時ようやく、鋼は自分が何をしてしまったのか、自分の行為がどういう意味を持っているのか、気付いた。

（ああああぁ！　やってしまった気がする!!）

　弁解をするならば、害意なんてこれっぽっちもなかったのだ。

　ただ目の前に撫でやすそうな頭があって、そこにちょうどあつらえたように自分の左手があっただけなのだ。

　しかし、そんなのは言い訳にもならないだろう。

「ご、ごめんクロニャ！　ほんとごめん！」

　謝りながら、鋼はクロニャの頭に触れた手の感触を思い出す。

　ぐしゃぐしゃとかなり激しく手を動かしてしまったし、楽観視はできない状況だろう。何より鋼自身、なんとなくだがやってしまった感覚があったのだ。

　おそるおそる顔を上げると、

「………………ぅ」

　クロニャがいつも通りの無表情で、しかしちょっと顔を赤らめて立っている。

（な、撫でられたこと気にしてるー!?）

　心の中で絶叫する鋼。定食屋であんな大胆なことをして、とは思うが、やはりそういうのとは別物らしい。

　クロニャの顔にはまだ鋼に対する非難の色は見えないが、それはそれで気まずいことこの上ない。

　なぜだか二人とも視線を逸らせず、図らずもお見合い状態になっていると、後ろから心なしか呆れたような声がかけられた。

「というか、たかが頭さわったくらいで大げさなんじゃないの？」

　ターナが真顔でそんなことを言ってくる。だが、それは完全に事態を軽く見ているというものだ。

　しかし、乙女の尊厳が云々、という話をしても理解出来なさそうな顔をしているし、何よりこういうのを全部説明するのは鋼だって嫌だし、クロニャだって迷惑に感じるかもしれない。

　こうなったらとりあえずギルドにでも行って、休憩時間にするしかない。ギルドには最低限の設備は整っている。一時間、いや、三十分ほどギルドで休憩がてら自由に時間を潰すことにすれば、クロニャが気まずい思いをすることもなくなるだろう。うん。これがこの逼ひつ迫ぱくした状況を打ち破る唯一の解答だ。

　急いで走ればたぶん五分かからない。まあ少なくとも、あと九分もあればギルドまでは帰りつけるだろう。

「そ、そうだ！　ちょっと疲れたし、ギルドに寄っていかないか？」

　出来るだけ自然になるように鋼は切り出した。

「いや、疲れたって……。あんただって、今日はご飯食べて宿に戻ってもう一回ご飯食べただけじゃん」

「今度こそ四度目の正直、依頼をこなす、のではなかったのか？」

　ターナとアスティエールから即座に反論が入る。

　どちらもまったくもって正論だが、今の鋼は焦っていた。

「じゃ、じゃあギルドまで競走な。それー！」

　一方的に宣言すると、ギルドに向かって駆け出していく。

「あ、ちょっと待ってって！　護衛！」

　後ろでターナの声が聞こえたが、それくらいでは鋼は止まらない。

　それどころか、今の鋼は異様に体が軽かった。定食屋で水を飲んだ時の素早さアップ効果がまだ続いている。

　鋼は後続をぐんぐん引き離し、すさまじい速さで道を駆け抜けて、

「わっ！」

「きゃっ！」

　曲がり角から突然出て来た少女と正面衝突した。

「あいたたた。あ、すみません！　大丈夫でしたか？　わたしったら、いつもこんなんで……」

　幸いお互いにケガはないようだった。ぶつかった少女が平謝りに謝ってくる。

「いえ、こちらも急いでいたので……。あれ、これ」

　鋼は目の前に落ちていたカードを拾った。

「冒険者カード？」

　しかし、自分のカードはちゃんと保管している。

　だとしたらこれは……、と思った時、目の前の少女が大声を上げた。

「わーっ！　それわたしのです！　す、すみません」

　突然の少女の声に驚きながらも、鋼がカードを差し出すと、少女は大事そうにカードを仕舞い込んだ。

「ありがとうございます。わたし、いつもカードなくして……。今日も依頼あるのに……危なかったぁ……」

　口ぶりからすると、このくらいのことは日常茶飯事らしい。

「でも、優秀なんですね。ちらっと見えちゃいました。冒険者ランク」

　渡す時にランクのところだけ目についたのだが、少女のカードに記されていた冒険者ランクはＢ－だった。

　ランクＢと言えば、鋼に飛んできたジョッキを簡単に撃ち落としたターナとほぼ同格の強さということになる。

「あ?!　え、うわぁ!?　は、はずかしい……。その、この前上がったばっかりなんですよ」

　鋼の言葉に、照れながらもどこか誇らしげに話す少女。

「わたしこんなんですけど、昔から魔法だけは得意で、今は『衆しゆ生じよう一切焼き打ちのクリスティナ』なんて二つ名で呼ばれてます」

「……衆生一切、焼き打ち？」

「あの、わたし、味方もろとも火炎系魔法で焼いちゃうことが多くて……」

　てへへ、みたいな顔で笑う少女。ファンタジーかつリアルなドジっ子だった。

　ドジっ子はフィクションではかわいいものだが、ランクＢレベルの火炎魔法で誤射とかされたら笑いごとじゃ済まない気はした。

　この子も関わったらまずい子だな、と一瞬で見切りをつけて、会話を打ち切る。

「ええと、それより急いでたんじゃ？」

「あ、そうです！　ギルドに行かなきゃいけないんです！」

「ギルド？」

　同じ目的地ということに興味を覚えた鋼が促すと、少女、たぶんクリスティナは力強く拳を握った。

「そうなんです！　実は今日、新しい仕事がもらえるかもしれないんですよ！　何でも、英雄の人を護衛する仕事だとか」

「え？」

「集合、本当は八時だったんですけど、ちょっと道に迷っちゃって……」

「あれ？　でも、八時までにはまだ時間があるけど」

　意外にも生真面目な人なのか。鋼が一瞬だけそんなことを考えるが……。

「あ、八時って言っても、午前の、ですけど」

「…………」

　十時間を優にぶっちぎる、超ちよう弩ど級きゆうの遅刻だった。

「なので、行ってきますね！　いつかまた！」

「あ、ちょっと……」

　引き留める間もなく、少女は見えなくなってしまった。

　残された鋼は首をひねった。

「英雄の護衛？　八時？」

　思い当たる要素がありすぎる。あと遅刻の仕方が豪快すぎる。

「やっぱり一度、ギルドに行ってみるか」

　疑問を解消しようと、冒険者ギルドに向かうことを決意し、ふと、なんとはなしに冒険者カードを取り出して、

「……そういう、ことか」

　鋼はある推論にたどり着いた。
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「それで、こんなところまでやってきて、どうするというのだ？」

　不思議そうな顔で、アスティエールが問いかける。

　ここは街の中心部にある森林公園。実は鋼が最初にこの世界にやって来た時、着いた場所でもある。

　もう定食屋を出てから四分と二十二秒経っているのであまり時間がないのだが、鋼はどうしてもギルドに行く前に確認しておきたいことがあったので、追いついてきたみんなをここまで連れてきたのだ。

　鋼は即座に切り出した。

「うん。話っていうのはほかでもない。実は、僕が誰かに毒を盛られていたことが分かったんだ」

「はぁ？」

　アスティが間の抜けた声を出す。

　それはそうだろう。自分が毒を盛られていたというには鋼の態度は落ち着きすぎているし、そもそもその本人がぴんぴんしているので説得力がない。

　だが鋼はアスティエールの反応を無視して話を続ける。

「実は、確信ができたのは、これを見てからなんだけど」

　そう言って、鋼が差し出したのは、冒険者カード。

　そこの一番下には、『状態：麻痺』と書かれていた。

「ま、待て。待ってくれ。確かに冒険者カードには状態異常にかかっていると書かれているようだ。しかし、見る限りでは全く弱っている様子もないし、仮にもこれだけの高レベル冒険者が護衛する中、一体誰がどうやって毒を……？」

　アスティの疑問に、鋼は丁寧に答える。

「僕がなぜ元気なのかは、とりあえずおいておくとして、毒を誰が盛ったか、については簡単だよ。だって容疑者は、一人しかいない」

　鋼の視線が、正しく一人の人物を捉える。




「――ターナ。犯人は、君だ！」




　それはまるで、探偵のごとくに。

　鋼の指が、まっすぐにターナを指し示す。

「な！？　ターナだと!?」

　アスティエールの驚きの声にかぶせるようにして、

「うわ。あっちゃあ。バレちゃったのかぁ……」

　ターナはあっさりと、自白の言葉を吐いた。

　自分の所業が見破られたというのに、全く動じる様子もなく、ターナは尋ねる。

「ちなみに、どうして分かったか、聞いていい？」

　それに対して、鋼も全く表情を動かさず、あくまで冷静に答える。

「僕の体調がおかしくなったのは、昼に魚を食べた時とさっき水を飲んだ時。しかも、僕の料理を全て毒見したはずのクロニャは異常を感じていなかった」

「まあねー。そういう意味じゃ、この子もちゃんと仕事したってワケだ」

「そこまで思いつけば、後は簡単だよ。魚も水も、どちらも君から差し出されたものだった。これで分からない方がどうかしてる」

「……だね」

　ターナは観念したように苦笑いをすると、ほら、と言って、香水を入れるような小瓶を鋼に投げた。

「これは？」

「昼間、あんたに盛った毒だよ。さっき水の方に入れた麻痺毒と同じで、料理や水に一滴混ぜ込むだけで分かりやすい効果が出る……はずだったんだけどねぇ」

　やれやれと首を振るターナ。だが鋼の追及はここで終わらない。

「それに、状況証拠はまだあるんだ。さっき僕は道で、ランクＢ－の冒険者に会った。彼女は、午前八時に英雄を護衛する仕事を受ける予定だったと言っていた。つまりそれは、本来僕の護衛候補になるはずだったＢランクの彼女が、誰かと入れ替わってるってことだ。だから当然、その対象は同じＢランクのターナしか……」

「ちょ、ちょいと待って！　……一体それ、何の話？」

　今まで素直すぎるほど素直に自白をしていたターナが、ここで初めて異議を唱えた。

　ふてぶてしいというよりは、裏表なく単純に訳が分からない、という顔で、ターナが話す。

「あたしはただ、護衛対象のあんたが危機意識ゼロでのんびりしてるから、ちょっと毒の怖さを教えてやろうと思って魚に毒入れただけだよ？　それが効かなかったから今度は水に麻痺毒仕込んでみたけど、いくらなんでも自分の護衛対象を本気で殺そうとするワケないよ」

「だ、だけど……」

　思わぬ反撃に、名探偵鋼の仮面はもろくも崩れる。

　だが、ターナは容赦しない。

「それに入れ替わったってどういうこと？　あたしは護衛の仕事を無事成功させてお金もらいたいだけだし、そもそもラトリスとは顔見知りだから、入れ替わるなんて出来るはずないじゃん」

「う、うぁ……」

　鋼はぐうの音も出なかった。たしかに全てターナの言う通りだ。

　入れ替わりの話は、全部鋼の勘違いだったのだろうか。

「それよりあたしは何で毒食らって平気なのかって方が気になるよ。無効化されたのかと思ったら、ちゃんと状態異常自体はかかってるみたいだし。どういうこと？」

「いや、これはたぶん僕のタレントで……。毒で元気になって、麻痺で素早くなったんだから、きっと状態異常の効果が反転する効果だと思うけど」

　頭の半分でターナの質問に答えながら、もう半分ではさっきの少女のことを考える。

（だけど、英雄の護衛で午前八時にギルド集合、そんなのが偶然一致するか？　ありえない。そもそも僕と別口でそういう集団がいたなら、ギルドで見かけているはずだ）

　だとしたらどんな可能性があるのか、鋼は思考する。

（あの少女が噓をついていた？　いったい何のために…？）

　考えながら、ターナとの話も続ける。

「……そんなタレント、聞いたこともない」

「あるものはしょうがないだろ。そもそも巨竜を倒せたのもタレントのおかげだし、僕はそういうおかしなタレントをたくさん持ってて……」

　そして話も続けながら、考える。

（いや、待てよ。あの子は言っていた。ランクは「この前上がったばっかり」だって。もしかすると、ラトリスが調べた時、彼女は前のランク、Ｃ＋だった可能性もある。だとしたら……）

　鋼の思考が一つの実を結びかけた、その直前に、




「――規格外、の、タレント。しか、も、複数」




　鋼の近くで、異質な気配が膨れ上がった。

「なっ!?　き、さまっ!!」

　アスティエールが動揺の声を出し、同時にターナも、鋼ですら身構える、あまりに不自然な何か。

　それが今この瞬間まで、こんなに近くにいたことに気付かないなんてありえない。

　誰にでもそう思わせる、異様すぎる気配、空気。

　その中心にいたのは、

「クロ、ニャ？」

　食い意地が張っていて、表情には出ないけど感情豊かで、頭を撫でられると顔を赤らめるような、そんな少女。

　いや、そんな少女だったはずの何かが、冷たい目で鋼を見ていた。

　まるで道具を品定めするような、道端の石を眺めるような、感情の抜け落ちたその目。

　戸惑う鋼を前に、いつも通りに小さな、けれどその場の誰にでも聞こえるほどのはっきりとした声で、

「やは、り、転生、者、は、危険」

　彼女はそうつぶやき、そして、

「え……？」

　その瞬間、不可視の何かが、鋼の胸を貫いた。

「あ、れ……？」

　クロニャ以外の誰もが目を見張って身動き一つかなわない中、

「おか、しいな……」

　ゆっくり、ゆっくりと、鋼の身体がかしぐ。止められない。

「ちから、が、はいら、な……」

　でも、それでも何かを伝えようと、必死に口を動かして、

「タ…ナ、……ス……」




　――結城鋼は、死んだ。
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　アスティは、倒れ行く鋼を、何も出来ずにただ見つめていた。

「ハガ、ネ？」

　倒れた鋼は、動かない。

　代わりに安っぽい絵の具のような赤が胸の辺りから染み出してくる。

「……これで、終わ、り？」

　立ち尽くすアスティを我に返らせたのは、皮肉にも鋼を討った裏切り者のささやきだった。

　拍子抜けしたような、気が抜けてしまったと言いたげなその声に、全身の血が沸騰した。

「き、さまぁあ!!」

　叫び、斬りつける。自らの感情を制御出来なかった。

「よくも、よくもよくも、ハガネを！　おぉぉ、ぁああああああああ!!」

　そして、その必要もないと思った。

　怒りに任せ、暴走に近い濃度で聖色を解放、渾こん身しんの力で斬りかかる。

「すごい、気迫。でも……」

　巨竜にこそ及ばなかったものの、数々のモンスターを一刀の下に切り捨ててきたアスティの剣が、

「……徒労」

　空中で、ぴたりと静止する。

　まるでクロニャの前で不可視の壁に受け止められたかのように、アスティがどんなに力をこめても全く押し込めない。

「何だ!?　一体、何をした！」

　叫ぶアスティに、クロニャは答えない。

「やはり、いび、つ。その、細腕に、トン単位の力、が、こめられて、いる。この世界、でなければ、物理的、に、ありえないこと」

　実験動物を観察するような目で、アスティを見るともなしに見ている。

　剣を止められた手段は分からなかったが、鍔つば迫ぜり合いでは分が悪いと感じたアスティは、一度後ろへ跳び、

「は、ああああああ！」

　不可触の聖色を全力で展開。限界を超えた光を余すところなく身にまとい、アスティエールは空を駆ける。

　達人にとっては無に等しい距離を、一瞬のさらに数分の一の刹那で駆け抜け、勢いに任せてクロニャに痛烈な斬撃を浴びせ……られない！

「な、に……!?」

　斬りつけようと近付いたアスティの身体自体が、正体不明の何かに阻まれて止められていた。

「徒労と、言っ、た」

　気が付けば、アスティの身体は宙を舞っている。

　防御の手段も、攻撃の手段も何もつかめなかった。

　だが、訓練された肉体は己が役目を心得ている。空中で姿勢制御、きちんと両足から着地する。

　正体不明の攻撃手段を持つ相手に、無策で突撃するのは下策の極み。いつもの彼女であれば、そんな判断を下して一度様子見をしたかもしれない。だが、

「は、あぁあああああぁああぁああ！」

　今のアスティは止まらない。そんなつもりは微塵もない。

　ただ、たぎる怒りがアスティの胸にあって、それだけが今の彼女の原動力だった。

　その怒りを、想いを、剣けん戟げきと言葉に変えて打ちつける。

「ハガネが、あいつが、お前に何をした！」

「……何も」

　しかしそれは、クロニャの前では何の意味もなさない。

　何らかの魔法で相殺している訳ではない、とアスティは判断する。

　だってクロニャは、アスティの剣を、斬撃を、厳密な意味では見ていない。

　どんなに速い一撃も、どんなに苛烈な打ち込みも、クロニャは全く目で追わない。

「では、なぜだ！　なぜ、彼を?!」

　ななめ下から足を狙ったアスティの剣は、

「この、世界、を、救わせない、ため」

　やはり造作もなく防がれる。

　だが、不可視の壁にぶつかっている、というワケでもないと今は分析出来ていた。

　近くにやってきた斬撃だけ、最小の力で受け止められている。

「世界を救わせない、だと!?　そんなことを望む貴様は、一体何者だ？　悪魔か？　あるいはこの世を滅ぼすと伝えられる、魔王とでも!?」

　嘲笑と共に剣を振るう。息もつかせぬ連続攻撃。

「……勇者」

「な、に……？」

　だが、その言葉に、アスティの動きは確かに一瞬だけ止まった。

　それを気にも留めず、そもそもアスティの攻撃などないかのような無感動な目で、クロニャはアスティを見ている。

　淡々と、ただ事実だけを述べるように、告げる。




「わ、たし、は、異世界の、勇者。無数、の、世界、を渡り、正義、を、為す者」




「勇者？　それに、正義、だと!?　クロニャ！　言うに事欠いて貴様は……いや、貴様の本当の名は？」

　あまりに想定外の答えに、アスティは呑まれまいと必死に気を張る。

「名前、など、ない。世界を、渡る、間に、すりきれて、消え、た……」

「名前が、ない？」

　それは、アスティにどこか不吉なものを感じさせた。

　名前とは、自身を形作る大事なもので、他者に自分を認識させる重要なものでもある。それが存在しないというのは、どういうことなのか。

「本質的、に、名を、持たぬ、存在、の、わた、しに、きまぐれ、で、も、思いつき、でも、名前をつけた、ことが、驚嘆すべ、き、事実。だがそん、な例外事項、も、彼の死と、ともに、棄却、される」

「――っ！」

　ただ立っているだけの少女から、アスティは圧倒的な威圧感を覚えた。

「くっ！」

　アスティは後ろに跳んで、距離を取る。

　このままでは埒が明かないという判断なのか、それともクロニャを名乗る少女の異質さに気け圧おされたのか、それは自分でも分からなかった。

　だが、彼女を赦ゆるしてはならないという想いだけは、消え去りはしない。勇者などという世よ迷まい言ごとを聞いて、アスティは目の前の少女を神敵として討つことを決めた。

「悪いが、我欲のために人を殺あやめた者に正義を名乗られては、元騎士の名が廃すたる！」

　数メートルほどの距離を置いて、精神を集中。力を溜める。

　大きな隙。だが、クロニャはそんな無防備なアスティエールを攻撃することもなく、ほどなく力の充じゆう塡てんは終わる。

　そこに在あるだけで白く発光するほどに集まった力を、一振りの剣に凝縮させ、放つ！

「神の十字をその身に刻め！　ノーザン・クロス!!」

　圧倒的威力を持つ、十字の斬撃が飛ぶ。

　このノーザン・クロスは最大威力を誇るアスティエールの切り札だ。消費ＨＰが莫ばく大だいという欠点を持ち、また弾速と取り回しという点では同系の〈サザン・クロス〉に一歩譲るものの、威力や貫通力という点では上回っている。

　しかし、それも、

「これすら、効かないというのか？」

　クロニャには、何の意味もなさなかった。

「距離でも、大きさ、でも、速度でも、ない」

　戦いの場にあって、淡々と、とても淡々とクロニャは告げる。

「わたし、の、能力ちから『絶対的パーフエクト隔意ロンリネス』は、悪意、敵意、害意、それらの感情を、その、発露、を、はばむ」

　なぜならそれは、感情を荒立てる必要がないからだ。

「わたし、を、傷つけよ、うとする意志、それ、が、存在する、場所、すべて。そ、れが、わた、しの、絶対防御、領域」

　アスティエールも、アスティエールの技も、クロニャにとって何の脅威でもないから。

　アスティエールには、それが痛いほどに理解出来てしまった。だがそれが分かっていても、

「私は、剣を引く訳にはいかない！」

　彼女は逃げたりしなかった。

　その様子に、クロニャは首をかしげる。

「……なぜ？」

「愚問だ。それよりも、貴様は私の質問に答え切っていない」

「答える、意味がない」

「ある。あいつを、いや、ハガネを殺めた理由を聞き、私も貴様を殺す」

「理屈、に、あわない」

　なおも首をかしげるクロニャに、アスティエールは獰どう猛もうに笑ってみせた。

「理屈に合わない？　いや、それだけが唯一の正しい解答だ。なぜなら、私は、私は今、怒り狂っているからだ！」

　そして放たれる、神速の踏み出しからの抜き打ち。

　それは、絶対の防御に守られているクロニャを半歩後ずさりさせるほどの、気迫のこもったものだった。

　だが当然のように、攻撃自体は全く届きもしない。容易に防がれる。

　しかし、アスティエールはひるまない。

「どうしてだ！　一緒に過ごしたのはほんの短い時間だったが、お前は確かに、ハガネに心を許していたではないか！　私は、私はお前たちの姿に、嫉妬までして……！」

　何度弾かれようと構わず、初めの頃と変わらぬ強さで、そしてそれ以上の気迫で剣を、想いを打ち放つ。

「なのになぜだ！　なぜ、お前があいつを、ハガネを殺した!?」

　血を吐くような熱い叫び。その強すぎる想いに、クロニャの表情が初めて揺れた。

「……この、世界、は、歪いびつ、で、危険」

　苦しそうに漏らしたクロニャは、防御にしか使っていなかった力を、わずかながら反撃に用いた。不意打ちを受け、アスティは今度は受け身も取れずに地面に倒される。

　それを見ているのか見ていないのか。焦点の合わない目をしたクロニャは、何かのスイッチが入ったかのように、あるいは何かに追い立てられるように早口に告げる。

「この世界、認識番号β３４７１５地球アース型箱庭世界は、『新神類育成計画』という神様のもっとも危険で気まぐれな計画の中核であり、現存する世界の中で潜在的危険度がもっとも高い世界の一つ」

「一体、何の話を……ぐっ！」

　息つくヒマすらない。

　聖色の加護を持っているはずのアスティが、クロニャの不可視の攻撃を、まるで防ぎ切れていない。

「この世界では、力も命も軽すぎる。誰もが簡単に強い力を使い、その力で簡単に人や動物や魔物が死んでいく。こんな歪な世界を、わたしが見逃していいはずがない。けれど、異界の神が送り込んだ彼の力は、近く滅亡するはずのこの世界を救う一いち縷るの希望となる可能性がある。それがひいては真しん神じんへと成長・進化する可能性があるのなら、なおのこと」

「異界の神？　真神？　お前は何を……っ！」

　そう話している間も、クロニャの攻撃はアスティエールを間断なく襲う。

　空中であれ、地上であれ、クロニャの攻撃に制限はない。

　そして、攻撃の瞬間だけ現れる圧力には、剣で対抗する術はない。

「この世に存在するあらゆる危険を討つのが、勇者であるわたしの使命。使命は、果たされなければならない。だから――」




　――だから、わたしは後悔していない。




　そう強く言い切って、クロニャはその長い語りを終える。

　同時に、これまで絶え間ない激しい攻撃にさらされたアスティエールの身体が、どたり、と地面に落ちた。

「これ、で、話は、おわり」

　クロニャの口調が元に戻る。それから、ボロ雑巾のように地面に転がるアスティエールを一いち瞥べつして、もう一度倒れて動かない鋼に向かって手の平を向けた。

　最後の仕上げとばかりに、そこから攻撃的な何かが放たれようとして、

「勝手に、話を、終わらせるな……」

　ボロボロになりながらも立ち上がろうとするアスティエールに、その動きを止めた。

「もう、そちらが勝つ、手段、など、ない。最初、から、徒労。それと、も、わたしに、勝つ、手段が、あるいは、わたしに、勝る、大義、が、あるの、か？」

　はっきりと言えば、クロニャが言ったことの半分もアスティエールは理解出来ていなかった。

　それでもクロニャが彼女なりの確固とした正義のために動いているということは、肌で感じ取れた。

　身体はボロボロで、クロニャの防御を破る手段も全く思いついてはいない。

　だが……。

「勝算も、大義も、必要ない」

　アスティエールは立ち上がる。

　自分の胸に燃える想い。それだけで戦うには十分だと言わんばかりに、力強く剣を構える。

　その姿に、クロニャは理解出来ないとばかりに眉を寄せる。

「なぜ、あきらめな、い？」

　もうその剣にはさっきまでの勢いはなくて、すぐに弾き返されるのに。

「なぜ、分からな、い？」

　なのにアスティエールはふらふらと、しかし確固とした意志を感じられる瞳で立ち上がる。

「な、ぜ。どう、して……」

　その様子に、クロニャも戸惑いを見せる。

　そんなクロニャをまっすぐに、迷いない目で見つめ、アスティは愚直に突き進む。

　伝えるために、気付かせるために。

「神だの世界だの、話が大きすぎてお前の話を理解し切れたとは言えない。ただ、そんな私でもはっきりと言い切れる。どんな理由があったにせよ、貴様が、ハガネを殺したことを後悔していないなんて、噓だ」

「なに、を……」

　ふらつく足取りのアスティエールが、クロニャへと迫る。

「だって私は、見ていた。たった半日にも満たない間だったが、ずっと、見ていたんだぞ」

「だか、ら、なに、を……」

　一歩一歩と踏みしめるように歩いて、その度にクロニャがあとずさる。

「お前が楽しそうに、ハガネと話しているところも、お前が幸せそうに、ハガネの腕で眠っているところも、お前が嬉しそうに、ハガネの口から料理をついばむところも、私は……」

「ちが、う！」

　叫びと共に不可視の衝撃波が放たれ、アスティエールの身体がはね飛ばされる。

「わたし、に、感情、なん、て、ない！　あ、んな、ことに、意味なんて、ない！　日常、な、んて、わたし、に、は、必要、ない！」

　だが、アスティエールは倒れなかった。しっかりと両足で大地を踏みしめ、クロニャの前に立つ。

「感情がないなんて、それこそ噓だ」

「噓、じゃ、ない！」

　ふたたびの衝撃波。しかし、アスティエールは今後はその場に踏みとどまって耐えた。

「だったら、だったら、お前は、なぜ――」

　そして、その剣をまっすぐにクロニャに向け、こう問いかける。




「――なぜ、泣いているんだ？」




　その言葉に、クロニャの動きが止まった。

「……泣いて、る？　そん、な、はず……」

　だが、呆然とつぶやくクロニャの手の上にぽつりと水滴がこぼれ、彼女はそれが真実だと悟った。

「こ、れ……なみ、だ？」

　受け入れられない事実に、クロニャがふらりと後ろによろめく。

「お前は、本当はハガネを殺したくないと思っていたのではないのか？　だがそれを使命だからと……」

「……も、う、遅い」

　けれど、次に顔をあげたクロニャの瞳には、先ほどまではなかった決意の色があった。

「わ、たし、は、使命を、果たす。わたし、には、それし、か、ない」

「バカな、そんな決めつけ……ぐっ！」

　言いかけたアスティエールを不可視の攻撃が襲い、アスティエールは吹き飛ばされた。

「もう、後、戻り、でき、ない。まず、彼、の身体を、万一に、も、蘇生、出来ないように、壊して……」

　はね飛ばされたアスティエールから視線を飛ばし、倒れた鋼に手のひらを向けるクロニャ。

「やめっ――」

　アスティエールが必死に制止の言葉をかけるが、それよりも早く……。

　――カチャン！

　クロニャの後ろから高速で飛来した何かが、クロニャの能力によって弾かれた。

　地面に落ちたのは、小型の投げナイフだった。

「あなた、まで、無益な、真似を？」

　アスティもナイフを投げた人物を求めて顔を上げる。

「んー。完全に裏を取ったと思ったんだけど」

　ナイフを片手に、ぽりぽりと頰をかくのは暗殺者のターナだった。

　クロニャは新たな襲撃者に向き直る。アスティに背を向けたのは、アスティが何もできないと踏んだというより、自分の防御能力への絶対的な信頼からだろう。

「あなた、に、気付いては、なかっ、た。でも、無駄」

「ふぅん？」

「わた、しの、〈絶対的隔意〉、は、自動的。体力気力が、十全な、ら、意識の外、か、らの攻撃も、全て、防ぐ」

「つまり万全な状態じゃなければその防御は使えないってことね。分かりやすい攻略法ありがと」

　言いながら、ターナは油断なくナイフを構える。

　しかし、クロニャは心外だとばかりに首を振った。

「わ、たしに、万全ではない状態、など、ない」

「あんた、空腹で倒れたり無防備に他人に寄りかかって寝てたりしてたじゃない」

「それ、は……」

　戦闘が始まって初めて、戸惑ったように黙り込むクロニャ。

　それを見計らって、ターナは小声でアスティエールに声をかけた。

「アスティ。あんた、まだやれる？」

「ターナ。しかし、お前はいいのか。あんな相手に立ち向かうなど……」

「あったり前でしょ。護衛対象を殺されただけでもやばいのに、それから何もしませんでした、じゃ査定がどうなるか分かったもんじゃないわよ」

「お前という奴は……」

　あくまで利己的な言葉を吐くターナに、アスティエールは苦笑する。

　それが本心かは分からない。だが、その変わらぬターナの態度に、アスティエールの頭も冷える。

「……お前が動くということは、何か策があるのだろう？　私は、何をすればいい？」

「一瞬だけ、あいつの注意を引いて。それから、出来るだけ攻撃を途切れさせずに、あいつの注意力を奪って」

「難しい注文をする」

　口調とは裏腹に笑みを浮かべながら、アスティエールは懐から丸薬を取り出す。

「これで私も、超人だ」

　服用した超人の丸薬の効果で、アスティエールの身体能力は跳ね上がり、さらにＨＰダメージも十分の一になる。

　弱まっていたアスティエールの身体を覆うオーラに、力が戻る。

「はぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と、神速の踏み込み。

　まるで戦闘開始直後のような、人を超えた速度での強襲。

「……それ、も、徒労」

　だがその一撃も、当然のようにクロニャの結界に阻まれ、

「なっ、に!?」

　返す刀で繰り出された衝撃波が、アスティエールの身体を貫く。

　迎撃され、地面にもんどりうって倒れるアスティエール。

「ダメージが、軽減、されない……？」

　痛みの中、アスティエールは動揺した声を漏らす。

　超人の丸薬のダメージ軽減効果が全く機能していなかったのだ。

「わたし、が、操るのは、異界の、魔法。システム外、スキル。この世界の法則に、縛られ、な、い」

　驚きと痛みに動きの止まったアスティエールに、無感動な表情で手のひらを向け、

「まだ、だ!!!」

　しかし、そこでアスティエールは跳ね起きると同時に衝撃波を回避。すぐに姿勢を立て直し、膝を曲げ、全身にばねをためて、クロニャに向かって突進！

　そのまま振り上げた剣を振り下ろさ……ない！

「お、おぉおおおお!!」

　振り上げた剣を天まで届けとばかりにさらに高く突き上げ、溜めた力を全て宙に解き放って――

「光よ、溢れろ！　白びやく夜やの静せい謐ひつ!!」




　――瞬間、世界から音が消え、光が満ちた。




「ターナ!!」

　そして、知覚が奪われたその一瞬、まさにほんの瞬きの間、人が人であるが故に生まれる絶対的な意識の空白に、暗殺者は忍び寄る。

「もらった！　タナトスコール!!」

　それが、一発逆転の秘策。

　即死効果を持った短剣を構えたターナは、電光石火の速度でクロニャの首筋に向かってその刃を走らせ、

「う、そ……!?」

　完璧なタイミングで繰り出されたはずの一撃はあっさりと不可視の壁に弾かれ、死神を宿した短剣は暗殺者の手から離れて背後に飛んでいく。

「……言った、はず。全て、徒、労」

　その行先を見届ける暇もないまま、ターナの意識は途切れた。

「ターナ！　く、そぉおおおお！」

　それでもアスティエールはあきらめなかった。

　仲間が減った分まで、自分が戦うとばかりに果敢にクロニャに攻め入り、だが、そこまでだった。

　三十秒と経たずに力尽き、地に伏す。

「……これ、で、全て、終わり」

　無感動な声で、無感情な顔で、クロニャが地面に倒れるアスティエールを見る。

　だがそこで、地面に倒れた彼女の表情に、少しだけ眉をあげた。

「な、ぜ、笑って……？」

「それは、私が、いや、私たちが目的を果たしたからだ」

「な、に？」

「もう、あれから三十秒経った。今、タナトスコールが発動する」

「タナト、ス、コール？」

　タナトスコールは時限式の即死技だ。当てた人間を、三十秒後に死亡させる。

　クロニャは手早く自分の身体を確かめるが、タナトスコールを受けた形跡はない。

　ハッタリだったのか、とクロニャがアスティエールに視線を戻すと、彼女はクロニャではなく、肩越しにその奥を見ていた。

　クロニャの奥の何かを、誰かを見ながら、アスティエールはこう口にする。

「なぁ、クロニャ。……即死の反対は、何だと思う？」

「あの、ナイフは……！」

　タナトスコールのかかったナイフは、クロニャの〈絶対的隔意〉によって弾かれ、どこかに飛んでいった。

　クロニャはそう思っていた。

　だが、それが攻撃の失敗ではなく、最初から予定の行動。クロニャに弾かれたフリをして、全く別の誰かにタナトスコールの付与されたナイフを当てるためだったとすれば……。

　そして、クロニャがその事実に気付くのと、ほぼ、同時。




「まったく、面倒なのは、嫌いなんだけど、な」




　戦場に、少女たちが待ち望んだ声が響く。

「まさ、か……」

　驚愕に震えるクロニャが振り向くと、そこには彼がいた。

　満まん身しん創そう痍いで、今にも倒れそうで、けれどその口元に不敵な笑みを浮かべる鋼が、いた。

「ぼくが、寝てるのを、いいことに、ずいぶ、がふっ！」

　復活したといっても全快したワケではないのか、言葉と一緒に血まで吐く。

「ハガネ！」

　その痛々しい姿にアスティエールが叫ぶが、それでも鋼は話すのをやめなかった。

「ずいぶん、好き勝手、言ってくれた、な！　……二人とも！」

　まさに血と共に吐かれた言葉には、抑え切れない強い激情がこもっていた。

　鋼は血ち反へ吐どを吐きながらも、それでもどうしても言わなければならないと、伝えなければならないと顔を上げ、口を開く。

「異世界の勇者、地球アース型箱庭世界、絶対防御領域、白夜の静謐、『新神類育成計画』、能力ちから、異界の神、『絶対的パーフエクト隔意ロンリネス』、徒労、世界滅亡、システム外スキル、救世主、真しん神じん。こんな魅惑の厨ちゆう二にタームばっかりじゃ……」

　自らの体など取るに足りない問題だとばかりに、鋼は大きく息を吸い、




「ツッコミが、追いつかないじゃないかああああああああああああああああああああああああああああああああがぶぅぇぼはぁ！！！！！！」
















　大声を出しすぎて、最後に派手に吐血して倒れた。

　まさに鋼が生命を削って放った魂の叫びに、年齢も性格も、敵味方すら違う二人の少女の声が、この時ばかりは重なった。

「「……はぁ？」」

　こうして。敵味方双方の涙が出そうなくらい冷たい視線の中で、結城鋼の大逆転劇は始まったのだった。











第六・五章　生と死のはじゃまで
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「おお　はがねよ　しんでしまうとは　なさけない」

「え、シロニャ……？」

　クロニャの攻撃に胸を貫かれた直後、鋼が気が付くと目の前にシロニャがいた。

　きょとんとする鋼に、白い猫神はくるんと回ってポーズを取ってみせる。

「どうじゃどうじゃ！　久しぶりの生シロニャじゃぞ！　ちょっとくらいなら触ってもいいんじゃぞ！　ほれ、ほれほれ」

「いや、そういうのは間に合ってるんで……」

　なんかやたらとハイテンションで迫ってくるシロニャに鋼はドン引きになって半歩あとずさった。

　そんな鋼の態度を見て、シロニャは不機嫌そうにぷーっとほおをふくらませる。

「なんじゃよもー！　久しぶりの再会なんじゃから、こう、もっとあるじゃろ、なんか、こう！」

「いや、そんなこと言われても。えっと、ひ、久しぶりー」

「そうじゃないじゃろ！　もっとこう、『お、シロニャちゃん、だよね。やっぱかわいいねぇ。うん、写真でもかわいかったけど、実物はもっとかわいいよ。え？　ほんとほんと、オレお世辞とか言わないし。あ、そうだ。この近くにオレの店あんだけど、寄ってかない？　いやいや、怖くないって、大丈夫。シロニャちゃんならすぐ人気者になれるよ。ほら、友達だってできるし。行こうぜ！』……的な何かがあるじゃろ！」

「ねえよ！　何の勧誘だよ、それ！」

「いや、ほんと、何の勧誘じゃったんじゃろうな、あれ。ただのオフ会のはずじゃったんじゃが、やっぱり姉様の顔写真を載せたのがまずかったんじゃろうか。あの時はこわくなって急いで猫化して逃げたんじゃが……」

「ねえ！　ほんと何やってんの、お前!?」

　鋼は全てを忘れてツッコんだ。本当にシロニャは鋼にツッコミをさせる才能に関してはピカイチだと思う。

「じゃ、じゃが、ちょっとくらいほめてもバチはあたらんじゃろ。ほら、ちょっと、『その服どこで買ったの？　渋谷？』とか言ってくれるだけでいいのじゃよ？」

「お前の中で渋谷が憧れの街だということは分かった」

「うむ！　ああ夢の街４２８。いつかあそこに行って、事ある毎ごとに倒壊する１〇９を見るのが夢なんじゃ」

「行っても無理な気はするけど、夢があるっていいことだよな！　それと、あえてツッコまずにいたんだけど、それ、服、パジャマだよな？」

　シロニャが着ていたのは、青い水玉模様の、ひたすらにファンシーかつドリーミーかつ子供服丸出しなパジャマだった。

　渋谷発かは知らないが、たぶん違うだろう。

「う、うむ……」

　ここでなぜかシロニャの表情が曇った。

「実は、今ワシの家にお客がいるという話はしたと思うのじゃが、そいつがもうほんと、鬼なんじゃ」

「お前の近く、鬼多いな」

　かくいう鋼も鬼の一人である。鬼科鬼目のしりとり鬼。

「とにかく、そいつから逃れるため、ワシはこれみよがしにパジャマに着替え、三歳児ということを盾にもう眠るのじゃ宣言をして、ようやくここに……」

「あはは。シロニャが参るなんてめずらしいな」

　あんなに鈍感力高いのに、とは鋼の心の中の感想である。

「笑いごとじゃないのじゃ！　あいつめ、ワシのことをシロニャンシロニャンと……あ！」

「ど、どうした？」

「そうじゃった。こんな話をしてる場合じゃないのじゃ！　実はおぬしに、非常に驚くべき、残念なお知らせをしなくてはならないのじゃ」

「な、なんだよ？」

　いつにないシロニャの鬼気迫る様子に、鋼もさすがに鼻白む。

「言おうか言うまいか悩んでおったのじゃが、この話をせずに、おぬしと和わ気き藹あい々あいと語らうことなど、ワシにはできぬのじゃ。よいか？　すぐには冷静に受け止められぬかもしれんのじゃが、落ち着いて聞くのじゃぞ？」

「あ、ああ」

　神妙な鋼の態度にシロニャも腹を決め、重い口を開く。




「じ、実は……実はワシの本当の名前は、シロニャではなく、シロナだったのじゃ!!」

「いや、最初から知ってたよ!!」




「にゃんと！」

　猫キャラっぽく驚くシロニャ。ちょっとあざとい。

「さ、さすがコウじゃな。まさか、見破っておったとは……」

「いや、その、……うん」

　そういえばバレてないと思ってたのか、とうろ覚えの記憶を探る鋼。すると、

「じゃ、じゃったら話は早いのじゃよ。おぬしはその、シロナとシロニャ、どっちがいいのじゃ？」

「え？　どっちって？」

　ちらちらと上目づかいに鋼を眺めながら、シロニャが何か訊きいてきた。

「神というのは観念に縛られる存在じゃからな。名前というのは重要なんじゃ。だから、名前が二つある状態はあまりよくないのじゃよ。じゃから今後はおぬしが選んだ方を正式な名前にしようと思ってるんじゃが」

「え？　僕が決めるの!?」

「う、うむ！　友達限定の特別サービスなんじゃよ！」

「そ、そうなんだ……」

　それはなんかもう、友達の枠を大きくはみ出しているような、と鋼は思ったが、口に出すのもなんか怖い気がしたので黙っていた。

　ツッコミの鬼なんて言われつつ、都合の悪い時は割と頻繁にツッコミどころをスルーするのは鋼の得意技である。

「具体的に、シロナからシロニャに名前が変わるとどんなことになるんだ？」

「うーむ、そうじゃなぁ。何しろ名前の最後がニャじゃからな！　段々と猫耳と猫尻尾が生えたり、やたらと台詞の端々にニャを入れるようになって猫アピールをするようになったり、たぶんすごい変わると思うんじゃよ！」

　鋼は「あ、それ今と変わらない」と思ったという。

「じゃ、じゃあ、やっぱり慣れてるシロニャ、の方でいいかな？」

「うむ！　ならワシは今日から正式にシロニャなんじゃよ！」

　あっさりとした割り切りを見せるシロニャ。鋼はこんなんでいいのかなーと思わなくもなかったが、深く考えても仕方ないと思い直し、シロニャに向かって手を差し出した。

「よし！　だったら神族シロニャ、コンゴトモ　ヨロシク！」

「それはどっちかというとワシの台詞なのじゃ！」

　と、名前問題が一段落した後で、

「ところで、ここどこ？」

　鋼がここに来てから真っ先に言うべきだった質問をすると、いつもの軽い調子で返事が返ってくる。

「あ、ここはアレじゃ。生と死のはざまの世界」

「そっちの方が重要なお知らせだよね!?」

　シロニャかシロナかなどという話より、個人的にはこちらを優先してもらいたかった、と鋼は思った。

「じゃあやっぱり僕、クロニャにやられて死んじゃったんだな」

「うむ！　ワシは見てないんじゃが、きっとそうなのじゃ！」

「あいかわらず、命軽いなー」

　愚痴ってはみるものの、ある程度は想定の範囲内だった。

　後はただ、最期の言葉がターナにきちんと届いていることを祈るばかりである。

「じゃ、これ、約束の品なのじゃ！」

「約束？」

　首をひねる鋼に、大きな何かと、小さな何かが渡される。

「ほれ。メガド〇イブとワンダース○ンカラーじゃ」

「墓前に供えるとか言ってた奴?!　まだ生きてたんだ!?　そんな地味な伏線!!」

「ワシは約束を踏み倒すことはしても、忘れることはないのじゃよ！」

「それ、全然自慢出来ることじゃないよな！」

「あ、でもたまに忘れるんじゃよ？」

「もうグッダグダだな！」

　そもそもこんな世界でメガド○イブとワンダース○ンカラーだけをもらってどうすればいいのか。

　鋼が大きな黒いゲーム機と白い携帯ゲーム機を手に途方にくれていると、シロニャがフォローを入れた。

「ワシもおぬしの　〉突然の死！〈　は突然すぎたので、ゲームソフトまでは用意できなかったのじゃ。じゃがその代わり、コウのために、そのワンダース○ンカラーにオラクル機能を持たせてみたのじゃよ！」

「オラクル機能？」

「うむ！　まだオラクルはあっちの世界の身体につながっとるはずじゃから、これを使えばおぬしが死んだ後、何が起こってるか分かるのじゃよ」

　そう言って、シロニャがワンダース○ンカラーの電源を入れる。

　プィーン、という独特の起動音の後、画面にはクロニャとアスティエールの映像（ただし添付ファイル機能を使っているため静止画）が映り、そこから、

《では、なぜだ！　なぜ、彼を?!》

《この、世界、を、救わせない、ため》

　オラクルによって音声まで入ってきた。

「ほんとに映った！」

「ほ、ほんとなのじゃ！　ワシ、すごいのじゃよ！」

　なぜシロニャまで驚いているのかは謎だが、時々静止画が更新されるだけとはいえ、状況を理解するのに不足はない。

　ただ、難点は……。

「画像、結構粗いな」

「もう何世代も前のゲームじゃからなぁ……」

　技術の進歩は日進月歩だ。鋼とシロニャがゲームハードの歴史と変遷に思いをはせている間にも、ワンダース○ンカラーはアスティエールとクロニャの激しい戦いの模様を描いていく。

　ちなみにそれを見ていた鋼の感想は……。

「何この中二系異能バトル……」

　アスティエールはどうして自分がちょっと目を離すと超人バトルを繰り広げようとしてしまうのか。生まれながらのエンターテイナーとか、そういう業の深い生き物なのだろうか。

　鋼はそんな風に思って何だか切ない気持ちになったが、切ながっている場合でもなかった。

　最初のうちは「うおおお！　今の技、すごいな！」「〈絶対的パーフエクト隔意ロンリネス〉ってどんだけボッチなんじゃよ！」などと騒いで楽しんでいた二人だったが、クロニャが鋼のことを思って涙を流した辺りから、二人の口数はだんだん少なくなってきた。

　そして、どうしても気になった鋼は、シロニャに尋ねる。

「シロニャ。異世界勇者ってなんなんだ？」

「神様の命令を受けて世界を股にかけて働く英雄のことじゃな。奴らは神の指令に従って何十年、何百年も戦うものじゃが、長く戦ううちに存在がすり減って『人間らしさ』をなくしていくのがほとんどなのじゃ。もしあのクロニャとかいうのが自分の名前を忘れてしまっていたとしたら、人間味なんてほとんど残ってなかったはずじゃよ」

「そう、か？　僕から見ると、クロニャはだいぶ、人間らしかったと思う、けど」

「さっき、神様にとって名前は大事じゃと言ったじゃろ。異世界勇者にとってもそれは同じなんじゃ。もしかするとコウが人としての名前を失っていたあやつにクロニャという名前をつけたから、あやつも人間らしさを取り戻したのかもしれないのじゃよ」

　鋼としても、思い当たる節がないでもない。空腹や睡眠に対して、クロニャは強い困惑を覚えていたように思えた。それが、復活した感覚に戸惑っていたと考えれば、つじつまは合う。

「クロニャ……」

　鋼の目は一層の真剣さでもって小さな画面の中の戦いを追う。そして、画面の向こうでまずターナが、そして少し遅れてアスティエールが倒れるに至って、鋼は覚悟を決めた。

「……やっぱり、さ。僕は、あっちに戻らなきゃいけないみたいだ」

「コウ？」

　シロニャの、不安そうな目が鋼を捉える。

「ほら。ターナが僕にタナトスコールを使ってくれた。これで僕は、うまく行けば復活出来るかもしれない」

　――即死の反対は、蘇生。毒をＨＰ回復に、麻痺を速度アップに、状態異常を反転させるタレントを持つ鋼には、即死攻撃は復活攻撃に変わる。

　鋼が死ぬ直前、ターナに伝えようとしたのはこれだった。

　時間がなかったため、技名を切れ切れに伝えることしか出来なかったが、ちゃんと理解してくれたらしい。

「じゃが、戻ったとしておぬしはあやつに勝てるのか？　あやつは異世界の勇者じゃぞ」

　シロニャの言葉に鋼は直接は答えず、静かに笑った。

「あいつは、クロニャは日常なんて意味がないって、どうでもいいって言った。でも、それはとんでもない思い上がりだって、あいつに教えてやらなきゃいけない」

「コウ……」

　そう口にする鋼の身体は、半透明に透け始めていた。これは、復活の予兆。

　鋼が元の世界に蘇生しかけているため、この世界に存在出来なくなっているのだと、二人には分かった。

「それじゃ、シロニャ……」

　別れを切り出そうとする鋼。その消えかけた手を、シロニャは飛びつくようにして握った。

「コウ！　勇者はワシら神と近しい概念的存在じゃ！　その存在は契約に強く縛られる！　じゃから、どうにか交渉して身の安全を約束させれば……」

「ありがとう。久しぶりにシロニャに会えて、やっぱりちょっと、嬉しかったよ」

「あ……」

　その言葉を最後に、鋼の姿は完全にシロニャの前から消えた。

「行って、しまったのか……のじゃ」

　こうして、シロニャと鋼の短い再会は終わりを告げた。

　ただ、

「あ、話に夢中になってて連コン返してもらうの忘れたのじゃ」

　シロニャの小さな胸に、小さなしこりを残して……。
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「ツッコミが、追いつかないじゃないかああああああああああああああああああああああああああああああああがぶぅぇぼはぁ！！！！！！」

　そんな叫びと共に元気よく復活をアピールした鋼だったが、体調は万全とはとてもいかなかった。

　タナトスコールは確かに鋼を蘇生させてはくれたが、傷を全て塞いではくれなかったのだ。

　だが、悠長にしていられる時間はない。応急処置として、鋼はターナから受け取ったまま返していなかった毒の小瓶を取り出し、その中身を傷口にぶちまけた。毒が傷にしみわたり、反転した状態異常が傷をいやしていく。

　その姿に、全ての世界の守り手たるクロニャは表情を険しくする。

「その、異常、な、回復、力。……ユーキ、ハガネ。あな、た、は、やはり、危険」

「クロニャ……」

　鋼とクロニャの視線が、意志がぶつかり合う。

　だがそこで、弱気に伏せられたのはクロニャの顔だった。

「……降伏、して」

「降伏？」

　思わぬ提案に驚く鋼に、クロニャは真摯に説く。

「わた、しは、もう、あなた、を、殺したく、ない。不確定要素、の、あなた、が、いなくなれ、ば、この、世界は、必、ず、滅ぶ。わたし、たち、が、戦う理由、も、なくな、る」

「それは……」

「そう、したら。どこか平和、な、世界、で、一緒に、暮ら、そ？」

　クロニャの言葉には、懇願するような響きがあった。

　それはあるいは、争いに疲れた異世界勇者の、心の奥底から出た願いだったのかもしれない。

　その提案に、心が揺れなかったと言えば噓になる。

　だが、鋼は首を横に振った。

「僕が世界を救うなんて、考えてもないけどさ。残念だけど、僕は割とこの世界が気に入ってるんだ。もちろん、この世界に生きている人々も。だから、ここを離れるつもりはない」

「ハガ、ネ……」

　今度は鋼が問いかける。

「なぁ、クロニャ。クロニャこそ、こんなことはやめよう。危ない存在になるかもしれないってだけでそれを滅ぼすなんて間違ってると思う。クロニャが引いてくれるなら、すぐに……」

「それは、出来な、い。わたし、は、勇者、だから」

　悲しげに首を振るクロニャ。交渉は、決裂だった。

「やっぱり、話し合いじゃ、無理か」

「……残、念」

　つぶやきと共に、空気が変わる。クロニャから、勇者へと。

　だが、鋼は動じない。ただ、目の前の勇者を名乗る存在を、憐あわれむような目で見ていた。

「な、ぜ、そんな目を、する？」

　クロニャは不思議そうに問いかける。

　異世界勇者であるクロニャの能力は圧倒的で、対する鋼はまだ蘇生したばかりで、傷すら治り切っていない有様なのに、どうしてそんな表情が出来るのか。クロニャには理解出来ないようだった。

　だから鋼は、口を開く。クロニャに真実を、残酷な真実を伝えるために。

「もう、勝負はついてるからだよ」

「な、に……？」

　鋼の静かな声に、クロニャの困惑は大きくなる。

「クロニャ。君は、日常なんて意味はないって。僕たちと過ごした時間に意味はないって、そう言ってたよな？」

　その問いに、クロニャはじくじくと響く痛みをこらえるように、表情を歪ゆがめる。だが、決して、かつての自分の言葉を否定しようとはしなかった。

　それを認め、それでも表情を変えることなく、鋼は高らかに宣言する。

「だけど、君は負ける。あの時間に、食べ物の取り合いで騒いだり、頭を撫でられて顔を赤くするような、そんな、他愛たわいない日常に負けるんだ！」

　鋼の言葉を聞いても、クロニャは揺らがなかった。

「ばかな、仮定。信じる、根拠が、ない」

　だが、

「信じなくて、いい！」

　それはもう、どうでもいいのだ。

　だってそれはすぐ、後ほんの数秒で、実現するから。

「覚えてるかな、クロニャ。あの瞬間から、もう五百九十秒、経った」

「何を、言って、る？」

「ほら、五百九十三、四、五、六、七、八、九……」

　少しずつ上がっていくカウント。

　それを本能的に危険なものだと判断したのか、クロニャが動く。

　手のひらを鋼へと向け、そこから異界の魔法を放とうとして……。




「――ジャスト、六百秒。君の負けだ、クロニャ」




　だが、それはほんの少し、遅かった。

「――え？」

　クロニャの魔法は、発動しなかった。

　それどころか、クロニャは突然何かの攻撃を受けたかのように身を縮めると、そのまま自分の身体を抱くようにしてその場にひざをついた。

「何が、起きたのだ……？」

　ようやく少しだけ回復したアスティエールが、震えるクロニャを見て、呆然とつぶやく。

　確かに、誰がどう見ても、クロニャには何かが起こっていた。

　誰にも全く傷をつけられなかったはずのクロニャが、脂汗をかきながら、潤んだ目で身体を二つ折りにして、うずくまっている。

　そして彼女は、あまりにも切実な表情で、彼女の敗北を決定づける、致命的な言葉を、言った。




「……おなか、いたい」




　それが、英雄と勇者の対決の、最低最悪な幕切れ。その、始まりだった。
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　お腹を抱えてぷるぷる震えているクロニャを見て、

「……ぷっ！　あ、あはははははっはっははげぶぁ！　あひゃははははは、う……がほっ！　がほっ！　ほんとに、ほんとに効いちゃったよげふう！　あははははっははははははっはははっはっははげほふぅ！」

　口から血を吹き出すくらいまで、鋼は大笑いした。

「なに、が、起きた？」

　訳が分からないのは、クロニャだった。

「わたし、への、悪意、は、全て、〈絶対的隔意〉が、ふせぐ、はず」

　それは、毒を盛ることや、こっそり魔法をかけることに対しても有効なのだ。

「ひゃは、はは、……はぁ。悪意じゃなかったから、だよ」

　ようやく笑い終えた鋼が、痛みをこらえながら、しかしいかにもなしたり顔で言う。

「僕には面倒なタレントやスキルが、たくさんあってね。前に巨竜を倒した時に使った〈天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃〉とか〈ブレス無効〉なんてのはまだいい方で、その時に教えてもらったタレントの中には、本当に何に使えばいいか全然分からないようなものもたくさんあったんだ」

　シロニャからもらった数々のゴミスキル。その数々が鋼の脳裏をよぎる。

「特に、〈深爪の呪い〉と一緒に教えてもらった、〈神の左手〉の効果なんてひどいもんでさ。僕は、『こんなスキル、絶対役に立ちっこない！』と思ってたよ。……今日、この瞬間までは」

「ひだり、て？　……まさ、か!?」

　あることに気付いて、クロニャは汗の浮かぶ顔をさらに蒼そう白はくにした。

「勘がいいね。そう、神の左手の効果は、『僕が左手の親指で頭頂部にさわると、十分後にお腹を壊す』ってものなんだ。あの時散々謝ったけど、もう一度、謝っておくよ」

　そして鋼は、最高の笑顔でこう謝罪した。

「悪気はなかったんだけどさ。あの時、つい『左手』で頭をなでちゃって、ごめんね」

　その言葉に、クロニャの顔からすぅーっと血の気が引いていく。

「あな、た、という、人は……！」

　無表情だったはずのその顔には、確かに怒りと、それから羞恥の感情が浮かんでいた。

　ちなみに「その瞬間」から正確に十分が計れたのも、昨日の朝にシロニャに教えられたタレントの効果だった。

　世の中に無駄なものなんて何もないんだ、とか声高に宣言したい気分になる。

「君にはもはや、二つの選択肢しかない」

　呆然とするクロニャに、鋼は現実を突きつける。

「おとなしく、降伏、するか。あるいは……」

「あるい、は？」

　そこにあるかもしれない一縷の希望にすがって、クロニャは鋼を見る。

　そんなクロニャに対して、鋼はあくまでもにこやかに、




「漏らしながら、戦うか」




　死の宣告を、たたきつけた。

　そんな無慈悲な現実に、

「や、だぁぁ！」

　無表情無感動だったはずの異世界勇者は、かぼそい声で叫ぶ。

「ト、イレ、トイレに……！」

　立ち上がれないまま、クロニャは這はうようにトイレに向かって逃げ出そうとする。

「おっと、ちょっと待った」

　だが、それは鋼が許さない。

　本来なら結界の範囲内、悪意を持っていたら絶対に踏み込めないはずの至近距離まで近付いて、造作もなくクロニャの腕を取った。

「は、はな、せ！　はな、して、トイレ、行けな……」

　腕をつかまれ、移動を封じられたクロニャは、半狂乱でもがくが、鋼の拘束は解けない。

「ダメだ。トイレに行きたいなら、もう僕たちを狙わないって約束してもらわないと、な」

「なめ、る、な！　この、く、らいで、勇者、が……」

　あくまで勇ましい台詞を吐くクロニャ。

「そっか。じゃあちょっと、こっちからも攻撃させてもらおうかな」

「わた、しを、殺、すの？」

　危機感の中にも、どこか達観したような、安あん堵どしたような響きの言葉をクロニャはこぼす。

　絶対的隔意の防御が機能しない今、あるいは鋼と木の枝の力ならクロニャを殺すことだって不可能ではないのかもしれない。しかし、鋼にはそんなことをするつもりはさらさらなかった。

「まさか。僕がやる攻撃は、これだよ」

　言いながら、両手を広げ、指をわっしゃわっしゃと動かす。

「ま、さか……」

　完全に余裕を失った顔をするクロニャ。

　まさか本当にそんなことしないよね、とほとんど媚びるような目で鋼を見るが、

「ひうっ！」

　現実は無情だった。鋼の手が触れた途端、クロニャの身体が弾かれたように震え、ついで彫像のように硬直する。

　だが当然、触るだけで終わりではない。

「ほーら、こちょこちょこちょ……」

　定番の掛け声を口にしながら、鋼の手が器用にクロニャのゴスロリ服の中にもぐりこみ、その身体の上を縦横に這いまわる。

「ひゃ、ダメ、や、めぇ……く！　こ、こん、な、こと、で、わたし、が、いぅ！　く、屈する、と……」

「ついでだから、お腹をちょっとマッサージしてあげようか」

「ひっ！　や、め――！」

　今度ははっきりと怯えの混じった声を漏らすクロニャ。その期待に応えるように、クロニャの全身を襲っていた手がその真っ白なお腹に到達し……。

「あ、ぁ、あ、ぁ、あ、あ!!」

　もはや普通の言葉を話すこともできないのか、壊れたスピーカーのように断続的に声を出すしかできないクロニャ。

　だが結局、クロニャはこれにすら耐え切った。

「ぐぅ、ぅ！」

　唇を強く嚙み締め、きつく目を閉じて、襲いかかる「波」を堪える。

　その姿を見て、悪戯心を刺激された鋼は、目の前の小柄な少女の耳元に口を寄せ、ふっ、と息を吹き込んだ。

「あふっ！」

　すると、ずっと力がこめられていたクロニャの体が急速に弛緩し、何かから解放されたように、小さくふるる、と震え、

「……ぁ」

　その場に居合わせた全員の脳裏に、やべ、やっちまったか、みたいな危惧が生まれた。

　しかし、

「はっ、はっ、はっ！」

　一瞬後、荒い息をつくクロニャ。さすがは異世界の勇者。どうやらギリギリで踏みとどまったらしい。

　だが、結局はこれが、最後の一押しとなった。

「……る」

　とうとう、クロニャの口が、小さく動く。

　鋼が無言で促すと、クロニャは赤く染まった顔を、両手で必死に隠して、




「あなた、の、ゆぅ、とおり、に、する、から……。だから、もぅ、ゆる、して」




　とうとう、降伏の勧告を受け入れたのだった。
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「よし。じゃあ、もう僕らには、手を出さない、と、はっきり言って、もらおうか」

「も、もぅ、ハガネ、たちに、手、ださな、い」

　蚊の鳴くような声で、追従する。

「襲ってきて、ごめんなさいは？」

「ご、め、んなさい」

　唇をぎゅうっと嚙みしめ、クロニャは従順に頭を下げた。

「あと、からあげ勝手に食べて、ごめんなさい、は？」

「あ、あれは、どくみ、で」

「んー。やっぱりもうちょっとくすぐってあげた方が……」

「ご、ごめん、なさい。かってに、からあげ、ごめ、なさい」

　一部滑舌がおかしくなっているが、クロニャはどこまでも素直だった。

　本来なら、これくらいで解放するつもりだったのだが、

「うーん。それだけじゃ足りないな」

　想像以上にいい反応なクロニャに、続行を決定。

「ま、まだ？」

　絶望的な顔をするクロニャに、

「お願いします、は？」

　無慈悲な顔で、言い放つ鋼。

　何か鋼の中で変なスイッチが入ってきて、痛みでたどたどしかったしゃべりまでなめらかになっていた。

「お、おねがい、します」

「おねがいします、ご主人様は？」

「ご、ごしゅじ……!?」

　確実に悪乗りしていた。

「……ねぇ。あれ、絵面的に完全に幼女にイタズラするゲスの図だと思うんだけど、いいの？」

「ハ、ハガネだって、あんな非道な行いをするのは心を痛めてるはずだ！　だが、身の安全のために仕方なく……」

「や、あれは完全に楽しんでると思うけど……」

　やっと会話が出来るほど回復したアスティエールとターナが思わずそんな話をするが、それは鋼には届かない。













　そして、ここまで来てクロニャに拒む選択肢はない。

「お、おねが、いします、ごしゅ、ごしゅ、じんさま……」

　言った。

　だが、まだ行ける、とばかりにさらなる攻勢に出る鋼。

「我慢できないんです」

「が、がまん、できない、です」

「トイレにいかせてください」

「トイレ、いかせ、て……」

「もう一回」

「が、まん、できな、です。どう、か、はやく、いか、せて……」

　もうクロニャは苦痛と屈辱で顔色が白くなったり赤くなったり大変である。

「まあ、そろそろ、いいか」

　さすがにアスティエールの目が怖くなったので、鋼は切り上げることにした。

　手を放すと、クロニャはくたっとその場に崩れ落ちた。

　解放されたクロニャは明らかに真っ赤になって荒い息を吐いていたが、それでもさすがは勇者と言うべきか。

「約、束は、守る。でも……」

　ゆっくりと顔を上げ、その両の目に、かつてないほどの激情をたたえて鋼を見据え、彼女はこう言った。




「ユーキ・ハガネ！　この恨み、は、一生、絶対、に…………忘れにゃい!!」




　空気が、凍った。

「……わすれ、にゃい？」

　思わず、という風に、アスティエールがこぼした言葉がきっかけだった。

　クロニャの、もうこれ以上赤くはならないだろう、というほどに上気していた顔が、羞恥でさらに真っ赤になって、鋼たち三人から注がれる視線に、みるみる目に涙が溜まっていって、

「――――ッ!!」

　異世界勇者は、これ以上ないほどの涙目で逃げ出していった。

「あー、そっか」

　その背中を見て鋼が思い出したのは、シロニャが口にしたとある台詞。

《何しろ名前の最後がニャじゃからな！　段々と猫耳と猫尻尾が生えたり、やたらと台詞の端々にニャを入れて猫アピールをするようになったり、たぶんすごい変わると思うんじゃよ！》

　シロニャについては、まあ元が元なので全然気にならなかった。だが当然、シロニャだけではなく、クロニャの名前の最後にも、ニャの文字が入っているワケで……。

　――強く生きてくれよ、クロニャ。

　鋼はそう祈りをささげると、クロニャが逃げ去った方向に向かって両手を合わせた。

　すると、次の瞬間。まるでその祈りを天が聞き届けたかのように、

《うにゃー！　このままではまた猫耳キャラが増えちゃうんじゃよぉ！》

　妙に危機感にあふれた神様の声が降ってきたような気がしたが、鋼は何も聞こえなかったことにしたのだった。
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「ハガネ！」

　クロニャが去って鋼がその場にへたり込むと、いつの間にか復活してきていたアスティエールが鋼の名を呼んだ。

　その後ろには、ちゃっかりナイフを回収してホルダーに収め直しているターナの姿も見える。

「アスティ、ターナ。二人とも無事だったみたいだね」

「あ、当たり前だ！　それよりお前の方がひどい怪け我がじゃないか！」

「ああ。まあ、こんなのは毒つけとけば治るよ」

「……実際そうなんだろうけど、それも割ととんでもないわね」

　回収を終えたターナがツッコミをした通り、鋼の傷は毒の効果でぐんぐんと治っていた。

　それを見て、アスティエールもようやく乗り切ったという実感がわいたのだろう。

　ほう、と深い息を吐き出して、言った。

「とにかく、お前が無事で、いや、誰一人欠けることなく勇者を撃退出来てよかった。……倒し方は、少しだけ疑問が残るが」

　アスティエールが心の底から安堵した様子で言うと、鋼は少し憂いの残る顔で首を振った。そうして、自分に問いかけるように話し出す。

「それは……どうなんだろうね。敵対はしたけど、確かにクロニャは自分の信じる正義のために戦ってたんだと思うよ。僕らが正しかったのかどうかは、本当のところは分からない。クロニャの言う通り、もしかすると、僕が死んだ方がこの世にとっては……」

「ふざけるな!!」

　だがその言葉を、アスティエールの声がさえぎった。

「死んだ方がよかったなどと、言うな！」

　ダメージの抜け切らない身体で、よろよろと鋼の方へ歩いていく。

「あ、アスティ？」

　驚く鋼に、今にもぶつかりかねないほど近付いて、

「私が、私がお前が胸を貫かれたのを見て、どれだけ心配したか。お前が死んでしまったのを見て、どれだけ悲しんだか。なのに、お前は、お前はそんな……」

　後はもう、言葉にならなかった。

　アスティエールは体ごと鋼にぶつかっていき、その胸に顔をうずめる。

　鋼の胸の中から、押し殺した嗚お咽えつが聞こえた。

　目線だけで鋼はターナに助力を求めたが、ターナはただ面白そうに二人を眺めてにやにや笑っているだけ。助けに入ってくれるつもりは毛頭ないらしい。

「悪かったよ、アスティ」

　鋼は観念し、アスティエールの、想像よりも小さく、華きや奢しやな身体をぎこちなく胸の中に抱き寄せる。

「馬鹿だ。貴様は、大馬鹿だ」

　涙声のアスティエールは、まるで年相応の少女のように、甘えるように鋼をなじる。

「悪かった。もう、言わないから……」

「当たり前だ、馬鹿」

　鋼は自分の胸の中ですねたようにしゃくりあげる元騎士の少女を愛いとしく思いながら、その光り輝くような髪を優しく撫でた。……左手で。




「……[image: ]」

「え？」




　ちなみに鋼はこの件でこれからずっとアスティエールからねちねちと責められ続けることになるのだが、それはまた、先の話である。








断章３





　　　　　　コウがいなくなったと聞いた時、あたしは驚くと同時にやっぱり、と心のどこかで納得していた。

　　　　　　初めてコウと話したあの日。夜空を眺める彼の姿が脳裏によみがえる。

　　　　　　彼はとうとう、あの空の向こうに飛んでいってしまったのだと、そんな風に思った。

　　　　　「コ、ウ……」

　　　　　　でも、だからといってつらい気持ちがなくなるワケじゃない。

　　　　　　一緒に星空を見たあの日から。あたしは少しだけ、コウと話すようになって、少しだけ、二人きりで会う時間が増えて、少しだけ、コウを盗み見る時間が長くなって、それから少しだけ、苦くて甘い感情を知った。

　　　　　　それでも誰も、あたしとコウの関係を知らない。あたしたちは単なるクラスメイトだと、みんなは思ってる。ゆっきーだって、思ってる。

　　　　　　コウがいなくなってしまった今も、あたしが悲しむワケにはいかなかった。

　　　　　　それでも、どうしても悲しくなる。彼がこの場にいないことが、彼の記憶が薄れ、みんなの日常の中からコウの気配が消えていくことが、たまらなくつらかった。

　　　　　　そんな中での唯一の例外が、ゆっきー。あたしの親友の、真白夕希だった。

　　　　　　彼女だけは、何日過ぎてもコウのことを忘れなかった。ずっとずっと、悲しんでいた。

　　　　　「こーら、ゆっきー！　ゆっきーってば！　ちゃんと聞いてるの？」

　　　　　「え？」

　　　　　　だからあたしは彼女の前でだけは彼の話をして、思い切り彼女をからかう。

　　　　　　それが今のあたしに許された唯一の彼との関わりで、救いだった。

　　　　　「まったくさぁ。結城くんがいなくなってショックなのは分かるけど、あんたまでぽろっといなくなったりしないでよ」

　　　　　　ただ、一つだけ心配なことがあった。

　　　　　　ゆっきーはあたしと違ってコウの同類。理由さえあれば空の向こうに飛んでいってしまえる人間だ。

　　　　　　いつかゆっきーはコウのところに行ってしまうのではないか、あたしは好きな人と大切な親友の両方を失ってしまうのではないか、と根拠のない不安に怯えていた。

　　　　　　でもそれは杞憂。落ちるはずのない天の崩落を恐れるような、そんなバカげた不安。その、はずだった。




　　　　　「ごめん、マキ。私、ちょっと急用を思い出した」

　　　　　　そう言って走り出したゆっきーを見送ってから、一時間。

　　　　　　とっくに家に帰り着いたあたしは、いまだに胸をざわめかせる不安を抑え切れないでいた。

　　　　　　もう三十分以上前に出したメールの返事はない。ゆっきーは天然でそそっかしくて忘れっぽい。

　　　　　　携帯にメールが来ても丸一日以上放置することもざらだし、そもそも携帯を携帯していないことも多い。こんなのいつものことで、心配なんてする必要はない。そう、分かっているはずなのに……。

　　　　　「まったく、何やってるんだか」

　　　　　　自分に向かってぼやきながら、あたしはさっき脱いだばかりの靴を履いて、外に飛び出していく。

　　　　　　とりあえず、ゆっきーの家に行って帰ったかどうかを確かめる。いや、その前に、念のためもう一度だけメールを送って……。

　　　　　「あっ！」

　　　　　　そう思って携帯を取り出すと、ちょうど電子音が電話の着信を告げる。

　　　　　　発信者は……ゆっきー？

　　　　　　あたしは慌てて通話のボタンを押した。

　　　　　「あ、マキ？」

　　　　　　耳に届く、能天気な声。いつもと変わらないその朗らかな声に、安堵が広がっていく。

　　　　　「ちょっと、心配したんだよ。今どこにいるの？　家にいるなら……」

　　　　　　何事もなくてよかった。ほっと胸を撫で下ろしたあたしの判断は、しかし間違っていた。

　　　　　「コウくんをね！　見つけたの！」

　　　　　「は？」

　　　　　　続いて飛び込んできたのは、興奮し切ったゆっきーの言葉。

　　　　　「コウくんは生きてるって！　死んでないって！　あ、や、死んじゃったんだけど、大丈夫だったって！」

　　　　　「待って！　ゆっきー？　何言ってるの？」

　　　　　「ごめん！　あんまり時間ないからもう切るね。私も向こうに行くからしばらく会えないとは思うけど、絶対に戻ってくるから心配しないで！」

　　　　　「ま、待ってよ。ちょっと、何を言ってるの？」

　　　　　　頭がぐるぐると混乱する。コウが、生きてる？　向こう？

　　　　　「魔法使いになるんだ！　一生懸命魔法を研究して、転移魔術を開発して、そしたらコウくんを引っ張って絶対に帰ってくるから！」

　　　　　「魔法使い？　転移魔術って、何言ってるのか分からない」

　　　　　　耳に入るのは荒唐無稽な単語ばかり。何が起こっているのか、全く分からない。

　　　　　「もう、行くね。それじゃ、また！」

　　　　　「ゆっ――！」

　　　　　　電話が、切られる。

　　　　　　急いでリダイアルしたが、ゆっきーが電話に出る気配はなかった。

　　　　　「どう、しよう……！」

　　　　　　状況は、分からない。

　　　　　　ただ、ここで動かなければ本当に置いていかれる。それだけは理解出来た。

　　　　　「ああ、もうっ！」

　　　　　　走る。

　　　　　　目的地は、ゆっきーと最後に別れた場所。

　　　　　　ゆっきーはあそこで何かを見つけた。だから、あそこに行けば何かが見つかるはず。

　　　　　　そんな蜘蛛の糸のような細い可能性にすがって、あたしは走って、走って、それで……。

　　　　　「あ、れ……！」

　　　　　　あの時、ゆっきーが走っていった方向、小さな路地の一つから、白い光が漏れているのが見えた。

　　　　　　理屈じゃ、なかった。本能的にそこにゆっきーがいると感じて、決めつけて、駆けつけて、

　　　　　「ゆっきー!!」

　　　　　　そこに確かに、彼女はいた。

　　　　　　隣の、十二、三歳くらいの着物を着た女の子と向かい合って、全身が光に包まれた真白夕希が、そこにはいた。

　　　　　　あたしは全力で、全力で叫んで、

　　　　　「ゆっきー、待って！　あたしも、あたしも連れて……」

　　　　　　そんなあたしを見て、ゆっきーは一瞬だけ驚いて、すぐに嬉しそうな笑顔を浮かべ……。




　　　　　「――行ってくるね」

　　　　　

　　　　　　そうして、あたしの目の前で。




　　　　　　――ゆっきーは、この世界から、消えた。










エピローグ
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　アスティエールを先に帰し（どのような理由でそうなったかは、本人の名誉のために割愛）、疲れた体を引きずって、よたよたと鋼たちがギルドの方に向けて歩いていると、

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＵ!!」

　いきなりご機嫌な吼ほえ声を響かせて、モンスターが鋼にとびかかってきた。

「うあぁあ！」

　突然の大質量に押しつぶされ、鋼は抵抗する間もなく地面に引き倒された。

　耳元で聞こえる、はっはっはという獣の荒い息。しかも、それが三つ分。鋼は生きた心地がしない。

「あれ？　このモンスターって……」

　鋼を襲ったのは、三つ首の、まるで犬のようなモンスターだ。

　ということは、鋼だって知っているあの有名モンスターだろう。

　するともしかして……。

「コウ様！」

　ボン、と鋼の上に、青と白の何かが降ってきた。

　それは当然、

「ミスレイさん……じゃない!?」

　旧知の人物かと思いきや、木の人形に修道服を着せた何かだった。

「ふふふ。まだまだ甘いですよ。金ピカの人あらため、ゴワゴワの人」

「まだ名前覚えられてなかった!?　あ、いや、違う！　もう騙されませんからね！　さっき名前呼んでましたよね!?」

　別方向から現れたミスレイは、あいさつ代わりに早速キツいボケを入れてきた。

　かろうじてツッコミでしのぐ鋼。

「それはともかく回復!!」

「それはともかかないけどすごい回復力！」

　傷はもとより、こびりついた血や泥などの汚れまできれいになっていく。

「そしてえいっ！」

　一切の迷いもなく、間髪入れずに鋼に飛びついた。

　ケルベロス以上の豪快ダイブである。

「ちょ、ちょっとミスレイさん?!」

「ああぁ。この頰ずりするだけでやすりで削られるような、決して肌にフィットしないゴワゴワ感。癒いやされ……ふわぁ」

「あ、あのですね……」

「神の信徒だけに、まさにヘヴン状態!!」

「いいのかその発言!?」

　鋼は大声でツッコんだ。鋼はツッコミ時にたまに敬語を忘れる。

「も、もうさすがにやめてくださいよ」

　見えないはずの聖王の法衣の位置を正確に読み取り顔を寄せるミスレイに、鋼は閉口した。

　そういう高能力はもっと重要な場面で発揮してほしいものだし、これはかなりの羞恥プレイである。

「ミスレイ様、あれが大司祭にして最強の……」

　ターナはターナで、何か衝撃を受けているらしく、助けに入ってくれない。

「やはりこの肌触りこそ、至高。ハッ!?　つまりこれこそが神の現うつし身み？」

「って、うぉあぅ！」

　されるに任せて放置していると、何かミスレイの手が鋼の服の中をうにうにと動き回り始めた。こそばゆいが、かといって突き飛ばすこともできず、硬直する鋼の体。

　そんな中、聖王の法衣に頰ずりをし続けたミスレイの顔は、とうとう鋼の顔の横までやってきて、

「……いけない方。本当に、心配したんですよ」

　耳元に何かを囁ささやいたかと思ったら、今までの苦労が噓のよう、ミスレイはさっと鋼から離れると立ち上がった。

「あら。やっぱりボロボロになっちゃってますね」

　そうつぶやく彼女の手には、いつの間に抜き取ったのか、配達を依頼されたミスレイの手紙がある。

「あ、あの、すみません、それは……」

　おふざけとはいえ一応正式な依頼の品だ。さすがに説明しないとマズイだろうと鋼は口を開きかけたが、ミスレイがそれを制する。

「いいえ。皆までおっしゃらなくても分かります。きちんと役目を果たした道具を、責めたりなんて致しません。だって、この懐に入れておいた手紙が、あなたの身を凶弾から守ってくれたのですよね？」

「いやいや！　なに一つ分かってないですから！」

　あと、この世界にも銃はあるんだろうか、と鋼は今はどうでもいいことが気にかかった。

「というか、どうしてミスレイさんが？」

「忘れちゃいましたか？　コウ様にルウィーニア様の加護をかけたのはわたしですよ。加護を与えた人が死んでしまったら分かります」

「あ、ああ。なるほど……」

「ルウィーニア様風に言うなら、『コウ様の霊圧が…消えた…？』ですね！」

「女神様何言ってんの?!」

　この世界を見るだけで色々と地球文化の影響を受けてるのは分かるが、せめて発言には注意してほしいと思う鋼だった。

　そんな鋼の元気な様子に満足したのか、「ふふ。たらららららー」とか何とか言いながら、ミスレイはこれ見よがしに自分の胸元に手紙をしまい直すと、ケルベロスにまたがった。

「仕事ほっぽって来ちゃいましたから、今日はもう帰ります。一応目的は果たしましたし」

「あ、ああ。はい」

　嵐のような人である。しかし少しだけ、鋼は名残惜しいとも感じた。

　そんな感慨を知ってか知らずか、ミスレイはじっと鋼を見つめて、言った。

「わたしはもう行きますけど……。これで貸し、百個ですよ」

「いや、一個ですよ!!」

　水増しが豪快にすぎてさすがに気付いた。

「じゃ、ポチ！　行きますよ！」

　言うなりミスレイとケルベロス（ああ見えてメス）はすごい勢いで遠ざかっていき、すぐに見えなくなってしまった。

「ふはぁ……」

　ミスレイの姿が見えなくなると鋼は大きく息を吐き出してその場に座り込んだ。

　鋼はこっちの世界に来てから色々な人だのモンスターだのと渡り合ってきたが、どうしてもミスレイだけには勝てない気がした。

「緊張、したぁ……」

　意外にも、それはターナも同じだったらしい。めずらしくこわばった顔を見せている。

「緊張するようなタイプの人でもなかったと思うけど」

「いやいやいやいやいや！」

　鋼が首をかしげると、ターナは大げさに否定した。

「ミスレイ様と言えばかなりの有名人だし、あれだけ殺気を向けられてたら、ね」

「殺気？」

　欲望のまなざし、というのなら分かるが、殺気なんて微塵も感じられなかった。

　鋼はなおも首を傾けるが、ターナは頑強に自分の主張を曲げなかった。

「いや、あれあたしに釘刺しに来たんだよ、たぶん。次に護衛をしくじったらどうなるか分かるな、って」

「そんなタイプじゃないと思うんだけどなぁ……」

　話は平行線だが、とにかく二人は疲れていた。

「まあ、何でもいいや。とりあえずどこかで休憩して、それから一度ギルドに報告に戻ろうか」

「さん、せい……」

　ずいぶんとおかしな形になってしまったが、配達の依頼を果たしたのはたしかなのだ。

　ちなみにその前にどこかに寄ってから行く、というのは、まあつまり、十分以上時間を使ってアスティが気まずい思いをするのを回避しようという二人の気遣いであった。




　　　２




「申し訳、ございませんでした」

「うぇっ!?」

　喫茶店的な店でちょっと時間を潰し、ギルドに入った鋼を待ち受けていたのは、ぺったりと地面に座り込んで深々と頭を下げる女の人の姿。

　綺麗にジャパニーズ土下座を決めたギルド職員、ラトリスだった。

「ちょ、ちょっと、ラトリスさん!?」

　偶然ギルドに居合わせた人が驚いているのはもちろんのこと、ギルドでちょっとすねた顔で待っていたアスティエールも突然のラトリスの奇行に固まっているし、一緒に歩いてきたターナも「師匠……？」と目を丸くして驚いている。

「というか、師匠だったのかーい！」と平時ならツッコミを入れただろうが、鋼にそんな余裕はなかった。

　ギルドの扉の真ん前で土下座なんてしていればそりゃあ目立つ。これはある意味脅迫外交なんじゃないか、と思ったが、とにかくこのままでは針のむしろだ。

「とにかくこんなところじゃアレなので、奥の部屋に行きましょう！」

「いえ、しかし私は……」

　渋るラトリスを無理矢理ひきずるように奥の部屋へと引っ張っていく。

　そして、奥の部屋に着いた途端、

「申し訳、ございませんでした」

　やっぱりすぐに地面に土下座。それだけ何かを申し訳なく思っているのだろうが、それでは鋼がいたたまれない。

「あの、とにかく話はうかがいますからそこに座ってください。これじゃ、落ち着いて話もできません」

　せめてソファに座るようにラトリスに促す。

　今の状況ではラトリスも鋼の言うことを聞いてくれるだろうと打算があってのことだ。

「分かりました。ハガネ様がそう仰おつしやるなら」

　そう言ってラトリスはおとなしくソファに向かって、

「申し訳、ございませんでした」

「ソファの上でも!?」

　まさかのソファ上土下座。上なのか下なのか分かりにくいことになった。

　ともあれ鋼はソファに座り、話を促す。

「まずは、話を聞かせてください。そうしないと、ラトリスさんの謝罪を受け入れていいのかも分かりません」

　とは言いつつも、何にせよ土下座リチャージとかリローデッドとかリインフォースだとかは免れたいところだった。

　しばらくラトリスは戸惑っていたようだが、

「分かりました。お話し致します」

　やがて観念したのか土下座を中断し、丁寧な口調で話し出した。




「なるほど、つまりラトリスさんは、クロニャを僕の護衛にしてしまったことに責任を感じている、ということですね」

「……はい。あのような危険な目もく論ろ見みを持った人物を護衛に付けてしまう等、信じ難い程の手抜かりです。弁解のしようもございません」

　険しい顔のままでラトリスは言う。気を抜けば、すぐにでも土下座スタイルに戻ってしまいそうだった。

「とは言っても、あっちはかなりのチートキャラだったしなぁ……」

　思い返してみれば、この冷静で用心深いラトリスが、名前も知らず、適性もよく分からない人間を雇い入れようとした時点でおかしいと考えるべきだったのだ。

　あるいは、それこそが彼女の能力だったのかもしれない。たとえば『完全ネバー認識ノウン阻害ノーリツジ』とか、『絶対アブソリユートリイ絶対コンプリート矛盾パラドツクス』とかそういう中二臭い洗脳能力的な何かなどを使っていたとしても鋼は驚かない。

　しかし、だとしてもラトリスの気は収まらないだろうというのも分かった。

「事は命に関わる事。如い何かなる処罰も甘んじて受ける所存です。あるいは罪滅ぼしになるのであれば、何でもご命令下さい」

　しっかりと鋼の目を見据えて言ってくる。どうやらなかなか意志は固そうである。

「僕は気にしてないんですけど、謝罪も罪滅ぼしもいらない、なんて言っても、聞いてはくれませんよね？」

「いいえ。ハガネ様が重荷に思われるなら、私も無理強いは致しません。罪を償うのが目的で、私の罪悪感のためにハガネ様が不自由をされては本末転倒ですので」

　ダメ元で聞いたのだが、案に相違して、ラトリスはうなずいてくれた。

　鋼もほっと息をつく。

「よかった。じゃあ、僕が必要ないって言ったら……」

「はい。私は人知れずどこかで腹を切るだけです」

「そっちのがよっぽど重荷だよ!?」

　全然安心できる状況ではなかった。

「な、なら、無理のない範囲で僕の手助けをしてくれるっていうのは……」

　腰が引け気味になりつつ、そう提案する。

　これなら実質、今までやってくれたサポートを続けてもらうだけで何とかこの場は収まるはずだ。そう判断してのことだったのだが、

「了解しました」

　そううなずいたラトリスの目の鋭さに、鋼はすぐに自分が何か間違ったことを言ったのではないかと瞬時に後悔した。

「キルリス。プランＢになりました。そのように」

　そして、横に控えていたキルリスに何か指示を出す。

「は、はい。待っててください」

　キルリスがぱたぱたと走り去っていくのを見て、鋼の不吉な予感は昇り竜のごとく高まっている。

「あ、あの、何を……？」

「ハガネ様がお気に掛ける程の事でもございません。少々私の休職の手続きを進めているだけですので」

「きゅ、休職!?」

　給食?!　ここ学校なの?!　などとボケる余裕もなかった。しかし、ラトリスは当然のようにうなずいて、

「今のハガネ様に必要なサポートは、ギルド職員という立場ではこなせそうにありませんので」

　あっさりとそう言ってのける。

　そうして、鋼が絶句している間に、キルリスが戻ってきた。

「有難うございます」

　そして、ラトリスは改めて鋼に向き直ると、

「まず、私の事をもう一度ご説明させて頂きたいと思います。こちらをご覧ください」

　かつて一度見せたことのある、自分のカードを見せた。




　ラトリス・ブルレ

　ＬＶ　38

　職業　くノ一

　年齢　16

　二つ名　インスタント・コフィン・メイカー

　冒険者ランク　Ａ－




「あ、あれ？　この前と違ってる？」

　たしか以前鋼が目にしたラトリスの職業は『ギルド職人』だったはずだ。

　それに、二つ名の『インスタント・コフィン・メイカー』。一体何を生産するのかは、あまり想像したくない。

　しかし、一番目を引くのはやはり最後の項目。

「冒険者ランク、Ａ－？」

「はい。恥ずかしながら、私はかつて冒険者をしていた時期があるのです。齢よわいが十を数える頃には自分の実力に見切りを付け、英雄をサポートする業務を目指してこのギルドの職員の道を選んだのですが、適うならば今一度、微力ながら私の力をハガネ様のお役に立てたいと思います」

「いやいや、どんだけだよ……」

　ラトリスは謙遜しているが、ギルドの職員でレベルがそうそう上がるとは思えないので、ラトリスは十代になる前に冒険者として活動し、既にランクＡ－、レベル三十程度までは成長していたという計算になる。

　それを実力に見切りをつけたとか微力だとか、謙遜にもほどがある。というか、今でもまだ十六歳なのだ。末恐ろしいという表現しか見当たらない。

「これから、私がハガネ様のお傍に付かせて頂きます。ハガネ様の陰になり日陰になり、精一杯の努力を致しますので、どうかよろしくお願いします」

「努力する割に表に出る気ゼロだな!!」

「いえ、もちろん引き受けたからには中途半端な仕事は致しません。おはようからおやすみまでハガネ様の暮らしを見つめさせて頂く所存です。具体的には寝所から厠かわや、湯殿に至るまで全てじっくり見守らせて頂きます」

「サポートのフリしたセクハラだ、それ！」

　鋼はかなり激しくツッコミを入れたつもりだったが、そんな鋼の様子にラトリスは満足そうにふふ、と笑った。

「そう、その感じです」

「え？」

「これからハガネ様は私を使う立場になるのですから、何い時つまでも私に敬語を使っていてはいけません。平時より、先程のような話し方で接して下さい」

「はぁ……」

　それをラトリスが指示してくるのは何か違う気がするのだが、鋼はその不満を呑み込んだ。こういうのは気が済むようにさせるに限る。

「それで、次は護衛の話です。まず、ターナは違約金を払って貰った上で解雇するとして……」

「え、ええ!?　ちょっと聞いてな……」

　あまりに急な決定にターナが文句を言いかけるが、

「これは師匠命令です。アスティエール様から事情は全て聞きました。護衛対象をみすみす死なせたのに、何のお咎とがめもないとでも思っていたのですか？」

　それを鋭い目のラトリスが制した。

「で、でも、あの状況じゃしょうがなかったというか、その後ちゃんと生き返らせたし……」

「黙りなさい。不確実な即死技による蘇生に頼る時点で護衛失格です」

「う、うぐ。で、でも、依頼の解約は……」

「私よりも働けるというのなら、続行を許可します」

「う、うぅ。やめ、ます……」

　そう肩を落として、ターナは部屋を出て行った。

　ちなみにその間、鋼は、

（ラトリスさん、超・怖ぇええええええええ!!）

　と内心で震えていた。

「さて、それで護衛なのですが……まず、アスティエール様」

「は、はい!?」

　ぼうっとしていたアスティは、急に話を振られて直立不動になった。

「ハガネ様へのご助力、期待してもよろしいのでしょうか？」

「私は……」

　ちらっと鋼を見て、

「私は、彼には命を救われた身。その恩があればこそ、いや、それを抜きにしても、彼と旅路を共にしたいと考えております。……もちろん、彼が許可してくれれば、ですが」

　元騎士らしい、毅き然ぜんとした態度でそう答えた。

「僕は、構わないけど。むしろ一緒に来てくれるっていうならこっちからお願いしたい」

　二人に無言で答えを促され、鋼は迷いなく答えた。

　アスティが自分を気に入った経緯はいささか不透明だと思ったが、あれだけの好意を示されれば、鋼だって突き放す理由はない。

「それは有り難い選択です。しかし、アスティエール様でも単独ではハガネ様の護衛が難しいというのも先の一件で証明されています。私が常にハガネ様に付いていられるかも疑問ですので、ここはせめてもう一人、最低Ａランク相当の、腕の立つ護衛を雇い入れたいところなのですが……」

　そうして、居合わせた皆が頭を悩ませた時、




「その必要はないよ！」




　扉が音を立てて開かれ、そこから見覚えのある少女が入ってきた。

　鋼が立ち上がって叫ぶ。

「お、お前は……この前の護衛候補の中に入っていたけど結局僕に選ばれず、捨て台詞を残して去って行ったＡランク冒険者で猫耳族のララナ！」

「とっても説明くさい台詞をありがとうコウくん！　でも冒険者ランクはＡ＋だから間違えないでね!!」

　鋼に向かって威嚇するような笑顔を向けてから、ララナは部屋中の人の視線が突き刺さる中、堂々と部屋の中央まで進み出た。

「話は全部聞かせてもらったよ！　前にボクは言ったよね。『コウくんを十分に守れないと分かったらふんじばってでもついていく』って。その約束を、果たさせてもらう！」

　しかし、その言葉に反発したのはアスティだった。

「ま、待て！　護衛は私とそこのラトリス殿で十分だ！」

　だが、ララナは悠然と首を横に振る。

「ダメだよ。ボクは話は『全部』聞かせてもらったって言ったよね。そこの忍者の人が護衛がもう一人欲しいって言ったことも聞いたし、アスティ、君の無様な敗北の報告も聞いてたんだよ」

　その台詞を聞いて、アスティは鼻白み、ラトリスは目を細めた。

「その時から、ですか。私に気配を悟らせないとはさすが現役Ａランク冒険者」

「猫耳ついてるから、耳はいいんだ。あとＡ＋だからね！」

　間違えないでね、とラトリスに念を押すと、やはり本命はアスティエールだとばかりに向き直り、口火を切った。

「聞いたよ。勝手にコウくんたちの後についていった挙句、裏切ったクロニャに嚙ませ犬っぽくやられて、結局コウくんの機転で助かったって」

「わ、私は、嚙ませ犬では……」

「いいや。嚙ませ犬だね。大体ラノベの二巻で急にライバルキャラとして出てきて、二巻の最後くらいで主人公を好きになる女の子キャラと同じくらい嚙ませだね」

「それは嚙ませ犬すぎる!!」

　あまりにむごい例えに思わず鋼が呻うめいた。嚙ませ率百％だ。でも鋼の冒険を本にしたら、二巻から登場するのはむしろララナの方じゃないかなーと思ったりもした。

「ま、全く意味は分からないが、侮辱されたことくらいは分かるぞ!!」

　憤るアスティ。正直鋼も今回ばかりはアスティに同情したい心地だった。だが、

「いいでしょう」

　先にラトリスが結論を出してしまった。

「聞き分けて下さい、アスティエール様。Ａランカーで長期の護衛を受けられるような奇特な方はそうそう居られませんし、私が事前に調べた以上、経歴にも問題はありません」

「しかし……」

「それにボクを仲間にしてくれるなら、当然お金はいらないよ！　やっぱりコウくんといると楽しそうだからね！　こんな好条件、めったにないと思うんだけどな」

　実質、そのダメ押しが決め手になった。

　アスティが渋々折れる。

「分かった。ただし、妙な真似をしたら……」

「心配しなくても、仲間に手はあげないよ。……ま、コウくんに手を出さなければ、だけど」

「私がそんなことをするはずないだろう！」

「どうかなー。別の意味で手を出したりして」

「貴様っ!!」

　ふたたび一触即発の雰囲気。

「お止め下さい、お二人共」

　それをただの一言で散らすと、ラトリスはララナに手を差し出した。

「その前にララナ様。前例がありますので、冒険者カードを拝見させて頂いてもよろしいでしょうか？」

「もちろん！　これから仲間になるんだもんね！」

　ララナは迷いなく、その場にいる全員に自分の冒険者カードを見せた。




　ララナ・ナナナン

　ＬＶ　74

　職業　拳闘士

　年齢　10

　二つ名　ゴッドネス・フィンガー

　冒険者ランク　Ａ＋




「じゅ、十歳!?」

　名前やレベルや二つ名にも驚いたが、一番驚いたのは年齢だった。

　鋼は改めてララナを見るが、どう見ても十歳には見えない。自分と同年代、十五歳程度かと思っていた。

「ああ。猫耳族は猫耳の分、人間より成長が早いからね。ボクも最初はびっくりしたよ。でも心配しなくても、そろそろ成長は止まって、人間族と同じようになるらしいよ」

「それ、絶対猫耳関係ないと思うけど……」

　とはいえ、そういう種族だというのは分かった。

「む。言っとくけど、ボクの方が精神的には年上だからね！」

　とほおを膨らませるララナは、たしかに十歳の少女と言っても通用する幼さがあった。

「……まあ、そういうことでいいか。この前は断ったけど、やっぱり君に護衛を頼みたい」

　鋼としても、今さらララナを雇う方針を変える意思はない。

　手を差し伸べたが、ララナは少し不満そうな顔をした。

「ボクとしては、仲間として誘ってくれる方がうれしいんだけど」

「なら、仲間になってくれるとうれしい」

　正直、鋼には仲間と護衛の違いがあまり明確ではなかった。

「そういうことなら、えへへ」

　うれしそうに、ララナは鋼の手を握った。

「知ってると思うけど僕は結城鋼。みんなは僕のことを……」

「前に聞いたよ。ハガネだからコウなんでしょ。ボクは君のこと、コウくん、って呼ぶから、ボクのことは……」

「ララナ、って呼んでもいいか？」

「うん！」

「そうか。じゃ、これでララナも仲間だな」

「えへへ。……って、そうじゃなくて！」

　ララナは鋼に迫られて思わずいい返事をしてしまったが、気付いた時は後の祭りだった。

「これで、護衛についてはとりあえず問題なしとしましょう。完璧であるかは分かりませんが、これ以上のメンバーはあまり望めませんから。それで、今後の展開ですが……」

　もうララナの話は終わったものとして、次の話題に移っている。

「ちょ、ちょっと待ってって。あ、あのね、仲間であるみんなにだけ話すけど、ララナ・ナナナンというのは世を忍ぶ仮の名前。ボクには真の名前があって……ってちょっと！　聞いてよ！」

　当然誰も聞いていない。

「少し、ここでは目立ちすぎた気がするんだよね」

「確かにな。棒切れ勇者の名は、街中に響いていると言える」

「成程。何ど処こかでほとぼりを冷ますというのも手かもしれませんね」

　真剣な顔で話し合っている。

「ちょ、ちょっとボクを置いてけぼりにしないでよー！」

　人一倍さびしがり屋で目立ちたがりでもあるララナは強引に輪の中に割って入る。

　少しだけ迷惑そうな顔でラトリスが追い払おうとするが、

「……今は、今後の方針について、真面目な話をしていますので」

「だったら、ボクからも提案があるよ！」

　逆にぐいぐい来るララナ。

「近く、キョートーの街で武闘大会があるんだ。そこに行くのはどうかな？」

「キョートーの街？」

　そういえば、この街はトーキョの街という名前だったと鋼は思い出した。

　名前が似ているのは何か関連があるのだろうか。

「うん！　このジャッポン国の中ではトーキョの街と同じかそれ以上に発展してる街だよ。昔の首都だったトーキョの街の人はどちらかというとはんなりしてて、今の首都でもあるキョートーの街の人はせかせかしてて喧嘩と火花が好きなんだ！」

「火花が好きなんだー。そりゃー武闘大会も開くわー」

　鋼はもうあきらめモードだった。色々とツッコミどころはあったが、とりあえず全スルーする。

「しかし、なぜ武闘大会に？　今の段階でハガネ様が目立つのは極力避けたいのですが」

　ラトリスでなくとも自然と出るだろう質問に、ララナは胸を張って答えた。

「定番だからだよ!!」

「ならしょうがないな！」

　何の定番なのかは今一つ不明瞭だったが、鋼はその勢いに負けた。

「ハガネ様がそう仰るなら……」

　つられてラトリスもうなずいた。

　なし崩しだが、これで次の目的地も決まった。キョートーの街で何が待ち受けているかは分からない。

　だが、とりあえずは、

「じゃあ、これからよろしく頼むよ」

　鋼はラトリスに、新しい仲間に向かって手を差し出した。

「……ハガネ、さま？」

　ラトリスは一瞬だけ驚いた表情を見せたものの、鋼がほら、とばかりにもう一度手を突き出すと、すぐにきつい面差しに似合わない、はにかんだような笑顔を浮かべ、

「ええ。この命尽きるまでお仕えいたしますので、末永く、よろしくお願いします」

「ちょっ!?　いきなり重いよ?!」

　二人は固い握手を交わしたのだった。




　　　３




「そ、それでね、コウくん。さっきは伝え損ねちゃったけど、わたしのソウルネーム……って、いないよ!?」

　もじもじとしながら話を切り出そうとしたララナだったが、その時には鋼とラトリスは消えていた。

「二人共、ララナ殿が何かぶつぶつと独り言を言い始めた頃、旅の支度を調えると言って外に出て行ったぞ？」

　さすがに哀れに思ったのか、アスティエールがそう教えた。

　ララナがハッとして部屋を見回すと、誰も気付かない内にキルリスも自分の仕事に戻っていて、部屋にはララナと、なんとなく鋼たちについて行き損ねたアスティエールの二人になっていた。

「そ、んな、ボクの、ソウル、ネーム……」

　ララナは相当にショックだったのか、そんなことをつぶやきながらその場に座り込んでしまった。

　さっき激しくやり合ったばかりだが、その相手が空気の抜けた風船のようにこうも激しく気落ちしていては、根が善良なアスティとしてはいたたまれない気持ちになる。

「そ、それで、ララナ殿のソウルネームは何と言うのだ？　私はとても興味があるなぁ！」

　気は回らないが意外と気を遣う性格ではあるアスティエールが、すごく気を遣ってそう言った。

「え？　ほんと!?」

　あまりに不器用な話の振り方だったが、それだけでララナは復活した。

「ほ、ほんとならまっさきにコウくんに話すつもりだったんだけど、そんなに聞きたいって言うならボク、言っちゃおうかなー」

　そして急に復活してもじもじし始めるララナをアスティエールは生温かい目で見守る。

　いくら迷っても結局言いたいのは明白であり、数十秒の全くの無駄な時間ののち、やっぱり言うことになった。

「あ、でも、コウくんには自分で言いたいから、黙っておいてね。えっへへ。ボクの、ソウルネームはね」

　そこでララナは、アスティエールに近付いた。

　おや、と思うアスティエールの耳元に口を寄せ、イタズラが見つからないか怯える子供のように、あるいは自分の秘密を恥じらいながら打ち明ける乙女のように、本当に小さい声で自分の名を告げる。




「――アイリ・シノヅカ、って言うんだよ」




　聞き慣れぬ名に戸惑うアスティエールに彼女は、地味な名前だよね、と言って、笑った。





つづく













　　　あとがき




　どうも、ウスバーです。

　巻き込まれ系主人公を装っていたコウが徐々に本性を表し、周囲を翻弄し始める第二巻、いかがでしたでしょうか。

　実はこの作品、最初は「冒険なんてどうでもいい！　ひたすらシロニャと駄弁り続ける話にしよう」と書いていたのが、だんだんとどんでん返しやら台無し決着やら叙述トリックやらを重視するようになり、最終的に「とにかく伏線！　もう伏線さえうまく書ければあとはどうでもいい！」という偏ったスタンスに着地していくのですが、この二巻はちょうどその過渡期に当たると思います。

　その煽りを食らって少しずつシロニャの出番は減っていく、という側面もあるものの、そこは書籍版。

　ウェブ版から要所要所にシロニャの出番を足して、シロニャファンの方も安心の出来になっていると自負しております。

　さらにさらに、シロニャにテコ入れをするため、書籍版だけの特別な修正を加えさせてもらいました。

　その名も、「シロニャのじゃ率向上計画」！

　一般に、同じ文末表現の連続は美しくないと言われています。

　なので、ウェブ版を書いていた当時、シロニャの語尾が「～のじゃ！」ばかりになりすぎないよう、体言止めを使ったり、「～かの」「～のう」などを使ったり、様々な工夫を凝らしていたのですが、一巻の修正作業をやっていた時、急に天啓が降りてきました。

「あれ？　こいつ、のじゃのじゃ言ってる時が一番可愛くね？」と。

　そうして実際に書いてみてビックリしたんですが、「のじゃ」「のじゃよ」「のじゃな」を順番にローテーションさせていくだけで、なんか違和感なく会話が回せるんですよね。

　おそるべき「のじゃ」の魔力！「のじゃ」があればシロニャはあと十年は戦えます！




　さて、「のじゃ」押しも一段落したところで、謝辞に移らせて頂きます。

　イラストのnyanyaさん。いつも可愛いイラストをありがとうございます。気づけばロリ絵ばっかり要求してる気がしますけど、だ、大丈夫ですよね？　デザイナーの浜崎さん。明るくポップな今回のカバーもお気に入りです。ありがとうございます。編集のＦ田さん。今回はいつもにも増してご迷惑をおかけしました。断章関連のアドバイスも本当に助かりました。これからもよろしくお願いします。

　そして、限定のオマケではありますが、サウンドドラマに携わってくださった方々ありがとうございます。

　声優さんの力には本当に驚かされます。音で聞くシロニャの「のじゃ」は、また一段とかわいく感じられました。他にもたくさんの人たちの力でこの作品は成り立っています。本当にありがとうございます！

　では最後に、懲りずにまたこんなバカバカしい作品を手に取ってくださった読者の皆さんに特大の感謝を！







　二〇一四年六月　ウスバー















著者

ウスバー

Usber




東京都在住。

ゲームと猫とライトノベルが好きで、焼きビーフンは好きでも嫌いでもないヒューマンの♂。

二〇一一年八月からＷＥＢサイト「小説家になろう」に小説の投稿を開始。同サイトで連載をしていた『この世界がゲームだと俺だけが知っている』で二〇一三年四月にデビュー。










イラスト

nyanya

nyanya




イラストレーター。キャラクターイラストやライトノベルの挿絵、ＣＤジャケットのイラスト等で活躍。

ケモミミ大好き。その中でも猫耳が最高だと思っている。

http://nyanyaling.exblog.jp
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